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　籠かごに入った色とりどりの端は切ぎれが、司し祭さい館かんのテーブルの上に勢いよくあけられた。

　ずいぶん溜ためこんだものらしく、埃ほこりも一緒に舞い上がって、グメーラ伯はく爵しやく領区司祭ヴアーリーのミーナはくしゃみをした。口を押さえて詫わびてから、あらためて積つみ上げられた端切れに感心する。

「頑張ったのね……」

　この量は、村の女たちの努力の成果だ。綿めんや麻あさの育たない辺へん境きようのグメーラ伯領では、布は貴重品だった。本来ならば、縫ぬい直したり断たち直したりしてぼろぼろになるまで使い、ぼろぼろになってもさらに雑ぞう巾きんにするものを、彼女たちはあっちを少し、こっちを少しと切り取って蓄たくわえてきた。

「だって。待ちに待った〈花の春祝祭〉ですもの」

　ミーナが村で一番親しくしているヴェラが言う。彼女は二十代半なかばの女性で、義妹のフィリカと、二人の子供のうち、娘のほうを連つれてきていた。十八歳のミーナといくつも歳の変わらないフィリカは、さっそく布を選よりわけ始めている。

〈花の春祝祭〉。それは、一年に四度あるパラデール教の祝祭で、もっとも華やかなものだった。長い冬を抜けて訪れる、光の恵み溢あふれる春を祝う祭りは、光の化身である女神キリヤナの復活を喜ぶためにある。

　人々は喜びを表して、広場に花と緑を飾る。春の遅い土地では、花飾りを作る。

　大陸の北の果はてにあるグメーラは後者だった。春祝祭は来月。そして本物の「花の春」が来るには、さらに二ふた月つきを待たなければならない。

　いまだ、息の止まるような北風の吹きつけるグメーラだが、村人の心はすでに春に向かっていた。朝晩の礼れい拝はいに集まる人々の話題も、そのことばかりと言っていい。

「しかも今年は、伯爵さまからの仰おおせがありましたでしょう？　盛せい大だいに催もよおすように、って」

　フィリカは数枚の布を重ねては入れかえ、別の布と合わせてはやめを繰くり返している。どんな花にしようかと考える、表情が輝かがやいていた。

「去年までなら、まったく考えられなかったことですもの」

　グメーラでは、遙はるかな昔からパラデールの祭りが嫌きらわれてきた。

　より正しくは、嫌ってきたのは伯爵家だ。彼らは信しん仰こうを取り上げないまでも、おおっぴらに祈るのは好まなかった。ここ二代においては、派は遣けんされる司祭は目の敵かたきにされ、半年ほど前に赴ふ任にんしたミーナも初めはやりにくい思いをした。

　祭りなど論外。そんなグメーラ伯家の雰ふん囲い気きが変わったのは、最近のことだ。当主のナリスフレイが「盛大に」と言ったとき、人々は嬉しく思う前に困こん惑わくした。そして罠わなではないかと疑った。

　その反応も無理はない。この夏にミーナが来るまで、グメーラは数年無司祭の状態が続いていた。いくらパラデールが司祭を派遣しても、一ひと月つきと保もたずに逃げ帰ってしまうのだ。十五年前に在領していた司祭は、先代伯に殺されている。

　そんな領主が治める土地では、祝祭をひらくことさえびくびくものだったのだ。

　司祭館の居間に集つどった女たちは、裁さい縫ほう道具を持ってきていた。針に糸を通し始めた彼女たちに、ミーナは頼んだ。

「道具を持ってくるから、わたしにも教えてもらえないかしら」

「司祭さまがお裁縫を？」

「するわよ、もちろん」と答えて、ミーナは裁縫道具を取りに行こうとした。隣に座るヴェラが自分の針山から、一本抜いて貸してくれたので座り直す。

　ミーナはヴェラのお手本通りに、縫い縮めた糸を巻まきかがって赤い花を作った。自分のことは自分でするよう躾しつけられたため、裁縫はお手のものだ。

「グメーラはほんと、変わりましたねぇ」

　女たちの中では年かさの、三十代に見える婦人がしみじみ言った。

「よその土地のように、お祭りが祝える。妖よう魔まの怪かい異いも、ここのところぱったり止やんで」

　グメーラは怪異の多さで有名だった。それもそのはずで、グメーラ城の北にある海の向こうは、神代の世、キリヤナ女神との戦いに敗れた魔王が逃げこんだ〈魔の大陸〉とされている。

「こんなふうに平和になって、半年くらい経たちますかしら」

「ああ、そうね。ちょうど司祭さまのいらっしゃった頃からでしたわね」

　彼女たちは、それをミーナの力だと思っているようだった。本当は違う。妖魔たちは、彼らが逆らえない相手に手出しを禁じられているだけなのだ。

　誰も知らない、グメーラ伯の「夜の顔」に。

　レイヴェン。グメーラ伯ナリスフレイと同じ身体からだに宿る、夜にだけ現れる伯爵の「弟」。

　司祭館の裏口を、誰かが上がってきた。扉をそっと開けて入ってきたのはグメーラ伯ナリスフレイだった。まだ二十歳の若き領主の登場に、女たちが慌てて立ち上がろうとする。

「ああ、そのままで。どうか立たずに、ご婦人方」

　ゆったりした手ぶりに、彼女たちはなんとなく従った。スカートの皺しわを伸ばし、「ごきげんよう」と口々に頭を下さげる。

　ナリスフレイは笑顔で応こたえ、テーブルの上の端切れに目を丸くした。

「もう春祝祭の準備？　早いのだね」

「だってナリスフレイさま。みんな忙しいのですもの。できるときに少しずつ進めておかないと、間に合いません」

　気後れする女たちに代わり、ミーナが答えた。丘の上の城に閉じ籠こもりがちだったナリスフレイが、城下の村人と親しく口を聞くようになってまだ日が浅い。

　ミーナのほうは、着任してからずっとグメーラ城で暮らしている。昼間は村の司祭館で過ごすが、夜になれば城へ戻るのだ。

　当初は、司祭館が崩れたまま放置され、宿泊先がなくてそうした。司祭館が建て直されたあとも変わらないのは、夜をレイヴェンと過ごすためだ。

　レイヴェンは、光の気配を苦手としている。

　ナリスフレイが、椅い子すの後ろを回ってきた。手仕事をする女たちが珍しいのか、興味深そうに見ている。

「ナリスフレイさま、ご用件は？」

「いや、ちょっと寄っただけだよ。うまいね、司祭」

　褒ほめたナリスフレイに、ヴェラが言った。

「伯爵さまもそうお思いになります？」

「うん。手つきがね、魔法のようだ」

「褒めたって、なんにも出ませんよナリスフレイさま」

　冗談めかしたミーナの口調に、女たちが遠慮がちに笑った。そのあとで様子を窺うかがうのは、まだこんな伯爵に慣なれていないせいだ。

「なんにも出してくれなくてかまわないが……、ちょっとわたしもやってみたいな」

「ナリスフレイさまがですか？」

　ミーナは驚いて声をあげ、あちこちで「いたっ」と女たちが指を口に運んだ。そりゃあ、指に針も刺すだろう。「魔ま王おう伯はく」と綽あだ名なされていた人が、裁縫を？

　ナリスフレイは本気のようだったので、ヴェラが自分の席を空あけた。女たちは少しずつ詰め合って、ヴェラが座れるようにする。

　ミーナはもう一本針を借り、糸を通してやった。ナリスフレイのおぼつかない持ち方に苦笑する。

「それじゃ指を縫います。ほら、こうして。こんなふうに、きれを動かしながら」

「なるほど」

　手元を真剣に見ていたナリスフレイが、針をあやつり始めた。ぎこちないながらもけっこう器用で、女たちが目を瞠みはる。

「ずっと縁ふちを縫っていけばいいのかな、司祭」

「そうです。できるだけ細かく、端まで」

　難しい顔をしているが、ナリスフレイは楽しそうだ。気持ちがほぐれてきたのか、女たちが微笑ほほえみ合い、それぞれの仕事に戻る。

　やるじゃない伯爵さま、とミーナは思った。こうやって、気さくで親しみやすいところを見せれば、彼女たちが帰宅して家族に話すだろう。

　これなら自然に、変わったのだと印象づけられる。まあ、ミーナが間に入るからこそ可能なのだが、警けい戒かい心しんでいっぱいの男たちに話しかけるよりも、ことはずっと楽だ。

　すでに、女たちの見る目は違ってきている。ひそひそと喋しやべりながらこっそり視線を投げ、眉み間けんに皺を寄せたその顔に頰ほおを染そめたりしているのだから。

　かつては、彼に目をつけられたらそこでおしまい。なぐさみものにされ、下へ手たをすれば殺されるという噂うわさがあった。けれど、人前に滅めつ多たに姿を現さなかった「魔王伯」は、見み目め麗うるわしい青年なのだ。後ろで結ゆわいた長い黒髪に、穏おだやかな黒い目。この辺り特有の色の白さで、膚はだにはしみ一つない。

　ミーナだって、見とれずにはいられなかった。それに、近くにいると胸がざわついて落ち着かなくなる――。

「いっ」

　指先にするどい痛みを感じ、ミーナはびくっと手を引いた。左手の人さし指に、見る間に赤い血の玉が盛もりあがる。

　ミーナは慣れっこだったが、ナリスフレイはぎょっとしたようだった。縫い物を放り出し、ミーナの傷ついた手をとる。

「司祭」

　あっと思う間もなく、ナリスフレイが指を口に含ふくんだ。女たちが呆ぼう然ぜんとし、ミーナは耳まで赤くなって口がきけなくなる。












　空気の変化を怪け訝げんに思ったのか、ナリスフレイが目を上げた。茹ゆだったようなミーナと視線が合い、きょとんとし、それからこちらも顔に火がついたようになる。

「失礼！」

　詫びたナリスフレイは、取り出したハンカチで指を挟はさんだ。きつく握にぎって止血する。

「あのこれ……、洗ってお返ししますから」

「いや。かまわない」

　お互いに顔をそむけ合って喋った。居たたまれなくなって、ミーナは立ち上がった。台所に逃げる。

「傷を洗って、お茶を淹いれてきます」

「お手伝い――」と腰を浮かしかけたフィリカが、義姉に引っぱられて椅子に座り直す。

　台所に駆かけこんだミーナは、急いで扉とびらを閉めた。ばくばくする心しん臓ぞうをなだめようと、両手を胸に押しあてる。

　びっくりした、びっくりした。ナリスフレイさまったら、なんてことを。

　さっきの光景を思い出して、さらに顔が熱くなった。立っていられなくなり、手近な椅子に音を立てて腰を下おろす。

　ギーがいなくて良かった、とまず思った。ミーナのお目付役である、バスコイという神話世界の怪物が見ていたら、逆上してとんでもないことになっただろう。

　居間で嬌きよう声せいがあがった。靴くつ音おとがこちらに向かってくる。ナリスフレイが女たちの笑い声に追われるようにやってくる。

　扉が閉ざされると、台所はお喋りと切り離された。扉を背にしたナリスフレイが、どっとため息をつく。

　額ひたいが汗ばみ、顔も上気していた。いいようにからかわれたのだろう。

「司祭。わたしを生いけ贄にえにしたね」

「ごめんなさい」

「見ろ。こんなに汗をかいたじゃないか」

　ミーナはあたふたと水を汲くみに行った。コップになみなみ注そそいでくると、ナリスフレイはそれを一息に飲み干した。

「――やれやれ」

「本当にすみません」

　小さくなって詫びる。ナリスフレイはむっとした表情でミーナを見ていたが、やがて、ばつが悪そうにうつむいた。

「というよりも、わたしこそすまなかった。その、考えてやったわけじゃなくて」

「わかってます」

　ミーナもなんだか目を伏せた。困って、意味もなく床の板目を視線でなぞる。

「司祭が、あんなに赤くなるなんて思わなかったよ」

「ナリスフレイさまこそ」

　冷静で、やわらかな物腰を崩くずさない人が、目を丸くし、次いで真っ赤になった。

　思い出し笑いをすると「ひどいな」と拗すねられた。だがそのナリスフレイも、一緒になって笑い始める。

「針で突くとあんなになるなんて、知らなかったんだよ。大おお怪け我がをしたのかと思った」

「だって、ナイフじゃないんですよ。ちょっと血が出て、ずきずきして、それだけです」

「傷は大丈夫なのか？」

「はい。放っておけば治ります」

　笑い合うと、少し気分が晴れた。ミーナは頭を切り換えて竈かまどの火を熾おこす。

　本当にお茶を淹れないと、居間に戻れなそうだ。

「手伝おうか」

　背中に声をかけられ、ミーナは首を振った。

「ありがとうございます。でも、お気持ちだけで。ナリスフレイさまが上手にお茶を淹れられないの、知ってますから」

　以前、注ついでもらったことがあるが、見ているこっちがハラハラした。

「言うね」

　気を悪くした様子もなくナリスフレイが言う。彼は眺ながめていようと決めたようだ。茶葉を計はかったり、カップを用意するミーナを目で追っている。

「ああほら、一つ作ってみたよ。どうだろう」

　彼は、手にしてきたものを思い出したように差し出した。白地に小こ花ばな柄がらの布が、かわいらしい花になっている。

　よくできていた。縫い目が細かく丁てい寧ねいなあたりに性格が出ている。

「才能あります。修行すれば、お針子さんになれるかも」

「じゃあ、失業したらその道に進もうか」

　冗談の口ぶりだったが、前提にミーナは疑問を感じた。

「領主さまって失業します？」

「時にはするんじゃないかなぁ。王のご不ふ興きようを買って領地没収や、投資の失敗や」

「ああ、そうか」

　とはいえ、グメーラには関係がなさそうだった。この伯爵領は治おさめる者を選ぶ。ここでは、初代グメーラ伯ルシャインに連つらなる者が伯爵でいなければならないのだ。

〈血の盟めい約やく〉と呼ばれるものが妖魔と交かわされていた。それがあるからこそ、グメーラは少々の怪異こそあれ、〈魔の大陸〉を望む北の果てにあって、踏ふみにじられずにいる。

　腰に手を当て、火にかけたヤカンを見張りながらミーナは訊きいた。

「ナリスフレイさま。どうして、急にみんなに愛あい想そよくしようと思ったんですか」

　彼はできるだけ、村人と関かかわらないようにしてきた。なにか命めいじなければならないときは、家か令れいのファランドが間に立ち、指示を出していたのだ。

「色々変わり始めたから、かな」

　驚いて振り返り、まじまじ見つめると、そんなに不ふ思し議ぎだろうかというようにナリスフレイが苦笑した。

「変わったのは、司祭だって認めるだろう？　あなたやフィーン司教ヴアルプトが来て、礼拝が甦よみがえって、グメーラから陰いん気きなものが消えた。ごく普通の、どこにでもある村っぽくなったと思わないかな」

「思います。というか、さっきもそんな話をしていました」

「だから、もう、わたしが『魔王伯』である意味もないかと思って。レイヴのことも秘密には違いないが……躍やつ起きになって隠かくす必要もなくなった」

「そうですね」

　ナリスフレイが「魔王伯」と呼ばれ、怖おそれられる道を選んだのは、レイヴェンの正体を知られるわけにはいかなかったからだ。だがミーナが領区司祭であるかぎり、その点は心配ない。

　また、パラデール教団の上層部もグメーラ伯家のさだめを承しよう知ちだった。フィーンが派遣されたのは、一つには、ミーナと力を合わせてことに当たるようにという意い図とがあってのことだ。

「これから、もっと変わるかもしれないのだな」

　つぶやきを聞き咎とがめて、ミーナは振り向いた。

「え？」

「司教の帰領。三み月つきほどで戻るって言ってただろう？」

　ミーナの上司でもあるフィーンは、今、教団本庁にいる。彼女はここを離れられないミーナに代わり、あることを調べに行っていた。

　二人は視線を合わせたが、意識的にその話題を避さけた。彼女が帰ればすべてが動きだす。否いな、それまでは何もできない。

「春祝祭、どうなるのか楽しみなんだ」

　ことさらのんびりとナリスフレイが言い、ミーナも彼に合わせてうなずいた。

「そうですね。わたしも」
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　出しゆつ立たつからちょうど三み月つきになるその日。北風の吹きすさぶ中をフィーンが帰ってきた。

　往復に二ふた月つき、本庁に滞たい在ざいしての調査に一ひと月つきをかけた長旅を終えたフィーンは、思いの外ほか元気だった。さすがに司し祭さい館かんに帰り着いたときはよれよれで、ミーナは彼女を長なが椅い子すまで引きずっていかねばならなかったのだが、一休みした今は見違えるほどさっぱりしている。

　ミーナは落ち着かない気持ちでフィーンの隣に座っていた。司祭館に呼び出されたナリスフレイも同じような顔つきで、向かいの椅子に腰かけている。

　いつもと様子が変わらないのは、ミーナのお目付役であるギーだけだ。もっとも、ぎょろりとした目に耳まで裂さけた口、潰つぶれた鼻という顔は、たいがい怖おそろしげにしか見えない。

　フィーンは肩かたを覆おおう辺りで切り揃えた銀髪を、幾いく度ども耳にかけていた。珍しい仕し草ぐさだ。

　これから話すことと関係があるのだとミーナは直感した。教団での調査結果だ。

　フィーンは目を合わせようとしない。視線が意味もなく床をなぞっている。

　ミーナはその手にそっと触ふれた。

「言いにくい話なのね、フィーン」

　フィーンは中ちゆう途と半はん端ぱに息を吸って止めた。答えに迷うような間があり、深いため息をつく。

「ごめん。いざとなると、どこから切り出せばいいのか――」

　彼女はかぶりを振った。再び髪を耳にかける。

　ミーナは背筋を緊張させた。

　フィーンは教団本庁がひそかに有する秘典を調べに行っていた。そこには人々には知らされない予言や秘法が記しるされている。

　彼女が探しに行ったのは、伯はく爵しやく兄きよう弟だいを「わける」方法だった。二人で一つの身体からだを使い、日の出と日の入りで入れ替わる。彼らは――特にレイヴェンが――その状態から抜け出したがっていた。

　どちらか一人だけが残るのならば、方法はわかっていた。だからレイヴェンは三月前それを果はたそうとした。

　止めたのはミーナだった。なぜなら、そのままではナリスフレイが消えることになったからだ。約束してレイヴェンに手を引かせた。「必ず助けるから」と――。

　三人の前に置かれたお茶が、手をつけられないままに冷ひえてゆく。ナリスフレイが、カップに目をやったまま言った。

「不可能なんだな」

　フィーンがうなずいた。頭こうべを垂たれるようにがっくりと。

「現存するパラデールの書物においては。希望がないとまでは言いません。ですが、あなた方に関する女神の予言も、それらしく解かい釈しやくできる記き述じゆつも見当たりませんでした」

「本当なのフィーン」

　彼女が噓うそをつくはずがない。わかっていて、ミーナは確かめずにはいられなかった。伯爵兄弟が昼と夜で入れ替わるのは、女神の意思が働いているからだ。それが彼女たちの考えだった。

　なのに、予言一つないなんて。

「残念だけど、誰かが何かをすれば、女神の力が彼らを二人にする、っていうくだりはどこにもなかった。それでも希望があると思うのは、女神の御み業わざのすべてが聖典に記してあるわけではないっていうことだ」

「つまり、いつか祈りが通じて奇き跡せきが起こるかもしれないし――」

「起こらないかもしれない。そのときが来るまでは、わからない」

「そんな」

　ミーナは自分の口に片手を持っていった。彼らに、無意味な期待をさせたのはミーナだ。

「いいんだ、司祭ヴアーリー。自分を責せめないでくれ」

　ナリスフレイがミーナを見た。複雑な表情で、それでもかすかに笑ってみせる。

「おそらく、そうだろうと思っていた。パラデールに策があるのは万に一つだろうって」

「でも」

「わたしは、司祭の考えるほど期待していなかったんだよ。わたしたちがこうなのは、昨日今日からじゃない。言葉は悪いが、諦あきらめていたといってもいい」

「すまない、閣かつ下か。わたしも、ミーナの目の付け所はいいんじゃないかと思ったんだ」

　フィーンの言葉で、ミーナは深く頭を下さげた。頭の中が真っ白になり、ごめんなさいという言葉が出てこない。

「それを言ったら、わたしもだよ司教ヴアルプト。あなたがたの秘典になら、何か記されているかもってね――」

　ナリスフレイはふっと口をつぐんだ。フィーンの目を見て訊たずねる。

「司教。妖よう魔まの血を引く、わが伯爵家については？」

「同じです。ルシャインについてはゼロ。グメーラに関しては、最後の戦いの地だったというだけで」

「何もなし、か」

　つぶやいたナリスフレイの目を怒りがよぎった。彼は足を組み、膝ひざの上で頰ほお杖づえをつく。

「きついな」

　重い一言だった。ミーナは、ナイフで胸を抉えぐられたように感じる。

「レイヴと離れられるとは思ってなかった。が、そっちにも一言もないとはね」

　ナリスフレイが唇くちびるを引き結ぶ。静かな表情の下で、歯を食くいしばる音が聞こえたような気がした。

「せめて、意味くらいは見つかるかと思ってたよ。わたしとレイヴがなぜ――」

　最後まで彼は言わなかった。残りはこうだ。

　なぜ、二人で一人なのか。

　初代グメーラ伯ルシャインは、妖魔と人の間に生まれた子供だった。彼は災わざわいの神エナンと〈盟めい約やく〉を交かわし、グメーラの支配者となった。

　彼の血を引く者が治おさめ続ける限り、妖魔はグメーラに手出しをしない。

〈盟約〉は妖魔と人間、お互いの解釈の差こそあれ、守られてきた。だからこそ国もパラデールもそれを黙もく認にんしながら現在に至いたっているのだ。

　だが、グメーラと伯爵家は、つねに代だい償しようを払ってきてもいた。妖魔の血は、人には重すぎる。代々の伯爵に奇き矯きような者が多いのはそれゆえだった。彼らは、その生のどこかで妖魔の血に押し潰された。妄もう想そうに取り憑つかれて領民をなぶり殺しにし、両手を血に染そめた者。次第にわけのわからないことを口走るようになり、断だん崖がいから海へと身を投げた者など、枚まい挙きよにいとまはない。

　その中でも、ナリスフレイ兄弟は特異だった。彼らは奇き妙みような形の双ふた子ごとして生を受けた。同じ身体の中で、昼と夜で入れ替わる。

　そして、歴代の伯爵が受け継つぐ妖魔の力を、ナリスフレイはまったく持っていないのだ。

　反対にレイヴェンは、妖魔がかしずくほどの力を有している。

　理由を知りたいと思うのは当然だろう。彼らは誰とも違っている。

「それなんだが……」

　カップを弄もてあそんでいたフィーンが語尾を濁にごした。視線を床にさまよわせてから顔を上げる。

「わたしと教皇たちとで立てた仮説があります。ただし、あんまり楽しい話じゃない」

　ナリスフレイはフィーンと目を合わせた。

「かまわない。話してくれないか」

「じゃあ遠えん慮りよなく。あなたがたが二人で一つなのは、そう生まれることに意味があったからだろうと思います。不ぶ躾しつけな言い方をしますが、あなたはまったくまともな人で、弟さんのほうはその気ならどこまでも残忍になれる。おまけに、力がケタはずれに強い。妖魔が、特別な名前を寄よ越こすほど」

「ルシャインだね」

　初代伯は、ほぼ妖魔と言っていいほどの力を持っていたという。彼らはそれに匹ひつ敵てきするレイヴェンを認め、彼をルシャインと呼んでいた。

「ええ。人との婚こん姻いんを繰くり返し、長い間に薄まったはずの妖魔の血が、レイヴェンには濃く出た。これは、あなたの存在を考えれば説明がつきます。彼はあなたの分も背負った。そういうことです」

「それはわたしたちも見当がついた。知りたいのは、そうなった理由だ」

「おそらく、あなたがたも、また〈器うつわ〉だから」

「わたしたちも、この身に誰かを宿すというのか。まさか」

「そうです。ジャイナルです」

　妖魔の王の名を挙あげ、フィーンは言葉を切った。次の言葉を選ぶような間を置く。

「ジャイナルは人ではない。それを宿すのであれば、〈器〉にもまた強さが求められるとわれわれは考えました。いい例がミーナです。女神の娘の〈器〉であるミーナは、やはり特別だ。この子の他に一体誰が、単身で光を呼べるでしょうか」

　教きよう皇こうですら適かなわないというそれを、ミーナはやすやすと、鼻歌ですらやってのける。

「司祭だけじゃなく、わたしたちも選ばれた。そういうことか」

「あくまで仮説ですが」

「そう考える根こん拠きよは？」

「ミーナの予言との符ふ合ごうです。閣下、あなたはミーナの予言のことは？」

「司祭がどういうさだめかということなら知っているが……」

　ナリスフレイは言い淀よどんだ。彼は、大まかなことしか聞いていない。

「この子の予言は、生母のキリヤナ司祭から始まっています。キリヤナ司祭は古いにしえの暦こよみにおける特別な星回りに生まれた人で、彼女は教団から姿を消し、ミーナを産んで連つれ帰りました。これは聖典におけるキリヤナ女神のマライナ出産とまったく同じです。『三度季節が巡めぐる間、御女神はいずこかにこもられた。そして再び姿を現されたとき、女神の胸には麗うるわしき赤あか児ごが、光の乙女おとめマライナが抱かれていた』」

「聖典のその部分には覚えがあるよ。で、そうやって誕たん生じようしたのが司祭なんだね」

「そうです。ミーナはキリヤナ司祭の行動を受けて、マライナとなる娘だとされました。だからミーナは教団本庁で育てられたわけですが――、教団の秘ひ録ろくである予言書に、マライナについてはこうあるんです。『マライナは再さい来らいし、かつてのように魔神を求める。なれど〈闇の聖女〉になるべきかは、マライナ自身がさだめるであろう』」

　暗あん誦しようしてみせたフィーンは、確かめるようにナリスフレイを見た。ナリスフレイは眉まゆをひそめ、ミーナに視線を向ける。

「その予言は、現実と少しずれている気がするが……」

　ミーナも同感だった。

「わたしもそう思います。だって実際は、わたしはただの容いれもので、マライナが降おりてくるのだもの。それにマライナがジャイナルに会ってからどうするか決めるみたいな部分も違っています」

　少なくとも、ミーナの経験した限りでは、マライナは〈闇の聖女〉として命を落として、今でも〈闇の聖女〉のままでいる。そのため〈器〉であるミーナが闇に染まらねば宿ることはできず、〈光の乙女〉になろうとする意思も感じられなかった。

「あのとき、マライナはジャイナルを探していたわ。彼の元に戻りたがってた」

　三月前、ミーナはマライナに身体を乗っ取られかけた。それで女神の娘の心に触れ、感じたのだ。

「そう考えると変よね。だってマライナになってしまったら、おしまいだもの」

〈闇の聖女〉まっしぐらと言ってもいい。ミーナがあのとき引き返せたのは、フィーンとナリスフレイがいてくれたからだ。

　ナリスフレイが、フィーンに説明を促うながした。

「司教？」

「予言は起こるとおりに書かれるとは限りません。解釈には『見立て』が必要なときもある」

「見立て？」とミーナは繰り返し、眉をひそめた。ぴんとこない。

「いい、ミーナ。こういうことなんだ。あなたは女神の娘の〈器〉だけれど、これをマライナとする。それから、妖魔の血を引く伯爵兄弟のほうをジャイナルとする。これを予言に当てはめてみるとどう？」

「わたしは生まれてるわ。それを『再来』ととるってことよね。そうするとマライナは再来したわけだから、わたしがジャイナル、つまりナリスフレイさまたちを……」

　そこまで言って言葉が途切れた。はっとナリスフレイを見て、顔が赤くなる。

　マライナは、かつてのように魔神を求める。

「フィーン！　わたし、別にそんな――」

「あなたが女神に顔向けできないようなことをしたとは思っていない。だけど、閣下を頼りにはしているでしょう」

「している、けれど」

　声が尻しりすぼみになった。まるで咎とがめられたようだ。

「違う、責めてるんじゃないんだ。あなたと閣下の関係――閣下たちと言ってもいい――が、予言と符合していると言いたいだけで」

　眉根を寄せていたナリスフレイが、フィーンをひたと見つめた。

「つまり。すべてはすでに始まっている。そうだね、司教」

「ええ。この夏にあなたがたとミーナが出会ったときに」

　さだめの歯車は回り始めた。

　ナリスフレイが静かに、嚙かみしめるように言った。

「なるほど。だから、わたしたちがジャイナルの〈器〉だと教団は言い、この生まれにも説明がつくのか」

「教団がレイヴェンを危険視しているのも、そういう理由からです。あなたはともかく、弟さんはもっともジャイナルに近い」

　マライナの再来により復活の約束されたジャイナルだが、かの魔神がどう甦よみがえるかは記されていない。教団は、ミーナがマライナを宿すよう、レイヴェンがジャイナルとなるのではないかと警けい戒かいしていたのだ。

　すでに予よ兆ちようはあった。レイヴェンに騙だまされて闇に染まりかけたミーナは、レイヴェンの妖魔の力に共きよう鳴めいし、昼間だというのにレイヴェンを呼び出した。

　あの状態が続けば、ナリスフレイは消えた可能性があった。たとえレイヴェンの中に残ったとしても、昼も夜も閉じこめられたままなら、消えたも同然になる。

　ナリスフレイはじっと考えこむ眼まな差ざしをした。やがてゆっくりと目を上げる。

「司祭とわたしたちは、出会うべくして出会った。ってわけか」

「そうだろうというのが、われわれの見解です。わたし個人としては、何でも予言のせいにするのはどうかと思うんですが」

　ナリスフレイがちらりと笑った。

「わたしもだよ司教。予言などただの道みち標しるべに過ぎない。そう信じたくてね」

「信じるべきです。素す晴ばらしい考え方だと思いますよ」

　窓の外に影がさし、ファランドが通りすぎた。おっと、とナリスフレイが立ち上がる。たたんで椅子の背にかけてあった外がい套とうを手にした。

「もう時間か」

「どこかへお出かけなんですか？」

「そう、領地の見回りにね」

　ミーナは目を瞠みはった。彼はそんなことも始めたのだ。

　台所の裏口へ回ったファランドが居い間まに顔を覗のぞかせた。いつもどおりに黒髪を油でぴたりと撫なでつけ、服装にはいちぶの隙すきもない。

「よろしいでしょうか、フレイ」

「ああ、行けるよ。それじゃ、司祭、司教。また後日」

「お気をつけて」

　フィーンは座ったまま見送り、ミーナはナリスフレイについて行った。裏口から送り出すと、通りに馬車が待っていた。毛け織おりの襟えり巻まきに顔を埋うずめた、村の男が馭ぎよ者しやをしている。

「今日は、ファランドさんが操あやつるんじゃないんですね」

　ファランドが一人で領地を見回るときは、彼が馭者台にいた。何かでミーナを迎えに来るときもそうだ。

「それでは格かつ好こうがつきませんからね」

　ファランドの言うことにも一理ある。領主にはある程度の箔はくも必要だ。

「顔が暗いよ、司祭」

「だって」

　微笑ほほえまれると罪悪感が募つのる。けれどミーナのそんな気持ちとは裏腹に、ナリスフレイは彼女の右みぎ頰ほおに触れた。

　三月前に作った傷きず跡あとを、そっとなぞる。

「あなたのせいじゃない。むしろ、これで一つ片が付いてよかったと思っている」

　レイヴェンとは別れられない。そう知ったことを言っているのだ。

「気晴らしに何か歌うといいよ」と言って、彼は通りへと歩いていった。ファランドと乗りこむと、馭者が馬に鞭むちをあてた。

「ミーナ」

　ギーに呼ばれて居間に戻ると、長椅子の上でフィーンが立て膝ひざをついていた。行ぎよう儀ぎの悪い格好で、ミーナに隣に座るよう促す。

　まだ話があるのだ。嫌いやな予感がした。

　ミーナが長椅子に腰を落ち着けると、フィーンはゆっくりと口火を切った。

「レイヴェンをどう思ってる？」

「どう、って」

　ミーナは口ごもった。難しい質問だ。嫌いではない。好きだと言っても噓ではない。身体を独占しようとミーナを騙したこともあったが、特に恨うらんではいない。

「わたし、聖職者なんだけれど」

　上う手まい言葉を見つけられず、いろいろひっくるめたつもりでそう答えた。少し考えて付け足す。

「ナリスフレイさまに対してもよ。あの方の力になれればいいと思うわ」

「知ってる。悪いことじゃないし、それは置いておこう。今話題にしているのはレイヴェンだよ。ミーナ、彼に惹ひかれちゃいけない」

「惹かれてなんか――」

　答えかけて、マライナが遺のこしていったジャイナルへの想いが鮮あざやかに甦った。

　あの人の元に帰りたい。

　それはミーナ自身の感情ではなかったが、深く心に響ひびいていた。

「……認めるわ。時々、マライナの気持ちになることがあるって」

　レイヴェンを振り払えない一いち因いんは、それもあるのかもしれない。

「ミーナ！」

　それまで黙っていたギーが声をあげた。何か言いかけるバスコイを、フィーンが遮さえぎる。

「落ち着け。ミーナは何もしていないし、これからもしない。そうだよね」

「そうよ」

　不ふ愉ゆ快かいな形で念を押された気がした。睨にらみつけたが、フィーンの表情は変わらない。

「わかっているよね、ミーナ。あなたがレイヴェンに惹かれれば、闇に染まる。それが予言で言う〈闇の聖女〉への一歩だというのは」

「わかるわよ」

　繰り返されて苛々いらした。すでに予言の冒頭の部分が果はたされていると見立てるなら、あとはミーナ自身の身の振り方で決まることになる。

「どうせ、上層部に言われたんでしょう？　『ミーナ司祭には常に〈光の乙女〉で在あり続ける自覚を持たせるよう』とかなんとか」

　うなずいたフィーンに、ミーナは冷たい顔で言った。

「言われなくてもそのつもりよ」

　ずっとキラキラでいるつもりだった。マライナに身体を渡したいとも思わないし、ジャイナル復活も望んでいない。

　予言なんて知るものか。わたしはわたしだと、反抗的な気持ちが膨ふくらんだ。教団はミーナを女神の道具としてしか見ていない。だから、彼女がグメーラでどう反応するかを試すために、ここに送りこんだりしたのだ。

　お偉えら方がたに浴あびせたい言葉が、喉のどの奥までせり上がってきた。けれどミーナは、司祭でいたい理由は他にもあると思い出した。そっちを口にする。

「馬ば鹿かな真ま似ねなんてしないわ。わたし、歌が好きだもの。あれだけは手放したくない」

　祈りを声に乗せて送り出し、光の恵みに溢あふれた空気を吸いこむ。巡るような一体感は、言葉では表せない。

　だからこそ、ミーナは頑張ろうと思えるのだ。もどかしさもどんなつらさも、光を纏まとう瞬間だけは消える。忘れていられる。

　口を結んだミーナに、フィーンは穏おだやかにうなずいた。

「わかってる。あなたに歌が捨てられるはずはないって。ババさまも、ジジさまも信じてるよ。それに、ミーナを愛してるって伝言するよう言われてきた」

　ふいをつかれ、ミーナは涙ぐみそうになった。ババさまはケイジャ教皇。ジジさまは上司のパゼル枢すう機き卿きようだ。

「怖いのよ、フィーン」

　ミーナは本音を漏もらした。弱気になるから隠かくしていたかったのに。

「もう、何もかもが手に負おえないみたいで。みんなが寄ってたかって言うのよ。おまえは道具だ、きちんとしろ。おまえが間違うと、とんでもないことになる」

　押し潰されそうだった。そこへきて、レイヴェンとの約束が果たせないことも加わった。

　フィーンがミーナを抱き寄せた。幼おさない頃、よくそうして慰なぐさめてくれたように。

「大丈夫。わたしがいるよ。最後まで、側であなたを守るから」

「こいつだけじゃないぞミーナ」

　ギーが口を開いた。彼はもともと、キリヤナに頼まれてミーナの護ご衛えいについているのだ。

　じんわり、胸が温かくなった。いつか時が来たら、ミーナは一人でさだめに立ち向かうしかない。けれど、そのときまでは一人ではない。

「ありがとう。平気。もう言わない」

　身体を起こしながらミーナは言った。照れくさくて挑ちよう戦せんするように続ける。

「だけど、レイヴェンと会うなとか言っても無む駄だですからね。それはそれ、これはこれよ」

　誰かの決めたさだめなんかに、流される気なんてさらさらない。

　ミーナは口元に笑みを刻きざんで意志を見せ、途中でふっと表情を翳かげらせた。

「ミーナ？」

「ううん。約束のこと、レイヴェンにも話さなくちゃよね、って」

　彼はフィーンの返事を待ち望んでいた。きっと、ナリスフレイよりも期待していただろう。

「彼を退しりぞかせたのもわたしでしょ。あのときは、そうするしかなかったんだけれど……」

　ナリスフレイを失いたくなかったし、ミーナがマライナになるわけにもいかなかった。

「ミーナ。今夜、わたしも一緒に行こうか？」

　申し出てくれたフィーンに、ミーナは首を振った。

「一人で行くわ。必ずあなたを助けるって、約束したのはわたしだから」

　そう言ってはみたものの、レイヴェンに会うのは気が重かった。

　きっと彼は荒れる。ミーナを詰なじるだろう。

　どんなに罵ののしられても仕方がない。ミーナは覚かく悟ごしていた。期待した分失望は大きい。そして、そう仕向けたのはミーナなのだから。

　ところが、レイヴェンの反応は穏やかだった。勇気をかき集めて打ち明けたミーナに、肩をすくめてみせる。

「だろうな。わかっていたから気にするな」

　それでも、目を逸そらした横顔から表情が消えてミーナは胸を衝つかれた。

　沈黙なんて彼らしくない。

　らしくない態度をとらせるほど、きっと、衝しよう撃げきは深い――。
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　なんだかうまく眠れなかった。

　気がつくと、出ない答えを求めて堂々巡めぐりをしているせいだった。自分には何ができるのか。どうすればいいのか。

　苦しくても前に進むしかないと、頭の片かた隅すみでは承しよう知ちしている。一つずつ、その日にできることを精せい一いつ杯ぱいやるしかない。

　それでも、ふと我に返ると自分に訊たずねているのだ。答えを探してしまう。

　わたしって、きっと頭悪いんだわ。

　フィーンが帰き領りようした二日後、ミーナは腫はれぼったい顔をしたまま、聖堂の祭さい壇だんに立っていた。

〈朝の礼れい拝はい〉のために集つどった信徒が、今け朝さも席を埋うめつくしている。これから始まる一日に女神の恵みを授さずかろうとする人々の顔には、敬けい虔けんな中にも喜びが溢あふれていた。

　彼らも変わったなとミーナは思う。半年前、彼らは縋すがりつかんばかりだった。今日祈らねば、明日は司祭ヴアーリーが逃げてしまう。そんな鬼気迫せまる雰ふん囲い気きは、もうどこにもない。

　洗礼も婚こん儀ぎも葬そう儀ぎも、女神の名のもとで行える。無司祭の間にこれらをすませた人々の分も、ミーナはあらためて執とり行った。

　グメーラに迷える魂たましいはいない。そう考えられることも、人々に安心感を与えているのかもしれなかった。ゆったりした空気は徐々に広がり、さらに多くの人を和なごませている。

　消したくないなと思った。否いな、これをナリスフレイと共に守ってゆくのが、ミーナの聖職者としての務つとめなのだろう。

　ミーナは、もやもやする気持ちを脇に追いやった。伯はく爵しやく兄きよう弟だいのことを考えると苦しい。力不足に情けなくなる。

　けれど、できることもあるのだ。たとえば、こうして祈ること。朝を迎むかえる喜びを、人々と分かち合うこと。

「おはようございます。われらと共に光がありますよう」

　ミーナの挨あい拶さつに、信徒が「われらと共に光あれ」と応じる。ミーナは聖典を開いた。ところが今日は意欲をそそる曲が見つからなかった。どの題も目が素す通どおりする。

　だからといって祈らないわけにはいかなかった。ミーナは目についた頁ページの題名を、破れかぶれの気持ちで読み上げる。

「〈清さやけき光は天にありて〉」

　聖典を持っている信徒たちは頁を繰くり、持たない信徒は首から下さげた〈女神の鏡かがみ〉を両手で握にぎりしめた。

　信徒の用意ができるのを待って、ミーナは息を吸いこんだ。




　清けき光は天にありて

　われらに恵みを与え給たまう




　第一声で「失敗した」とミーナは感じた。選曲を誤あやまった。

　静かに歌い上げる聖歌は、今朝の気分と合わない。先日の〈喜びの歌〉のように、力でぐいぐい押してゆけるものにするべきだったのだ。

　内心の動どう揺ようが現れ、伸ばした声が、花びらがそよぐように震ふるえた。いつもなら、さあっと渡るように芽め吹ぶく光もまばらだ。

　いけない。ミーナは集中しようとした。ミーナの憂ゆう鬱うつは礼拝とは関係のないものなのだから。今彼女が歌うのは、人々が一日を無事に過ごせるようにするためだ。光を集め、聖堂を満たし、祈りを天に届かせなくては。




　女神よ　どうか見まもり給え

　われらが闇に迷わぬよう




　声は正直で、雑念を払った途と端たんに持ち直した。見えない刷は毛けで撫なでたように、宙に光が煌きらめく。

　信徒席の後ろで、聖堂の扉が遠えん慮りよがちに開いた。遅ち刻こくした信徒だろう。

　遠慮がちに滑すべりこんできたその人物に、ミーナは視線をやった。早く空あいている席に着くよう促うながすつもりだったが、誰であるかを知って目を瞠みはった。

　ナリスフレイさま！

　歌声が途と切ぎれ、信徒たちが顔を上げる。

「ご、ごめんなさい」

　ミーナは取り繕つくろおうとしたが、人々が振り向くほうが早かった。何に驚いたのかというふうに信徒席で身体からだをひねり、革かわ装そう丁ていの聖典を抱かかえたナリスフレイに声をあげる。

「伯爵さま！」

　聖堂は騒そう然ぜんとした。あのパラデール嫌ぎらいの伯爵が、朝の礼拝に現れるなんて。

　ミーナの着任時、荒れた司祭館の代わりに城内の聖堂を使わせてもらっていたときも、彼は一度だって列席しなかった。それどころか、何世代遡さかのぼったって、そんな伯爵はいない。

　伯爵家に伝わる妖よう魔まの血が、光を拒こばむのだ。ミーナや信徒たちには心地ここちよい祈りの歌声は、伯爵にとっては不快で頭痛を呼び起こすものでしなかい。

　注目を浴あびたナリスフレイは、ばつの悪そうな笑みを浮かべた。

「遅れたうえに邪じや魔まをしてしまい申し訳ない。こっそり紛まぎれこむつもりだったのだが……」












　彼の言葉に村人は慌あわてて最前列を空けた。辞じ退たいする伯爵に丁てい重ちように腰をかがめながら、ファランドの姿を探している。

　こんなとき、とるべき態度を指示してくれるのはファランドだった。だが人々と伯爵との橋渡しである彼は一緒ではない。

　ナリスフレイは一人で来たのだ。あるいは、黙って城を出てきたか。

　最前列の中央に収おさまるナリスフレイを見つめながら、ミーナは呆ぼう然ぜんとしていた。彼はまた一歩進んだ。礼拝に出ることで、旧領主たちとは一線を画かくしたことを知らしめたのだ。

　聖堂は静かな興奮に包まれた。何かが変わると、誰もがはっきりと感じたのだ――。

　人々が席を譲ゆずり合って座り直し、一列目をナリスフレイ一人に空けたせいであぶれた者は聖堂の後ろで床に膝ひざをついた。嫌いやな顔をする者は一人もいない。

「司祭」

　ミーナはナリスフレイに幾いく度どか呼ばれ、咳せき払ばらいされてようやく気づいた。注意を惹ひいた伯爵が、目ま顔がおで、早く始めるように言う。

「すみません」

　ミーナは閉じてしまった聖典を急いでめくるあまり、手を滑すべらせそうになった。さっき、歌い始めたのはどれだっけ。題名が頭から吹き飛んでしまった。

　やっとのことで題を探しあてる。この曲は、ますます失敗だったと思った。こんなに動揺しているのに、ゆったりと歌わねばならないなんて！

　彼女とは対照的に、ナリスフレイは落ち着いていた。そうだ、司祭としては、礼拝に現れた伯爵を歓かん迎げいしないわけにはいかない。

「ナリスフレイさま、ようこそおいでくださいました。ここでこうして、共に礼拝を行えることを嬉しく思います」

　ミーナの言葉に、ナリスフレイは礼儀正しく頭を下げた。彼女も司祭らしい笑顔で応じる。

「伯爵さまをお迎えしましたので、もう一度初めから。〈清けき光は天にありて〉」

　ナリスフレイは迷いもせずに聖典を開いた。どこに何が記しるされているか、ちゃんとわかっているのだ。

　人々は驚いたが、当然かもしれなかった。彼はミーナを救おうとしたとき、祈りの言葉を唱となえてそれを果はたしたのだから。

　ミーナは再び歌いだした。私的な感情を締しめ出し、ひたすら歌の世界に没ぼつ頭とうする。

　努力のかいあって、光が芽吹いた。が、そこまでだった。どうしても乗せきれない気持ちが邪魔をしている。ミーナはそれを意識するまいとした。あとは、このまま歌いきるしかない。

　光を減らさないよう頑張って、ミーナはどうにか礼拝を終えた。上司が聞いていたら顰しかめ面つらをしそうな出来だ。かろうじて及きゆう第だい点てん、いや、点数のからいパゼルならばやり直しを命めいじただろうか。

　救いは、人々に不ふ審しんを与えなかったことだけだろう。というよりも、別の驚きのほうが大きかったに違いない。帰ってゆく人々の話題は、伯爵のことばかりだ。

　ミーナはほっとしたが、胸にしこりが残った。礼拝をおろそかにした気分と、失敗したときに感じる残ざん滓しのようなものが入り混じって、口の中が苦い。

「うっへえ」

　なかなか居い間まに戻ってこないミーナを迎むかえに来たギーが、奥から羽はばたいてきて祭壇にとまった。聖堂はとっくに人ひと気けがない。ナリスフレイも、他の信徒と同じように礼拝をすませたあとは長居せずに去っている。

「すごいへちゃむくれた面つらだぞ、おまえ」

「あなたもね」とやり返したくなったが、ミーナは黙っていた。代わりに「ほっといてよ」と答える。

「一気にやったな、伯爵のやつ」

　ということは、ギーも識しっていたのだ。くさっても神話世界の生き物だからなのか、こっそり覗のぞいていたかのどちらかだ。

「どういうつもりなのかしら、ナリスフレイさま」

　ミーナの中には憤いきどおりが生まれていた。彼がこれまで礼拝に出なかったのは、歴代の伯爵とは違う理由でだ。

　レイヴェンのため。

「さあなあ」

　わざとなのか、バスコイはとぼけた返事をした。鉤かぎ爪づめで、カチカチと祭壇をひっかきながら言う。

「自分で訊きいてみるしかないだろ。どうせ、メシ食いに城に戻るわけだし」




　ミーナは朝食を兄のナリスフレイと、夕食を弟のレイヴェンととることにしている。

　日の出と日の入りに礼拝があるため、ミーナは日に幾度も城と司祭館を往復するはめになったが、かまわないと思っていた。朝の礼拝のために城を出、朝食のために戻る。昼までにはまた司祭館へ下おりて、夕べの礼拝を終えてから城へ向かう。

　一足先に城へ帰っていたナリスフレイは、朝食の席に現れたミーナを見て苦笑した。

「久しぶりに、そんな司祭の顔を見たよ」

　いつだったろうか、彼の朝食の間にすごい剣けん幕まくで飛びこんだことがある。そのときのことを言っているのだろう。

　当時と同じくらい怒っている自じ覚かくがミーナにはあった。似たような顔にもなるだろう。

　ナリスフレイは席に着き、ミーナを待っていた。傍かたわらにはファランドが、給きゆう仕じのために控ひかえている。

「ナリスフレイさま、聞いていただきたいお話があります」

「ああ、それにも聞き覚えがあるな。いいよ、座って司祭。食べながらにする？　先に済ませてしまう？」

「先です」

　ミーナは椅い子すを引いて腰を下ろした。面おも白しろい出し物が始まるとでも言うように、ギーがテーブルの隅すみに落ち着く。

「どうぞ、司祭」とナリスフレイが促した。その余裕に、ミーナは腹が立った。

「ずいぶん冷静なんですね」

「そういうわけじゃない。あなたに何を言われるか、予測していただけだよ。さっさと引き上げてきたのはそれでだ。怒ど鳴なり声を、外に聞かせたくないからね」

「怒るってわかってたんですね」

「だって、現にそうだろう？」

「ナリスフレイさま！」

　冗談めかされて、声を荒らげてしまう。「悪かった」と彼は身振りで謝った。

「茶化したいのじゃないんだ。あなたの言いたいことはわかるよ、司祭。レイヴのことを考えているのか、だろう？」

「そうです」

　レイヴェンには、ナリスフレイにはなんともない光の恵みが苦痛なのだ。ミーナが少し歌っただけでも頭痛を引き起こす。

「あれがどんなにつらいか、わたしも知ってますから。八やつ裂ざきにされるようって、ああいうのを言うんです」

　身体に入りこんだマライナを追い出すため、ミーナはフィーンの歌を浴びた。あれほど苦しい思いをしたことはなかった。いっそ死んだほうがマシだとさえ思った。

　ミーナはなんとか身体を取り戻したが、かかった負ふ担たんが大きすぎ、その後一ひと月つき近くを床とこで過ごした。全身は抜け殻がらになったように力が入らず、時々、身体中に痺しびれが走ったりした。

「なぜ、わかってらしてあんなことをしたんですか。ナリスフレイさま、身体は一つなのに」

　ナリスフレイとレイヴェン、どちらのときに受けた傷でも身体は引き継つぐのだ。光の恵みも同じことで、膚はだにしみこんだキラキラの名残なごりも夜まで続く。

　日の入りと共に現れるレイヴェンは、まず、殴なぐられたような痛みを覚えるだろう。そして一晩中頭痛に悩まされるに違いない。

「レイヴにはすまないと思っているよ」

　どこが？　というミーナの表情を読んで、ナリスフレイが抗こう議ぎを封じるように付け足した。

「本気で思っている。わたしだって、過去に似たような思いを味わっているんだ。屈くつ辱じよくや怒りを与えるのも承知だ」

　ナリスフレイが言うのは、レイヴェンが村の女性を面白半分に寝台に引っぱりこんだことを指している。一晩の相手を、彼は朝まで留とどめておいた。入れ替わったナリスフレイの狼ろう狽ばいを想像するのが面白かったからだ。

「だったら、どうして」

　もどかしく訊ねたミーナを、ナリスフレイはまっすぐ見つめた。

「答えは先日言ったよ、司祭」

「もう『魔ま王おう伯はく』でいなくていいというあれですか」

「わたしは、ごく普通の領主になるつもりだ。今となっては、ならなくてはいけない」

「それ、もう少し詳くわしく聞かせろよ」

　ギーが口を挟はさんだ。軽くうなずいたナリスフレイが続ける。

「昨日、いや、一昨日おとといか。司教に聞いたことを、わたしなりに考えてみたんです。この夏、わたしと司祭が出会ったことにより予言が動き始めているならば、最悪の成じよう就じゆは避さけなければならない。言うまでもなく、最悪とは司祭を〈闇の聖女〉にしてしまうことだ。違いますか？」

「いや。そのとおりだ」

「わたしも、そんな結果は望まない。そのために、できることをしようと思いました」

「それがこれなんですか」

　ミーナのきつい口調にも、ナリスフレイは動じなかった。

「そうだよ司祭。妖魔たちは、今もグメーラを窺うかがっている。彼らも知ったはずだ。わたしが『魔王伯』に甘んじるのをやめた、と」

「ですけど。妖魔が『魔王伯』と思っているのはレイヴェンよ」

　彼らは爪つめの先ほどの力も持たないナリスフレイを、とるに足らない昼の容いれものくらいにしか思っていない。

「それでも、やつらが快こころよく思わないことに変わりはないよ。これまでのわたしは、妖魔の機き嫌げんをとってきたんだからね」

　少々の怪異には目を瞑つぶり、村人にも最低限の手しか差しのべてこなかった。

「おまえ、何をする気だ伯爵」

　ギーが目つきを鋭するどくした。

「だから、できることを。手始めに、妖魔との決別です」

「ナリスフレイさま」

「司祭、やつらとなれ合う時期は終わりを告つげた。このままどっちつかずでいれば、やつらはあなたを取りこもうとするだろう。おそらくは、この身体も」

　ミーナとナリスフレイたちは、ジャイナル復活の鍵かぎだ。狙ねらわないわけがない。

　ナリスフレイは、言葉を失っているミーナに言った。

「司祭。わたしの優先すべきことは、領民の生活だ。彼らに対してわたしは責任がある。あなたが〈闇の聖女〉になれば、それが侵おかされるのだとすれば、わたしは全力であなたを引き止める」

「礼拝に出て、その身に光を纏まとってですか。でも、そうしたらレイヴェンは――」

「つらい思いをする。わかっている」

　ナリスフレイが目を逸そらす。感情の揺ゆれを隠すためだとミーナは察した。妖魔に楯たて突つき、同じ身体を使うレイヴェンに苦痛を与えても光を強めようとする。それが、たやすい決断のはずがなかった。

　彼は自分が「魔王伯」の汚お名めいを着ることになっても、弟を閉じこめようとはしなかった。彼なりに弟の孤こ独どくを思いやり、自分よりもレイヴェンに時間を割さいてやってくれとミーナに頼んできた。

　そのナリスフレイの決断だと思うとたまらず、ミーナは訴うつたえた。

「考え直してもらえませんか。だって、これじゃあんまりレイヴェンがかわいそうです」

「すまない」

　謝られてミーナは口をつぐんだ。逆がそうであるように、レイヴェンのときに起きた身体の変化はナリスフレイになっても続くのだ。レイヴェンが光の歌を浴びて昏こん倒とうした際、彼も頭痛と発熱を経験している。

「いいのかよ、伯爵」

　ギーに、ナリスフレイはうなずいてみせた。

「痛みは、わたしも引き受けるつもりです。レイヴはきっと荒れるだろうが、それも覚悟しています」

「わたしのせいなのね」

　ミーナは目を伏せた。彼女がグメーラに来たから。そして、女神の娘の〈器うつわ〉だから。

　ナリスフレイは「そうだ」とも「違う」とも答えなかった。代わりにこう言った。

「わたしたちは川の流れみたいなものなんだと思う。決して止まることはできないんだ」

「わたしはそんなふうには割り切れません！」

「わたしだって、割り切ったわけじゃない。けれど、どうしてもしなければならないことがあるなら、するしかないんだ」

　迷いを押しやったような眼まな差ざしで、ナリスフレイがミーナを見る。

「司祭、わたしの望みはね、グメーラとあなたを守ることだ。わたしが幸せか、楽に生きられるかなんていうのは、どうだっていい」

「あなたは心しん底そこ伯爵なのね。それ以外のときはないの？」

　好ましいと思ってきた彼の姿勢をミーナは詰なじった。筋すじ違ちがいの批ひ判はんだとわかっていて、気持ちを呑みこめなかった。

　ナリスフレイは反論せず、視線も逸らさず言葉を継いだ。

「わたしは代々のグメーラ伯の中でただ一人、妖魔の力を持たない。レイヴが二人分背負って妖魔に近いように、おそらくわたしはごく普通の人に近いんだと思う」

　あるじの声を、ファランドは立ち尽つくしたまま聞いていた。表に読みとれる感情はない。

「わたしとレイヴのことは、パラデールの予言にはない。それでも、こう生まれた理由はあるとフィーン司教は言ったね。ならば、わたしはどうなんだろう？　妖魔の血に押し潰つぶされる心配がない――だろうと思うよ――伯爵。光の側についた伯爵だと言えないだろうか。司祭、あなたをこちら側に繋つなぎ止める枷かせだと」

「レイヴェンが、わたしを闇に引っぱるように――？」

　ミーナは訊きながら思い出した。自分が真ん中で、伯爵兄弟と手を繋いで均きん衡こうをとっているのだと感じたことを。

　あれは、昼と夜で入れ替わる二人の橋渡し役をそう受け止めたのだ。だが、光と闇で揺れ動くミーナを、兄弟が両側から引きあっているとも言える。

「今までのままじゃ駄だ目めなんですか。わたしたち、うまくやってきたはずですよね？」

　縋りつくような顔をしたミーナに、ナリスフレイが首を振る。

「状況が変わったんだ。あなたがマライナの〈器〉で、わたし――というかレイヴがジャイナルになるなら、もう妖魔は放っておかない。言うまでもないはずだよ」

　妖魔たちが二人を手に入れれば、魔神夫妻が甦よみがえる。妖魔の王が還かえってくる――。

「司祭、あなたも〈光の乙女おとめ〉でいるつもりなんだろう？」

　伯爵に訊ねられ、ミーナはぐっと詰まった。そのとおりだ。

「だったら、何をすべきなのかを考えてほしい。そのための助力ならわたしは惜おしまない」

　答えないミーナに、彼は静かに言った。

「願ってもいいなら、同じようにわたしを支えてくれないだろうか。簡単じゃないんだ、司祭。一人ではとてもやりとおせない」

　滅めつ多たに見せない弱みを、ナリスフレイが晒さらす。ミーナはずっと、自分を頼ってほしいと思ってきた。できるだけ応こたえたいと思ってきた。

　それなのに、この瞬間「はい」と言えない。レイヴェンが脳のう裏りにちらつく。

　ナリスフレイは辛しん抱ぼう強く待った。ミーナはむりやり言葉を喉のどから押し出す。

「わたしも、そうしたいと思っています」

　伯爵の表情がほっとゆるんで、ミーナは自分を裏切り者のように感じた。

「ごめんなさい」

　できないと詫わびて席を立つ。ナリスフレイの顔を見られなかった。彼はきっと、傷ついた表情をしているはずだ。

「わたし、司祭館に戻ります。朝食もいりません」

　それだけ言うと、あとは黙って頭を下げた。申し訳なさと、どうしてもわき起こる抵てい抗こうがごっちゃになって言葉にならない。

　ミーナは踵きびすを返し、逃げるように朝食室を出た。食卓のパンを引ったくったバスコイが、慌ててそのあとを追った。




　グメーラ城から戻ったミーナの話を、フィーンはじっと耳を傾かたむけて聞いた。寝台で上体を起こし、背中には枕まくらを押しこんである。

　彼女が寝台にいるのは、休養中だからだ。珍しく髪をお下げにして、それが普段より女らしく見せている。もちろんフィーンの希望ではなく、寝台でゴロゴロされても、髪がからまないようミーナが編あんだからだ。

「閣かつ下かは立派だと思うよ」

　やがてフィーンはそう言った。納得がいかないという目つきのミーナを優しく叱しかった。

「あなただって、頭ではちゃんとわかっているはずだよ。閣下が好きで冷れい酷こくになるわけじゃないし、レイヴを蔑ないがしろにするわけでもないのは」

「フィーンは、ナリスフレイさまが正しいと思うのね」

「ミーナは違うの？」

「いいえ」

　ミーナは答えて、口の中に苦いものを感じた。

「正しいからって、みんなが幸せになれるわけじゃないじゃない」

「ミーナ。閣下はそんなの望んでいないよ」

「ええ聞いたわよ！　グメーラとわたしを守れれば、あとはどうでもいいって――」

　寝台の側においた椅子で、ミーナは両手で顔を覆おおった。

「わたしはそんなふうには思えないわ。あの方にも、レイヴェンにも、グメーラのみんなにも幸せでいてほしい」

「だったら、あなたはあなたの信じるようにするしかないでしょう」

　いつになくフィーンの言葉は厳しかった。

「いい、ミーナ。人は誰もがそれぞれのさだめを背負って生きているんだ。立場と言ってもいい。だから同じようには考えられないし、ぶつかりもする」

「わかってるわよ……」

　答える声がくぐもった。泣きたくなってくる。

「でも、なにもかもがわたしのせいかと思うと、もう嫌になってくるのよ！」

　グメーラに来るべきじゃなかった。伯爵兄弟に出会うのではなかったと、そればかりが頭の中をぐるぐる回る。

「わたしが餌えさにつられなければ、こうはならなかったのだもの。お母さんのこと、知りたいなんて思わなければ」

「よかった？　本当に？」

「いいえ」

　覗きこむような目をされて、ミーナは顔を歪ゆがめた。












　生まれてすぐに捨てられたことを負おい目めに感じてきた。司祭だというのに禁を犯おかしてミーナを身ごもった理由を、誰もが口を閉ざす母の真実を、ずっと知りたいと願ってきた。

「でも、それが予言絡がらみだなんて思わなかったけれどね」

　ミーナの頰ほおに苦笑が滲にじんだ。もっと単純な話だと思っていたのに。

「ミーナ……」

「わかってる、わかってるわフィーン。きっと、わたしにはどうにもならなかったのよ。女神の道具に過ぎないわたしが、さだめの輪が回るのを止められるわけがないんだもの」

　きっと他の形を取っても、ミーナと彼らは出会っただろう。

「だからって、はいそうですかなんて言えない。予言とかさだめとか、あれこれ言われて泣いたり怒ったりしているのはわたしだもの！」

　ミーナだけでなく、ナリスフレイもだ。

「あがくしかないよ」

「フィーン、ひどい」

　突き放すような言い方にぐさりときた。だがフィーンには意見を撤てつ回かいする気はないようだ。

「ひどくたって、他に手はないから。前にも言ったことあるよね、わたし。予言は当事者の気持ちに関わらず、ただ在あるものだって」

「聞いたわ。それで？」

「自分の気持ちは、自分でどうにかするしかないってこと。閣下は、自分にできる精せい一いつ杯ぱいを選ぼうとしている。あなたがそれをよしとしないなら、よしとする道を見つけるしかないでしょう？」

「正論ばっかりね、フィーン。だから嫌なんじゃない！」

　声をキンと響ひびかせたミーナは、かぶりを振った。

「ごめんなさい。フィーンは間違ってないわ。あなたを責せめたいんじゃないの。ただ、誰もレイヴェンのことを考えないみたいで、それが嫌なのよ……」

　フィーンの表情が動き、ミーナはそれを制した。

「言わなくていい。レイヴェンがどういう存在かはわかっているから」

　妖魔にもっとも近い人間。どんな場合でも真っ先に排されるのが普通だ。

　唇くちびるを嚙かみしめたミーナに、フィーンがそっと訊ねた。

「ミーナ。それでも、今でもレイヴェンを助けたい？」

「当たり前でしょ。ナリスフレイさまもよ。気持ちは変わらないわ」

「だったら、探すしかない」

「だけどフィーン」

「自分は道具だ、何もできないって思うなら諦あきらめなさい」

　ぴしりとフィーンが言った。また正論だ。

　悔くやしさがこみ上げ、ミーナは幼なじみを睨にらんだ。フィーンは容よう赦しやなく続ける。

「たとえさだめがどうでも、貫つらぬいてみせるって思えない？」

　はっとしたミーナを見て、フィーンが悔しそうに口をつぐんだ。

「ごめん。それはわたしが思いたいんだ。女神の意思なんて、人の想いで超こえられるんだって信じたい」

　あなたの人生はあなたのものでしょと問われ、ミーナはうなずいた。そのとおりだ。

「だよね」とフィーンは応じて、かすかに笑った。

「たとえ神々に踊らされているんだとしても、わたしは進む道を自分で決めたって思いたい。だってそうでしょ？　じゃなけりゃ、生きている意味なんてないよ」
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　夜。ミーナはレイヴェンの待つ部屋の扉を開けた。

　今こ宵よい、彼がいるのは二つある居室のうち、ミーナが「黒部屋」と呼んでいるほうだという。ありていにいえば、そこは軟なん禁きん部屋だった。かつて、レイヴェンが手に負おえなくなってくると、ナリスフレイは夕暮れを待って自分をそこに繋つないだ。次の日の出までの間、レイヴェンを縛いましめておくためである。

　黒い鉄の枷かせには、聖職者によって浄じよう化か力りよくの込められた石が嵌はめられていて、妖よう魔まの力をもってしてもおいそれとは外はずせないようになっている。

　長なが椅い子すに座ったレイヴェンは、両手足を長い鎖くさりに繋がれていた。ミーナの顔を見るなり、脇の小卓に乗っていた銀の水差しを摑つかんで投げつける！

　びゅっと音を立てた水差しは、ミーナを逸それたが横の飾り棚に当たった。

　籠こもったにぶい音を立て、水差しは、中の水を派手にぶちまけた。勢いを殺さないまま床に落ちて転ころがる。

「レイヴ！」

　一足遅れて部屋に入ってきたファランドが声をあげた。ミーナの肩かたを引いて背に庇かばい、自分がレイヴェンとミーナの間に入る。

「大丈夫よファランドさん」

　ミーナは手の甲で頰ほおを拭ぬぐった。はねた水が、頰から肩にかけてかかったのだ。

「クソ憎にくらしいほど落ち着いてやがるな、マライナ」

　レイヴェンがミーナを見上げた。怒りで、目の色が溶とけ出した闇のように濃くなっている。

「だって、こうなるのはわかっていたもの」

　司し祭さい館かんから城に戻り、『フレイが、レイヴを鎖に繋ぎました』とファランドに聞かされたときから覚かく悟ごはしていた。

「ナリスフレイさまも、あなたが暴あばれるだろうと見み越こしてやったんだと思うわ」

「ほう、さすが兄貴だな」

　レイヴェンは皮肉な笑みを浮かべてみせたが、長くは続かなかった。足枷をはめられた裸足はだしで、石の床を踏み鳴らす。

「どういうつもりなんだ、あの野郎！」

　鎖を引きちぎらんばかりにし、髪を振り立てて叫さけぶ。次の瞬間、彼は顔を顰しかめ、呻うめき声を漏もらして椅子に沈みこんだ。

　ミーナはつられて歯を食くいしばった。激しい頭痛がレイヴェンを苛さいなんでいる。

　これが今け朝さ、ナリスフレイが礼れい拝はいに出た後こう遺い症しようだった。夕方のそれを彼が欠席したのは賢けん明めいだっただろう。〈夕べの祈り〉は日没時に行われる。沈んでゆく陽ひを見送りながら、突然伯はく爵しやくが苦しみだしたら一大事だ。

「レイヴ」

　近寄って屈かがみこみ、支え起こそうとしたファランドの手をレイヴェンははねのけた。意志の力で目をこじ開け、ミーナをねめつける。

「おまえ、何をした。俺に向かって歌ったのか!?」

「司祭ヴアーリーに怒ど鳴なるのは筋違いです、レイヴ」

「だったら、あのズボラ司教ヴアルプトか！」

　フィーンを、レイヴェンはそう呼んでいる。しばらく彼女を男性と思いこまされたせいで恥はじをかいた恨うらみが、いまだ尾を引いているのだ。

「そうじゃないのよ、レイヴェン。ナリスフレイさまが礼拝にいらしたの」

「なん――」

　レイヴェンが愕がく然ぜんとした。言葉を失い、息を呑のむ。

　傍かたわらまで近づいたミーナは、あえて黙って立っていた。そう簡単に信じられる話ではない。理解するにも、時間がかかるはずだ。

　つかの間、レイヴェンは頭痛も忘れたようだった。ふいに横頰を殴なぐりつけられたかのようにミーナを見つめる。

「どういうことだ」

　やがて訊たずねた声は、低くささやくようだった。嵐あらしの予よ兆ちようをミーナは感じた。声が怒ど気きをはらんでいる。

「どうって、言ったとおりよ。今朝、礼拝中に聖堂にお見えになって」

「歌ったんだな」

「レイヴ。詰めかけた信徒の前でやめられると思いますか」

「おまえは黙ってろヨキ」

　ヨキとはファランドの名、ヨルケイムの略だ。

　脅おどしつけたレイヴェンが、怒りのほこさきを家か令れいに向ける。

「ごちゃごちゃ言うからには、もちろん、おまえは止めたんだろうな？」

「申し訳ありません。気づいたときには城を抜け出しておられて――」

「知らぬそぶり、だったりしてな」

　苛いら立だって皮肉げにつぶやいたレイヴェンを、ファランドはひたと見み据すえた。

「知っていればお止めしました」

「そうなんですか」

　ミーナにはファランドの言葉が意外に思えた。彼の仕事は伯爵の補ほ佐さだ。そのため、領地をいかにして治おさめるかを優先してものを考える。

「いけませんか？」

　ややむっとした調子で返されてしまった。「いえ」とミーナは言葉を濁にごす。

　その間、レイヴェンは両の拳こぶしを眉まゆの辺りに押しつけて、頭痛をやり過ごそうとしていた。片手だけずらし、片目だけ開けてミーナに訊ねる。

「マライナ、何を歌いやがった」

「〈清さやけき光は天にありて〉」

「妖魔攻撃の歌か？」

「違います。ごく普通の聖歌よ。それに、わたしはミーナですから」

　女神の娘から取られ、つけられた名をミーナは嫌きらっていた。ことあるごとにレイヴェンは呼びたがるが、そのたびに正さずにはいられない。

「普通の聖歌？　ふん、それにしちゃキツい」

　レイヴェンは笑ってみせようとし、失敗して頰を歪ゆがめた。

「きっと、聖堂の力よ」

　ミーナの歌としてはひどい出来だった。だが、聖堂には人々の祈りが集まり、隅すみ々ずみにまでしみわたっている。

　レイヴェンが苦しそうに喉のどを鳴らした。額ひたいの汗を拭ふくのと、乱れた前髪を掻かき上げるのを、片手で同時にやる。

「野郎……、何を始めるつもりだ」

「光を強めるつもりだと伺うかがったわ」

「おまえのためか」

　レイヴェンは察しがよかった。ミーナがうなずくと、ひきつったような笑い声をあげる。

「あいつらしい。万一にも俺がジャイナルに転じる可能性を潰つぶす気だ」

　独りごとのように言って、ミーナに激しい眼まな差ざしを向けた。

「そのためなら、弟が死んでもかまわんわけだな」

「痛みは……共に引き受けるって仰おつしやったわ」

「はっ。そんな顔をしながら、まだやつを庇うってか。胸が痛むなら、兄貴を詰なじってみろマライナ！」

「だからミーナよ！」

　感情を煽あおるように呼ばれ、ミーナは言葉を叩たたきつけるように返した。

「それに詰れっていうなら、とっくに朝食の席に飛びこんだわよ」

　レイヴェンは疑うようにファランドを見た。「本当です」と家令が請うけ合う。

「で？　やつはなんだって？」

「あなたにはすまない、って」

　レイヴェンの顔に嘲あざけりの色が浮かんだ。

「だったらやつにも言ってやってくれ。いい兄貴を持って俺は幸せだってな」

　皮肉にミーナはぐっと詰まったが、承しよう知ちした。

「いいわ。伝える」

「それからこう頼む。俺はすまないなんて思わない。やりたいようにやらせてもらう」

「レイヴェン！」

　ミーナが声をあげると、レイヴェンはきつく眉まゆ根ねを寄せた。

「声を落とせ。くそっ。ガンガン響ひびきやがる」

　彼は喘あえいで痛みをやりすごした。ミーナを見つめ、今度こそ笑ってみせる。

「戦争になるぞマライナ」

「！」

「驚いたフリなんてよせ。そうなって当然だと、おまえは思わないのか？」

　思う。思うけれど、肯こう定ていはできなかった。ミーナが口を結ぶと、レイヴェンは思い出させるように、一言ずつを強調した。

「これを、始めたのは兄貴だ。俺がこうなると知っていて礼拝に出るとはな――」

　彼の目の中を、傷ついた影のようなものがよぎったようにミーナは感じた。

「宣せん戦せん布ふ告こくだ」と言ったレイヴェンが、両手を固く組み合わせる。

「いいだろう、受けてやる」

「待ってレイヴェン。駄だ目めよ」

「駄目？　おまえ、どの口でそれを言う？」

　レイヴェンが凄すごんだ。迫はく力りよくはいつもの比ではなく、ミーナは腹に力を入れて応じる。

「この口で言うのよ。お願いだから、やめてちょうだい」

「俺の話を聞いていたか、マライナ。始めたのは俺じゃない」

「わかってる。わかってるわ、でも」

「また我が慢まんか！」

　とうとうレイヴェンが爆発した。ファランドが制する隙すきもなく、立ち上がるとミーナに飛びかかる。

　下さがろうとしたが間に合わなかった。鎖がびいんと張り、僧そう衣いに包まれた喉元を摑まれる。

　ファランドが血けつ相そうを変えた。

「レイヴ！」

「おまえも黙れ！　くそ！　どいつもこいつもいい加減にしろ！」

「レイヴ！」

　ミーナを助けようとしたファランドが、レイヴェンの表情に射いすくめられた。「平気よ。大丈夫」とミーナは目で言った。喉を押さえられてはいるが、それほど強くではない。ただ、迂う闊かつには動けないだけだ。

「言ってみろ、マライナ。どうして、俺だけがこらえなけりゃならない」

　抑おさえた口調から、抑えきれないものが滲にじんだ。彼が退しりぞけと言われるのは、これが初めてではない。

　幼おさない頃からずっとだといってもよかった。住み込みの使用人が自分だけになったとき、ファランドはナリスフレイを優先した。先日は、彼がようやく手に入れた「昼」を手放せ、とミーナが言った。

　そして今度はこれだ。仕掛けたのはナリスフレイだというのに、反撃をするな。

　どれにも理由はある。ファランドが兄を優先したのは、実務面でどうしても人手がいるからだ。ミーナがレイヴェンを諭さとしたのも、予言が絡からんでいる。

　今回も同じだ。レイヴェンが怒りにまかせれば、彼の中の闇が濃くなる。

「理り不ふ尽じんよね」

　ミーナは言った。心からそう思う。けれど、それだけではないこともわかっていた。

「でもレイヴェン。ナリスフレイさまも、耐えているのよ」

　レイヴェンの目がぎらついた。

「何に？　俺にか？」

「違うわ、そうじゃない。あの方は、ご自分が幸せになろうなんて思ってないわ。ご自分の身を削けずっても、グメーラを守ろうとしているのよ」

「やつが身を削る？　ふん、俺を削るんだろう。痛くも痒かゆくもない」

「本気でそう思うの？　『魔ま王おう伯はく』の誹そしりにだって甘んじてきたのに――」

　哀しくなり、語尾が尻しりすぼみになる。対するレイヴェンの表情は冷たかった。

「そうだな、ご立派な伯爵さまだ。おまえも、ご立派な司祭さまだ」

　だしぬけに、ミーナは喉元を突き放された。

「司祭！」

　ファランドが彼女を受け止めた。咳せきこんだミーナはファランドに「案じるな」と手ぶりで合図した。一瞬息が詰まったが、それだけだ。痛みより驚きのほうが大きい。

　レイヴェンはミーナを見み下おろした。

「出ていけ」

「レイヴェン」

「出ていけ。やつに味方する〈光の乙女おとめ〉に用はない」

「わたしは味方したわけじゃないわ」

　ミーナの弁解は聞いてもらえなかった。レイヴェンの目は鏡かがみのようで、視線を合わせようとしてもはね返されてしまう。

「おまえもだ、ファランド」

　ファランドもそう言い渡された。伯爵を礼拝に行かせたからだろう。

「承知いたしました。のちほど、食事だけお持ちいたします」

「いらん。二人とも、当分顔を出すな。俺の前から消えろ」

「そうですか、では。――司祭」

　ファランドは抵てい抗こうもせず従った。動こうとしないミーナを促うながすようにして、部屋から連つれ出す。




　ファランドはそのまま北館の廊ろう下かを歩いた。レイヴェンの部屋からだいぶ遠ざかってから、ふと歩調をゆるめて訊きいた。

「大丈夫ですか」

「ありがとう、なんともありません。摑まれたのも強くじゃないし、突き飛ばされたのも、怪け我がするほどじゃなかったから」

「そうですか」

　ぷつんと会話が途と切ぎれた。ファランドとのやり取りでは、珍しくもない。初対面の印象がお互い最悪だったせいもあり、その後もなんとなくぎこちない関係が続いているのだ。

　いつもだったらそのまま放っておくのだが、今日は沈ちん黙もくがつらい。ミーナは、話題を探して会話を繋ごうとした。その彼女に、先にファランドが詫わびた。

「わたしが、もう少し気をつけているべきでした」

　ミーナは一瞬、意味がわからずに瞬しばたたいた。足を止めて訊ねる。

「ナリスフレイさまのことですか」

「はい。あの方は間違ってはおられない。ですが、これでは急ぎすぎです」

「そうね。でも、急ぐ理由もわかるのよ」

　つい庇う側に回ったミーナは、揺ゆれていると自覚しながら付け足した。

「だからって、こんなふうにしてほしかったわけじゃないけど。せっかく、兄弟で解わかり合いかけたところだったのに」

　縮まりつつあった距離も、これで再び離れてしまった。

「原因はわたしみたいなものなのに、残念って思うのはむしがいいわよね。だけど、やっぱりレイヴェンのあんな顔は見たくなかったかなって」

　激げつ昂こう。それから、目の中をよぎった傷ついた影。

「かといって、レイヴェンに好きにしていいとも言えなくて」

「当然でしょう。レイヴには、妖魔の血が流れているんですから」

「それ、彼にはどうしようもないことでしょう？　なのに、我慢しろと言うのもつらいのよ」

「つらいですね」

　ファランドが同意する。それは、長年そうしてきた者の口調だった。

「ファランドさん――」

「時々思いますよ。レイヴがためらわずに憎にくめるような方だったらと」

　彼が妖魔そっくりに残ざん虐ぎやくで冷れい酷こくなら、容よう赦しやなく閉じこめることもできる。

　おそらくそれは本音だったのだろう。だがファランドは、自分を戒いましめるような表情で言葉を継ついだ。

「ですが、そう思うのはこちらの都つ合ごうなのでしょうね。自分が悪者になりたくないから、相手に理由を押しつけるようなものです。あの方は歓かん迎げいされない形で生を受けた。ならばこちらも、初めから相そう応おうの扱あつかいをするべきだったのでしょう。誰からも顧かえりみられず、手も差しのべられない。そのほうが、あるいはレイヴに親切だったのかもしれない」

　ファランドの言うこともわかる。中ちゆう途と半はん端ぱな優しさが、人を何よりも傷つけるのだ。

　だけど、とミーナは思った。気持ちをぶつけるように訊ねてみる。

「そんなこと、できました？」

「できていたら、キーラをやったりはしません」

　キーラは、亡なくなった彼の娘だ。一度は決まった結けつ婚こんを捨て、レイヴェンの側に残る決意をした。

「今となってはそれがよかったのか……」とつぶやき、ファランドは視線を逸らした。

「娘があんなに早く亡くなるとは思っていませんでしたので」

「レイヴェンが、寂さびしい思いをしてしまったから、ですか？」

　ファランドは再び「いけませんか」という顔をした。だが今度は、むっとするというよりも、どこかからかうような表情だった。

「一人きりの一年というのは、長いものです。司祭がいらして、これでどうにかなるだろうと思ったんですがね」

　言葉でちくりと刺さされた気がして、ミーナは身をすくめた。

「すみません」

「いや、責せめてはいません。これはあなたにも、フレイにもレイヴにも抗あらがえないことです」

　ファランドはそこで言葉を止め、同情する眼差しになった。

「あなたの背負われたさだめは、因いん果がなものだと思いますよ」

　背負いたくなどなかっただろうに。そういう気持ちが、声に見え隠れする。

　ミーナはふいに、父親のような歳のファランドに縋すがりたくなった。訊くのは間違っていると思いながらも口を開く。

「ファランドさん。わたし、どうしたらいいんでしょうか」

　ナリスフレイに応こたえたい。その思いに噓うそはない。けれど、彼を支えてゆく道を択とればレイヴェンを苦しめることになる。

　かといって、レイヴェンの望みを叶かなえ、自分が〈闇の聖女〉になるわけにはいかない。

「どちらかを選ぶなんてできません。わたしには、同じように大切な方たちなんです」

「わたしもですよ。特にレイヴにそう感じてくださるからこそ、わたしはあなたを信用しようと決めたんです」

「ですけど。今のわたしはどっちつかずで揺れているばかりで。あがくしかないとフィーンには言われました。多分そうなんだと思いますけど、あがく方法を知らない気がして――」

　唇くちびるを嚙かんだミーナを見て、ファランドがふっと笑った。

「今というか、あなたはずっとですよ」

「え？」

　本気でぽかんとしたミーナに、ファランドは澄すました顔で言う。

「グメーラにおいでになった当初から、あなたは悪あがきしていらした。覚えておりませんか？　幾いく度どわたしが邪じや慳けんにしても、食いついて結局思うとおりになさったでしょう？」












　すごい言われようだが、伯爵兄きよう弟だいの秘密を探りあて、兄弟の橋渡し役になったのは事実だ。

「あなたは諦あきらめが悪いですから、そのうちきっと見つけますよ」

「ファランドさん。それ、褒ほめてます？　貶けなしてます？」

「ほぼ前者です」

　いちいち癪しやくに障さわる物言いをする家令だ。けれどミーナは噴き出した。彼の言葉に込められているのは棘とげではなく、そう見せかけた励はげましだと知っているから。

　ミーナたちはまた廊下を歩き始めた。西館の私室まで、ファランドが彼女を送る。

　食事を運はこんでくると言ったファランドは、立ち去る前にミーナの視線を捉とらえた。

　青灰色の目が、真剣にミーナを見ている。

「司祭。これをあなたにお願いするのは、追い詰めるためじゃありません。本当は、口にするべきではないのでしょう。ですが、わたしは陰いん険けんですので言ってしまいます」

　わざとそんな言葉を口にのぼらせ、彼は言った。

「どうかレイヴを見捨てないでやってください」

　妖魔の血を引き、ジャイナルの〈器うつわ〉になるとしても、と聞こえた。ミーナは強くうなずく。これは性しよう分ぶんだ。

　ミーナは自分が「捨てられた」せいか、誰かの手を放すことができない。見捨てる。その言葉に、理屈を超えたところで耐えられないのだ。

　だからミーナはうなずく。どうすれば約束を守れるかはわからなかったけれど。

「ええ。絶対」
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　ミーナがナリスフレイと顔を合わせないまま五日が過ぎた。

　レイヴェンとも、同じだけ会っていない。

「顔を出すな」と言われたからだ。一方的で納得しがたかったが、ミーナは従った。そりゃあ、相手は軟なん禁きんされているのだから、強ごう引いんに押しかけることはできる。けれど、時間が必要なのだろう。そう思ってのことだった。

　この数日、ミーナは城に戻らず、司し祭さい館かんで暮くらしていた。ナリスフレイには会いたくなく、レイヴェンには会えないとなると、あちらへ帰る意味がなくなる。

「ギー。今夜は静かよねえ」

　ミーナは司祭館の居間で縫ぬいものをしていた。燭しよく台だいの灯あかりが、針を運はこぶ手元を照らしている。ちくちくと縫っているのは、春祝祭の花の飾りの続きだ。割り当てられた分の半分ほどが、かわいらしい花に変わっている。

「司教ヴアルプトがいないからだろ」

　長なが椅い子すの肘ひじ掛かけを前まえ脚あしで抱かかえこむようにしてぶら下さがったギーが答えた。

　司教のフィーンは昼間、ババさまことケイジャ教きよう皇こうへの報告書を出しに行った。パラデール教団は独自の郵ゆう便びん網もうを持っていて、この辺りだと隣の領区の司祭館へ届けておけば、専任の会士が責任を持って運んでくれる。

　隣の領区までは、それなりの距離がある。通常そういった場合、ミーナたちは村人の誰かに託たくし、用事のついでに届けてくれるよう頼むのだが、それにしてはフィーンの帰りが遅い。

　時刻はすでに夜よ更ふけに近かった。

「まさか、司祭館まで直接、自分で出しに行ったのかしらね」

　あのめんどうくさがりがと思いつつ、ミーナは言った。今日だって、よく出かけたと思うくらいなのだ。フィーンは書き上げた封書を、その辺に放り出しておきがちだ。見つけたミーナがさんざん「どうするの」と訊たずねて、ようやく重たい腰をあげるか、「出しといて」と押しつけるかのどちらかだ。

「そこまで心を入れかえたりしないだろ」

　もともと口の悪いバスコイは辛しん辣らつだ。ミーナは同意しながら、さらに毒どく舌ぜつを吐く。

「入れかえる心なんて、あの人持ってないんじゃないかしら」

「ひでえな、おまえ」

「ギーだって」

　フィーンがいれば、似たり寄ったりだと感想を漏もらすに違いない。

　がふ、とバスコイが大あくびをした。慣なれない者が目にすれば震ふるえ上がりそうな、尖とがった歯が丸見えになる。

「寝ていいわよギー。わたしもう少し、キリのいいところまでやりたいから」

「んあ？　いや、まだ平気だ」

　目をしょぼつかせながらギーが応じた。お目付役とは名ばかりで、ぐうたらが日課のようだったバスコイは、最近、それをやめている。四六時中ミーナに貼はりつくようになったのは、なにかが気にかかるからだろう。

「そんなに頑張らないでちょうだい。いくらわたしでも、今回ばかりは後先考えずに突っ走ったりしないから」

　ミーナは淡々たんと言った。彼女には「暴走娘」の定てい評ひようがある。本人も自覚している。が、自分の選せん択たくの背後にあるものがあまりにも大きすぎるうえ、これぞと思う道も見つかっていない。

　この数日、ミーナは朝の礼れい拝はいをフィーンに代わってもらっていた。十日は寝台から出ないつもりだったらしい彼女に押しつけるのは心苦しかったが、ナリスフレイの出る礼拝はどうしても執とり行いたくなかった。ミーナが歌えば、レイヴェンが夜どんな思いをするか。わかっていて伯はく爵しやくを迎むかえ入れ、聖堂中にキラキラを振りまくなんてできなかった。

　フィーンは責せめもせず、黙って代わってくれた。夕方はミーナが受け持っているので、信徒は特別不ふ審しんに感じていないようだ。ナリスフレイからの、それに対する意見はなし。ただし「寂さびしそうだった。閣かつ下かは待っていると思うよ」というフィーンの印いん象しようは聞いている。

　ナリスフレイは待っている。きっとそうなのだろう。彼は無む理り強じいする人じゃない。ミーナの混乱や抵てい抗こうをわかっていて、猶ゆう予よをくれているのだ。

　猶予なんてもらっても、とミーナは思う。割り切れる日なんて来ない。というか、割り切りたいと思っていない。ミーナは、レイヴェンが苦しむのは嫌いやなのだ。もちろん、ナリスフレイがというのも。

　だからといって、礼拝から逃げているだけでは変わらない。否いな、日ひ毎ごとミーナの望まない方向に進んでゆく。ミーナが執り行わずとも、礼拝はある。ナリスフレイは、あれから一日も欠かかさず出席している……。

　彼の身体からだの中には、少しずつ光の力が蓄たくわえられているはずだった。レイヴェンにとっては、不ふ治じの病やまいが身体を蝕むしばんでゆくようなものだろう。

「悔くやしいけれど、何もかもが宙ぶらりんなの。どうにも、解決法が考えつかなくて」

　それでも考え続けることが、きっと「あがく」ことなのだろう。ミーナはそう思っていた。だから、こうして縫いものをしながらも、本当はあれこれ思考を巡めぐらせている。

「おまえが何かやらかすって思って、信じてないわけじゃない」

「だけど心配なのね」

　重ねて訊ねると、ギーは口を結んだ。四本の牙が、口の上下に突き出す。

「おまえのせいじゃなくてな。俺の問題で」

「ギーの？」

「マライナをな、思い出すんだ。おまえは別物だって、ちゃんとわかってるんだけどな」

　マライナとは、女神の娘のことだ。

　ミーナは針を動かす手を止めた。神代の世から生きるギーの本性は雷精ラバト、軍神バヌルの数あま多たの息子むすこの一人だ。女神キリヤナに仕つかえ、もちろん娘のマライナも知っている。個人的な関かかわりがあったとも聞いたことがある。けれど彼は決して、それが何なのかを語ろうとはしてこなかったのだ。

「どうしてマライナを？　彼女も、こうして悩んだことがあるの？」

「悩んだことはあるけど、おまえと同じ理由でじゃない」

　理由を明かしはしたが、やはり詳しく話したくなさそうだ。察したミーナは受け流した。

「わたし、マライナに似てる？」

「見た目はな」

「どういう意味？」

「おまえほど暴れん坊じゃねえよ」

　性格が、と言いたいらしい。悪かったな、とミーナは花飾りの一つをぶつけてやった。

「痛いってえ」

　わざとらしい悲鳴をあげたギーに、もう一つ投げた。礫つぶてじゃあるまいし、痛いはずあるものか。礫だったとしても、硬かたい鱗うろこがはね返してびくともしないくせに。

　鼻を鳴らして、ミーナは縫いものに戻る。マライナのことを聞けてよかったと思った。違いを知ったおかげで、いっそう彼女のようになるまいという気持ちが強くなる。

　マライナは、いつかミーナの身体を奪うかもしれない相手だ。そう思うと、好きにはなれなかった。ただし、嫌きらいでもない。ややこしいとは思うのだが、近づきたい気持ちと遠ざかりたい気持ちがないまぜになって、その時々で変わる。

　マライナ。ジャイナルを選んだ女神の娘。

　なんとなくそう思い浮かべ、彼女のようにはなるまいと反発して考えた。

　存在を振り払いたくて聖歌を口ずさむと、周まわりの空気がキラキラと輝かがやいた。

　眩まぶしそうに見つめたギーが言った。

「キラキラ。おまえはほんとにキラキラなんだな、ミーナ」

　そのままでいてくれ。祈るようなつぶやきは、バスコイの口の中で消えた。

　カタンと裏口で物音がした。

　フィーンだろうかとミーナは振り返る。だが足音が違った。もっと大おお股まただ。

「レイヴェン」

　もしやと予想した、そのとおりの人物が現れた。相変わらず具ぐ合あいが悪そうで、居い間まに入ってくるなり顔を顰しかめている。

「どうしたの、こんな所まで」

　彼は大の聖堂嫌いだ。一度だけ決死の覚悟で訪おとずれたことがあるが、それ以外は存在しない場所のように扱あつかっている。

　立ち上がり、迎えに行ったミーナの手をレイヴェンは取った。彼女を引き寄せるというより、ふらつく身体を支えたかったようだ。

「どうして？　訊きく前に、胸に手をあてて考えてみろ。おまえ、幾いく日にち城へ帰ってない？」

「わたしを迎えに来たってこと？　だって――」

　顔を見せるなと言ったのは、レイヴェンだ。そう思ったのを見み透すかしたように、レイヴェンが呆あきれ顔で首を振った。

「薄はく情じような司祭ヴアーリーだ。拒こばまれても日につ参さんするくらいの根性を出さんでどうする」

　勝手な言いぐさにミーナは絶句した。それを受けてレイヴェンがにやりとする。

　しばらく見なかった、彼らしい表情だった。少しは落ち着いたようだ。ミーナはほっとしつつ、その気持ちを隠してツンとした。

「ちょっと、少しは感謝したら？　気を遣つかって遠えん慮りよしていたんですからね」

「俺の部屋に踏ふみこまないおまえじゃない？」

「そうよ」

　妙な自じ慢まんだと思ったが、ミーナは威い張ばった。側で、レイヴェンが逆上するほどうるさくするのなんて朝飯前だ。

「悪かった」とレイヴェンが謝った。珍しく素す直なおだ。

「おまえがそう出るとは思わなかった。完全に逆だったな」

「それってつまり、次の日も来ると思ってたってこと？」

「目ェ開けると、おまえがにらんでるかと思ってた。簡単に、わたしを追い払えるなんて思わないでちょうだいレイヴェン、とかなんとかね」

　ミーナの口まねをしてみせたレイヴェンが、ミーナの手を引いた。

「来いよ、ミーナ。話がある」

「おい」

　ギーが止めた。警けい戒かい心しんが口調に滲にじんでいる。

「どうしたバスコイ？　夜は俺の時間だ。ミーナと話をして何が悪い？」

「話ならここでしろ。できるはずだ」

　決めつけたギーに、レイヴェンは片かた眉まゆを上げた。

「冗談だろ？　昼間、さんざんヒカリノウタで痛めつけられたうえに、夜までキラキラしたとこにいろって？　俺を殺す気か？」

　ヒカリノウタ、と礼拝を揶や揄ゆするように言って、レイヴェンは肩かたをすくめる。

「せめて日のない時刻くらい、俺の好きにさせろ。だいたいバスコイ、兄貴が許したことをおまえがとやかく言う権利があると思うなよ」

　そう言われてミーナは気づいた。この時刻に好きに出歩いているということは、軟禁が解とけたのだ。

「やりすぎだと思ったらしいな。やつの詫わびの手紙があった」

　それが一昨日おとといのことだという。つまり初めの二日を除のぞいて、彼は自由だったわけだ。

「だったら、すぐ報しらせてくれればいいじゃない」

　ミーナは言ったが、レイヴェンにそっぽを向かれた。心なしか、彼の口もとが下がっている。拗すねていたようだ。ミーナがいつ来るか、我慢比べのつもりもあったのかもしれない。

「ばかね」

　心底からミーナは言った。すっかり城に戻る気になって、レイヴェンの二の腕をパタパタとはたく。

「わかったわ、行きましょうか」

「ミーナ！」

「怒ど鳴なることないでしょう、ギー。一緒に来ればいいじゃない」

　フィーンには置き手紙を残せばいいのだ。もともと、司祭館には鍵かぎをかける習しゆう慣かんがない。二人が出かけてしまっても、フィーンが締しめ出しを食らう心配はなかった。

「なにか企たくらんでるんじゃねえだろうな」

　疑うたぐり深いギーに、レイヴェンが諦あきらめ混じりの表情で皮肉を言った。

「また騙だますって言うんだろ？　裏切り者の考えそうなことだ」

　バスコイは妖よう魔までありながら、女神に寝返った種族だ。ミーナはそれ以外にも、ギーがマライナにそう罵ののしられるのを聞いている。

「おまえを連つれてひとっ飛びするつもりだったんだけどな、ミーナ」

　レイヴェンがミーナからそっと離れた。

「お目付役がうるせえから、あとで来い。歩くなり、バスコイの翼つばさで運んでもらうなりな」

　部屋で待っていると言い、レイヴェンは司祭館を後にした。

　ミーナはものも言わず、縫いものを片づけた。フィーンに宛あてた伝言を書き、火の始末をして、さっさと外がい套とうを着込む。

「行くのかよ」

　苦い声でギーが訊いたので、ミーナは有う無むを言わさぬ口調で訊ね返した。

「ギーだって行くでしょ？」

　バスコイはうなずいた。それしかできないというようにしぶしぶ。




「わりに早かったな」

　北館の自室で、レイヴェンはそう言ってミーナを迎えた。

　なかなかギーが承しよう知ちせず、もっと遅くなると思っていたようだ。ミーナはどうとでも取れる仕草を返し、外套の釦ボタンを外はずす。

「で、そのバスコイは？」

「わたしの部屋よ。ギーが北館を嫌いなの、知ってるでしょ」

　北館はグメーラ城でもっとも古く、妖魔の気配が濃い。ギーはそれが嫌で、よほどのことがないとこちらへは踏みこまない。

　今夜も、顰しかめ面つらのまま西館との繋つなぎ目でミーナを見送った。とりあえず、城内にいるならいいだろうと考えたようだ。

「おまえに、首飾りを贈ったらどうなるんだろうな」とレイヴェンが半なかば面おも白しろがって訊ねる。前回それで闇に染そめられたミーナは眉まゆをひそめた。

「わかってるだろうけれど、もう受け取らないわよ。指輪や腕輪でも同じですからね」

「あのなあ。俺はそんなに間抜けに見えるか？」

「見えないけど、念を押したの」

「信じてないんだな」

　レイヴェンはうつむいたが、ミーナはただのそぶりだと見抜いて言った。

「しょんぼりしてみせたって駄だ目めですからね。全然、悪かったなんて思っていないくせに」

「思っている。このくらいはな」

　レイヴェンは爪つめの先ぽっちりを示した。あんぐりするミーナを制して真ま顔がおになる。

「噓うそだ。もっと思ってる。おまえを苦しめるつもりはなかったんだ」

「わたしも、あなたにつらい思いをさせたくなかったわ。今回のこともそうよ」

「ああ」

　承知している。そう言うように視線を床に落としたレイヴェンが続ける。

「この間は、当たって悪かった」

「いいのよ。どういう気分だったかは、わたしにもわかるもの」

　心としても、身体としても衝しよう撃げきを受けないはずがない。

「レイヴェン。話したいことって、それ？」

「いや」

　否ひ定ていしたレイヴェンが、困ったように笑った。

「本当は、話なんてない。夜が長すぎる気がしただけだ」

「そうなのね……」

　抱き寄せられたが、ミーナは抗あらがわなかった。レイヴェンの抱ほう擁ようは浅く、どちらかというと子供が母親のスカートを握にぎる感じだ。

「俺には、おまえしかいないからな。キラキラ」

「責めて聞こえるわ、それ」

「責めちゃいない。どうしようもない。ただ、ちょっとだけ夢を見るがな――」

　何をなのか、レイヴェンは説明しなかった。

　もしかしたら、うまく説明できないのかもしれないとミーナは感じた。彼女自身、気持ちが絡からまり合っている。この人が大事で、ナリスフレイも大事で、さだめなどなければよかったのにと思い、さだめがなければ彼らと出会わなかったろうと寂しく思う。

「レイヴェン。これからどうするの」

　レイヴェンの腕の中でミーナは訊いた。さあな、とレイヴェンが答える。どこか投なげ遣やりにそれは響いた。

「なるようにしかならんだろうな。兄貴は、兄貴の道を行く。止まらんだろう」

「あなたは？」

「俺のしたいようにって言ったら、おまえ怒るだろ？」

　苦笑され、ミーナは答えられなくなる。怒りはしないが、どうぞとも言えない。

　レイヴェンはミーナを放した。側にあった長椅子の背にもたれる。

「グメーラか……」

　ぽつりと言って、レイヴェンが口をつぐむ。身じろぎして見上げたミーナに彼は訊ねた。

「ここは、おまえにとっちゃ悪夢みたいな土地なんだろうな」

「いいえ。どうして？」

「いっぺん死んで、千年も経たってまた戻ってきた。今度は〈器うつわ〉だとか言われて」

　マライナがジャイナルを庇かばって命を落としたのは、グメーラだと言われている。その墓があるのはこの城の地下だ。

　ギーが北館を嫌う理由はそれもあった。マライナの墓を守るよう、北館は建てられている。

　レイヴェンはそのことを意識して言ったようだった。成りゆきでミーナは訊ねてみる。

「マライナのお墓って、亡なき骸がらが葬ほうむられているの？」

　そう言えば、訊ねるのは初めてだ。敬けい遠えんしていたわけではないが、なんとなく口にしにくかったせいもある。

　レイヴェンが笑って否定した。

「神の墓だぞ？　といっても、俺も暴あばいてみたわけじゃないがな。なんだろうな、遺のこっているのは〈想い〉というか、そんなものかもしれん」

　うまい言葉を探そうと鼻に皺しわを寄せたレイヴェンが、ふと思いついたようにミーナを見た。

「地下に下おりてみるか？」

「えっ」

　思いがけない誘いだった。マライナの墓に行く――。

　気持ちと関係なく鳥肌が立った。神々の時代を覗のぞき見るような、人には許されない、不ふ遜そんなことのように感じる。

「そうだな。来いよミーナ」

　レイヴェンが彼女の手を引いた。立ちすくむと、腕うでが肩に回される。

「落ち着け。そこからマライナが甦よみがえるわけじゃない」

「あなたは行ったことがあるの？」

「そりゃ何度かな。まあ、ただの霊れい廟びようだ」

「ただって、ただじゃないと思うけれど」

　そう言いながら、ミーナは廊ろう下かへ押されていった。共に階段を下りる。恐おそろしくはあるが、興味がないといえば噓になる。神の墓など、まず見る機会がない。

　螺ら旋せんの古い石の階段が、きしきしと湿しめった音を立てて軋きしんだ。次第に空気がかび臭くなる。

　レイヴェンの持つ手しゆ燭しよくの炎が、黒ずんだ壁に踊る。古いものの気配が濃くなってゆく。螺旋をひとまわり下りるごとに、百年の昔へ遡さかのぼるようだ。

　知らず、ミーナはレイヴェンの上着を摑つかんでいた。もう片手で〈女神の鏡かがみ〉を握りしめる。












　やがて行き当たった古い木の扉をレイヴェンが開けた。扉は板同士を留める鍛たん鉄てつの飾りにびっしりと覆おおわれていた。飾りは植物紋もん様ようと妖魔を思わせる怪物の組み合わせだ。見事だったが、板自体は腐くさりかけているかのように真っ黒だ。どの時代のものなのか、よく朽くちずに保たもっている。

　扉は老女の悲鳴のように、耳みみ障ざわりな音をさせた。ぞっとするミーナにレイヴェンが笑う。

「案外かわいいところもあるな」

「別に怖くなんかないわ」

　強がったが、裏腹な思いで汗をどっとかいた。なんだろう、この感じ。闇がしみ出してくるかのようだ――。

　頼りない灯りに照らされた霊廟は、石造りのようだった。かすかに水のにおいがする。

　部屋の中央に、白っぽいものが見えた。横たわった人？

　違う、石だ。大理石か何か。彫ちよう刻こくのようだ。柩ひつぎのような台の上に、両手を胸の前で交差させ、眠る女性が彫ほられている。マライナの姿を象かたどったのだろうか。

　ミーナは目を凝こらした。そのとき、何かがすっと立ち上がった。

「レイヴェン！」

　叫さけんでしがみついたため、灯りが揺ゆれた。レイヴェンの腕が、ミーナを強く引き寄せる。

「大丈夫だ」

「だって、今、黒っぽいものが」

　ひっとミーナは息を呑のんだ。こっちに来る！

　レイヴェンが無言で手燭を掲かかげた。それが人の形に浮かびあがる。

　誰？　ファランドではない。もっと華きや奢しやだ。けれどナリスフレイではない。なぜなら、彼の身体はレイヴェンとしてミーナの隣にあるのだから。

　冷気が押し寄せた。たちまち、身体の芯しんまでが凍こおりそうになる。覚えのある波動だ。これは、人ではなく妖魔だ――！

　どういうことなのだろう。ミーナは混乱した。グメーラ城に妖魔がいる。レイヴェンは平然としている。

「こいつは何もしやしない。そうだな？」

　レイヴェンはその――男に訊いた。美び貌ぼうの男だ。闇そのものの髪を持ち、目は禍々まがしい黄味を帯おびている。

　服は、レイヴェンのような黒ずくめ。真ま似ねをしたような、そっくりな仕立てだ。どこか借りもののようで、身体に馴な染じんでいない。

　妖魔はレイヴェンの物言いに、ちらりと呆れた目を向けた。それからミーナを見つめ、懐なつかしそうな顔をする。

「たしかに、この娘はマライナの〈器〉だ。よく似ている」

　男の声は楽がくの音ねのようだった。ただし、息が止まるほど冷たい。

　これほどの妖気を感じるのは初めてだった。ミーナの身体の芯が痺しびれ始める。

　ただ者ではないはずだ。レイヴェンの臣下の妖魔などとは格が違う。

「誰……」

　かすれた声が出た。まるで男の妖気に抗うよう、漏れた声から砂さ金きんのような光が芽め吹ぶく。　男の顔が嫌けん悪おに歪ゆがんだ。が、彼はその表情をすぐに消す。

「まさに〈光の乙女おとめ〉」と独りごとめいて言い、男は〈女神の鏡〉からミーナの手を離させた。ミーナを壊れもののように扱い、その指先に口づける。

「やがて〈闇の聖女〉となる者よ」

　男はミーナをそう呼んで名乗った。

「わたしはエナン」

　ミーナの膝ひざからがくりと力が抜けた。レイヴェンに支えられ、かろうじて立つ。

　エナン――！

　なんてことだろう。ジャイナルとマライナの間に生まれた、災わざわいの神だ。魔神が眠りについたあと、妖魔を率ひきいているものだ。

　そのエナンが、どうしてここに。グメーラはマライナの亡なくなった場所ではあるけれど、けれど人間の領域だ。女神の守る土地だ。

「ルシャイン――」

　口のきけなくなったミーナを見み遣やり、エナンがレイヴェンに片眉を上げてみせた。

「この姿は、人の娘には恐ろしいのではないのか？」

　麗うるわしい青年の身体は、かりそめに誂あつらえたもののようだ。人と神とは、住む世界の〈高さ〉が違う。雷精のギーも、ミーナと話すためには一段下がったともいえる怪物バスコイの姿をとる。それと同じようなことなのかもしれない。

「恐ろしいのは、あなたの〈気〉だ」とミーナは言いたかった。言葉にならない！

「なぜ平気なのレイヴェン」

　訊ねた声は泣き声じみていた。彼女が弱っているのが珍しいからか、レイヴェンがどこか楽しそうに庇う。

「慣れだ。俺はこいつに会うのが初めてじゃない。だいたいが、妖魔の血を引いているしな」

　闇に染まった状態のミーナならば、ここまで怖おそれなかったのだろうか。頭の片かた隅すみで考えるミーナに、エナンは微笑ほほえみを見せた。

「そう、化け物を見るように見るな。そなたを取って食おうというのではない」

　彼なりの冗談だったようだが、ミーナは笑うどころではなかった。

「わたしは亡き聖女に会いに来た。これまでにも時々、そうしていた」

　エナンは聖女の墓ぼ像ぞうを示した。暗くら闇やみに目が慣れてきた今、彫像の女性がミーナにそっくりなのが見てとれる。

　彫像の胸には、氷で作られたような青い花束が置かれていた。エナンが捧ささげたのだろう。

「ここにわが母、聖女が宿るわけではないが――、想いの遺る土地だからな。ちょうどこの位置に聖女は倒れたという。我が父を狙ねらう軍神バヌルの斧おのを受けて」

　パラデールの秘典に語られた場面だ。瀕ひん死しのジャイナルは事切れた血まみれのマライナを抱き、生まれ変わって必ず我が元に戻れ、とささやいたという。

　千年の昔、グメーラで神々と妖魔は戦った。それが実感として迫せまる。

「どれほど待ったことか、この日が来るのを」

　エナンがミーナに熱い眼差しを注そそぐ。その彼女の背を、とんとレイヴェンが突き放した。

　足元のおぼつかないミーナは、よろけてエナンの胸に抱かれた。はっとする間もなく、みぞおちに衝撃を受けた。

「レイヴ……」

　呻うめくようにつぶやき、ミーナは崩くずれ落ちた。彼女を抱き上げたエナンが不快を示す。

　近づいたレイヴェンがミーナの胸元に手を伸ばした。〈女神の鏡〉の鎖くさりを引きちぎる。

　切れた鎖が垂たれ下がる。レイヴェンはそれを床に落とした。しゃらんとメダルが鳴る。

「ルシャイン」

　エナンに、レイヴェンはうなずいてみせた。

「ああ。行ってくれ。あとから俺も追う」
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「ミーナたちがいない？」

　ファランドの報告を受けたフィーンは眉まゆをひそめた。祭さい壇だんで弄もてあそんでいた聖典を音もなく閉じる。

「いないって、どういうことです。あの子は昨日、城に戻ってます。バスコイがついて行ったでしょう？」

　昨夜遅く司し祭さい館かんに帰ってきたフィーンは、居い間まのテーブルで書き置きを見つけた。といっても、気づいたのは今け朝さになってからなのだが――、とにかく城に泊とまったはずだ。

　司祭館では朝の礼れい拝はいが終わったところで、信徒たちが帰り支じ度たくをしている。ファランドは聖堂の隅すみでお喋しやべりに興じる婦人たちを意識しながら声を低くした。

「それがおられないので、こうして参じました。ギーどのが案じておられます」

「怪物バスコイはなんだって？　どうして自分で来な――ああ、この時間じゃ来られないか」

「はい。ですからわたしが。ギーどのの話では、夕べ、司祭館にレイヴが司祭ヴアーリーを迎むかえに来たと。それで話があると北館にお連つれになったらしいのですが」

「行かなかったってこと？」

「いいえ、いつものように、北館の手前でギーどのは別れたと仰おつしやっておりました。司祭は間違いなくレイヴの部屋へ入っていったようで――」

「それが、朝になったらいなかった？」

　ファランドがうなずいた。

「ギーどのが、わたしの部屋に『司祭が戻らない』とお見えになりまして。あの方は北館がお嫌きらいですから、わたしが確認に参りました」

「で、もぬけの殻からだったわけだ」

　フィーンはきゅっと唇くちびるを結んだ。信徒の一人に挨あい拶さつされ、一瞬だけ笑顔を戻す。

「ファランドさん、ここではなんですから、奥へ」

　彼女はファランドを居間に招まねいた。茶でもてなすという発想がないため、訊たずねもせずに椅い子すに座る。

　ファランドは、向かい側にかけるようにという勧すすめを断った。職分のせいもあり、立っていたほうが話しやすいらしい。

「ちょっとはめをはずして、遠出をしたってことはないの？　途中でナリスフレイさまに戻っちゃって、帰れなくなっているとかさ」

「もちろん、その可能性はあるかと思います」

「探したの？」

「いいえ、まだそこまでは手が回りません。とりあえず城内をざっとあらためたところでして」

　グメーラ伯城は、東西南北四つの館がロの字に組まれている。建物は三階ないし四階建てで、部屋数もかなり多い。

　人目に触ふれるわけにはいかないギーが、今、一部屋ずつを調べ直しているというが、相当かかるだろう。

「ともかく、わたしはレイヴが行きそうなところに、これから馬を走らせてみますが」

「心当たりがあるのか」

「ございます。北の断だん崖がい、もしくはここから半はん刻こくほどの距離にある廃はい城じよう――」

「廃城って、自宅だって似たようなもんじゃないか」

　フィーンは呆あきれた。グメーラ城は人出不足で手入れが行き届かず、おまけにうんと古いため怪奇小説の舞台のようだ。

「だいたい、そんなところに行く意味は？　二人きりになりたい、ってセンはないと思うよ。どのみち、夜のうちは誰の邪じや魔まも入らないんだからさ」

「レイヴは気き晴ばらしと称しておりましたが」

「場所を変えて？　どんなに変えたって夜じゃないか」

　何気なく言ったフィーンは口をつぐんだ。

「嫌いやな予感がする……」

　つぶやくと、眉み間けんに深い皺しわを刻んだファランドが同意する。

「わたしもです。レイヴがいなくなるのも、司祭をどこかへお連れするのも――そう仮定してのことですが――、これが初めてではありません。ですが、今回ばかりはいつもと違うような気がしてならないんです」

「側そば仕づかえゆえの勘かんか。馬ば鹿かにできないと思うよ、そういう感覚」

　まだ腰を下おろして間もなかったが、フィーンは立ち上がった。

「指示をくれ、ファランドさん。わたしもミーナたちを探してみる」

「そうしていただけると助かります。ですが司教ヴアルプトはこの辺りをご存じない。ギーどのと一緒に城内をお願いできますか」

　ファランドは無む駄だな辞じ退たいをせず、てきぱきと言った。外で待たせてある馬が、退たい屈くつしたようにいなないた。フィーンは仕し草ぐさで行くように示す。

「とりあえず、日の入りまでには一度戻ります。ここか城、どちらかで落ち合いましょう」

「たぶん城のほうがいいだろう。ただし、日没近くの場合は、わたしはここにいると思う。それまでにミーナが戻らなかったら、〈夕べの礼拝〉もわたしの肩かたにかかってくるからね」

「そのときは特に急ぎでなければ、裏へ回ってこちらでお待ちします」

「うん。じゃあ、そういうことで。気をつけていってくれ、ファランドさん」

　家か令れいは一礼して去った。彼の操あやつる馬車が、村の道を北へと向かう。

　その音を聞きながら、フィーンは次第に表情を曇くもらせていった。小さく「伯はく爵しやく――」とつぶやく。

「あなたは甘かったのかもしれない」

　弟を犠ぎ牲せいにすると決め、それでも彼の縛いましめをたった二日で解といた。

　実はそのことについて、フィーンはナリスフレイに意見していた。気が咎とがめるのは理解するが、今、レイヴェンに自由を与えるべきではない、と。

　レイヴェンは誰よりも追い詰められた状態にある。ミーナやナリスフレイのような選せん択たく肢しがないのだ。否いな、選択肢自体はあるが、それを選ぶことは許されない。

　彼は彼だけになろうとしている。ナリスフレイを廃するため、ミーナを闇に染そめたがっている。その後のことは知ったことではないと、過去には言いきった。

　いずれ自分が〈器うつわ〉としてジャイナルのものになるとしても、一瞬の望みのためなら厭いとわない。その言葉に噓うそはなかったように思う。女神の介かい入にゆうによる成じよう就じゆは不可能と知ったからには、レイヴェンはミーナを〈闇の聖女〉にするしかないのだ。

　レイヴェンが弱るまで縛めを解くな、とフィーンは言った。彼は手て負おいの獣と同じだ。力の残っているうちに、相あい討うちを覚かく悟ごの反はん撃げきに出るだろうと予想したのだ。

　ナリスフレイは、フィーンの言葉を黙って聞いた。その後、どうしたという話もなかったと思えばこれだ。

　彼は弟を信じたかったのかもしれない。せめてもというつもりもあったのだろう。あるいは、一気に手た綱づなを締しめすぎたと後こう悔かいしたのか。

　むろん、面に表さないだけで、幾いく度ども感情が揺ゆり返したはずだ。レイヴェンは弟なのだ。その生まれを思えば、もう一人の自分のように感じていても不ふ思し議ぎはない。

　気持ちはフィーンにもわかる。彼女は妹のようなミーナを、斬きる日が来るかもしれないことを覚悟させられた。胃の腑ふが冷たくなる反面、そのときはやり遂とげるつもりでいる。それでいて、どうしても避さけられぬさだめならば、その日が来るまでミーナを思いきり甘やかしたいと思うこともある。

　もし夕べ、ここにフィーンがいたとしても、彼女はミーナを行かせただろう。レイヴェンを警けい戒かいせずにではない。警戒しても、だ。

　なぜなら、それがミーナの望みだから。彼女は決して、レイヴェンを見捨てられない。

　おそらく、惹ひかれるのも止められないだろう。その気持ちがマライナの〈器〉であるがゆえにしろ、ミーナ本人のものにしろ。

　ミーナの感じている思いをどちら、とわけることはできないのかもしれない。望もうと望まざると、彼女は神々の遊ゆう戯ぎの駒こまに過ぎない。運命の娘。さだめはミーナを操り、時々糸をゆるめるようにミーナを遊ばせる。ミーナは操られていないつもりで操られ、それでもふとした拍ひよう子しに、思いがけず糸を切る。

　そうやって、まぜこぜになっているのだ。誰も彼もがそうなのだろう。遙はるかな高みより見下ろす神の視点からすれば、伯爵兄きよう弟だいも道具だ。フィーン自身も。

　ナリスフレイを責せめはすまい、とフィーンは思った。ミーナを止めなかったはずの自分に、彼を責められる道理はない。

「また再び会えたとして」と続けて考えた自分がフィーンは嫌になる。彼女は、レイヴェンがミーナを連れ出したと見ていた。ミーナの意志なのか、違うのかは判然としない。

「だとしても、どこに――」

　答えを思いつけず、フィーンは外がい套とうを身に纏まとうのももどかしくグメーラ城への坂を上った。

　風の強い日だ。まとめていない銀髪があおられて広がる。

　晴れている、それが救いだった。気休めでしかないが、ミーナが闇に染まれば空は曇るような気がするのだ。

　フィーンが城に着き、東館の玄関を開けるとギーが飛んできた。灰色の顔がくすんだ鈍にぶい色をしている。

「司教――」

　くそ、とフィーンは毒づきそうになる。このバスコイがこんな顔をするなんて、見つからなかったのだ。

「城中、くまなく探したのかバスコイ」

　ギーが視線を避けた。北館はまだなのだとフィーンは察する。

「そんなことを言っているときじゃないだろう」

「わかってる、わかってるんだよ。だけど簡単じゃないんだ、あいつは、あそこで命を落としたんだよ」

「おまえの目の前でな」

　ギーは雷精ラバトとして、父である軍神バヌルの軍にいた。

「そうだ」

「おまえのチチオヤの手にかかって」

「そうだよ！」

　ギーの顔が苦痛に歪ゆがんだ。これほど時が経たっても、彼の中ではまだ昨日のことのようなのだ。

「俺の仕つかえた、守っていた女だ。少なくとも宮きゆう殿でんにいた頃は」

「ミーナだってそうじゃないのか？　あの子が生まれたときから側にいるんだろう」

「だから一緒に来てくれ、司教」

　乞こわれてフィーンは眉を動かした。

「一人じゃ、とても耐えられないんだよ。あそこは。特に地下は」

「だったら行くぞ」

　バスコイの襟えり首くびを摑つかんでフィーンは北館へ渡った。いったん最上階に上がる。

　廊ろう下かを見て、ここは違うと思った。小さな灯あかり取りからの、薄暗い光でもわかる。まるで新雪のように積つもった埃ほこりには、足跡一つついていない。

「ズボラだって、こんなとき役に立つじゃないか。なあ？」

　同意を求めてバスコイを閉口させながら、フィーンは階段を下りた。レイヴェンの部屋のある階は、一つ一つを手早く覗のぞく。

　一階ずつ下さがりながら確認した。その頃には肩にしがみついていたギーが喉のどの奥で唸うなる。

「くそ。よく平気だな」

　妖よう魔まの気だ。〈瘴しよう気き〉という言い方をすることもあるが、冷たくて水のような、闇のにおいが満ちている。

「人でよかったと思うよ。バスコイほど鼻が効きかないからね」

「へっ、よかったな」

「だけどさバスコイ。おまえに頼られる日が来るなんて思わなかったよ」

　気持ちを少しでもほぐそうと、フィーンは軽口を叩たたいた。残るは地下だ。ギーがどこよりも足を踏み入れたくない場所。

「おっと、灯」

　適当な部屋から燭しよく台だいを持ち出した。蠟ろう燭そくはちびていたが、少しの間なら保もつだろう。

　足元を照らしながら、陽の射ささない地下へと下りる。たっぷり水を吸っているような木の扉を見て、フィーンは顔を顰しかめ、僧そう服ふくの袖そでを使ってそれを押した。

「思ってたより広いな」

　フィーンはあちこちを照らしてみた。部屋の中央部に、白いものがぼんやりと見える。

　近づいて、墓ぼ像ぞうなのだとわかった。眠る乙女おとめ、否、〈闇の聖女〉の像。いつ、誰が置いたのだろうか。数百年前からはやりだした、柩ひつぎに生前の姿の彫ちよう刻こくをほどこす様式に似ているが、もっと古いものに違いない。

　興味を覚えたフィーンの足が、何かを踏ふんだ。金属の軋きしる音にフィーンは歩を止める。

　灯りに照らされ、光って答えたそれをつまみ上げかけ、はっと手が止まった。

　息を詰めるようにして、勢いよく引ったくる。

「バスコイ！」

　手の中で輝かがやくそれをフィーンは呆ぼう然ぜんと見つめた。パラデール教のシンボルでもある〈女神の鏡かがみ〉だ。

「鎖くさりが長い……」

　それは聖職者の持ち物であることを意味した。彼らは信徒にそれを触ふれさせて祈ることがあるため、あえて鎖を伸ばしている。

「ここにミーナがいたんだ」

　それはもう間違いがない。

「冗じよう談だんはよせよな。メダルが捨てられてるってことは、あいつは闇に染まったってことか!?」

「そのほうがマシだ――」

「なんだと？」

　つぶやきを聞き咎めたギーが怒ど鳴なった。声が霊れい廟びようにこだまする。

「ギー、耳元でわめかないでくれ」

「わめかせているのはおまえだ。おまえ、何を言ったかわかってるんだろうな」

「わかってるに決まってる。これが最悪の事態だってことも」

「おい！」

「いいかバスコイ。前回、ミーナを闇に染めようとしたレイヴェンは、あの子のメダルには目もくれなかった。レイヴェンはキラキラを嫌うけれど、妖魔そのものじゃないからね、メダルにも触れられるし、無視もできる」

「だからどうした？」

「それをわざわざ捨てたのは、気に障さわるやつがいるからだ。つまり妖魔が」

　フィーンは〈女神の鏡〉を握にぎりしめた。

「レイヴェンがあの子を連れてどこへ逃げる？　って思ってたんだけどね……」

　中ちゆう途と半はん端ぱなところでフィーンは口を閉じた。先を言いたくない。

「待ってくれ。まさかそこまでは」

　同じ想像に行き着いたギーが声をうわずらせた。フィーンは彼を見つめたまま首を振る。

「可能性はある。レイヴェンがもう戻らないつもりならね」

　ここはグメーラだ。いにしえの戦地。女神の軍に敗れたジャイナルたちは、ここから北の海を渡って行った。

　霧きりの向こうにあると言われる〈魔の大陸〉へと――。




　ミーナが目を覚さましたとき、傍かたわらに男が座っていた。

　誰だろう。きれいな人。

　こちらを覗きこんでいるその顔を思い出せず、ミーナはぼんやりと目を合わせた。

　男の髪は長く、闇のように背を掃はいていた。氷のように蒼あお白じろい膚はだをしていて、目は黄色。

　黄色は災わざわいの色だと思い、その途と端たんミーナは彼がエナンであることに気づいた。

　災いの神！

　はっと飛び起きる。掛かけ布ふを反射的に胸元にかきよせて、ミーナはエナンから遠ざかった。

「そう怖がるな」

　エナンはその場所から動かずに言った。表情は淡々たんとしている。

「そなたはルシャインからの預あずかりものだ、マライナ。ここはわたしの宮きゆう殿でん。わたしの命めいに背そむき、そなたに手を出すような者はいない。心おきなくくつろげ」

「ミーナです」

　第一声がそれというのは気が引けたが、ミーナは訂てい正せいした。

「なに？」

「ですから、名前。マライナじゃありません」

「つまり、そなたはそなただという意味か？　まあいい、ミーナ。腹が空すいているようなら、何か運はこばせよう」

「いいえ」

　即座に断った。食欲もなかったし、そもそも食べられるようなものが出てくるのだろうか。

「ここ……、あなたの宮殿って仰いましたけれど」

　薄闇の中に広がる部屋は、人の王族のそれのようだった。濃い青や緑でまとめられ、家具の彫刻には銀ぎん箔ぱくが施ほどこされている。

　ミーナは大きな寝台に寝かされていたようだった。ひんやりとした、薄い、深い海の色をしたすべらかな掛布に包まれていたらしい。

「そなたのための部屋だ。明るい色が好みならば変えよう」

「いえ、そうじゃなくて」

「どこかと訊きいているのならば、霧の向こう、海の向こうだ。そなたのいたグメーラからは北になる」

「〈失われた大陸〉――」

　呻うめくような声が漏もれた。寒気が背中を這はい上がってくる。

「そなたらはそう呼ぶようだな。あるいは〈魔の大陸〉と。まあ、そんなようなものだ。ここにはキリヤナの力は届かない」

　エナンはふと窓へ目をやった。薄はく明めいが、大きな窓の形を浮かびあがらせている。

「今は一日の終わりを告つげる時刻だからな……。だが、薄明が暁あかつきになることはない」

「夜は明けないと仰るんですか」

「そうだ。ここは夜の国だ」

「レイヴェンは？」

　ミーナは訊きながら彼を探した。この部屋に、自分たち以外の気配はない。

「もう来るだろう。わたしはそなたを連れて、先に戻ってきた」

　先に連れて？　ミーナは引っかかりを覚えたが、エナンがふっと笑ったため、そちらに気を取られた。

　エナンは謎めいた眼まな差ざしになりながらシャツの釦ボタンを外はずして、袖そでを大きくめくってみせる。

　二の腕の辺りが淡あわい紅あかに染まっていた。両腕ともだ。かぶれて、腫はれているように見える。

「そなたを運んだ代だい償しようだ。そなたの――、そう、『キラキラ』にやられた」

　レイヴェンの言葉を思い出し、エナンは満足そうに口にした。

「腕だけではない。胸や、腹のほうまでこうなっている。たいしたものだ。やはりそなたはどう呼ぼうと、マライナになるべき者なのだよ」

　見よ、と彼は言った。ミーナの身体からだから、月光のように光が滲にじみ出している。

　歌いもせず、ここまで光を纏うことは過去に例がない。けれど、理由なら何となくわかる気がした。ミーナの中の光の部分が、エナンや夜の国を拒こばんでいるのだ。

「我が父も、かつてはこのように傷ついたという」

　エナンが腫れた腕を愛いとおしそうに眺ながめるので、ミーナは訊いてみた。

「痛かったりしないんですか」

「疼うずく。他の者では、たやすくそなたに触れられはしまい」

　エナンだからこそ、この程度で耐えられるのだろうか。そんなふうに聞こえた。

「ジャイナルはもっと傷ついたであろうな。光の宮殿からマライナをさらったとき、我が母は歌ったそうだからな」

　光の歌で膚は焼けただれたのだろうか。ジャイナルの身体には、マライナの姿が赤く焼きついたのかもしれない。

「ですけど、最後には魔ま神じんの妃きさきになったのでしょう？」

「闇に染まってのちにな。そう、そなたがされたようにして」

　レイヴェンに氷の首飾りを渡されたことを言っているのだ。

「二度と、あんな手にはのりません」

　強がったミーナを、エナンは面おも白しろがった。

「そうだろう。だが、ルシャインも二度はすまい。必要もない。誰にも気づかれぬよう、そなたをひそかに闇に染めずともいいのだ」

　ここでは見咎める者もいない。

「それに、ここならばそなたに逃げられることもないからな。時はいくらでもある」

　エナンは袖を下ろした。もとのように釦が留とめられず、眉を寄せたので、ミーナは手を差しのべた。こういうのを見過ごせない性格なのだ。

　くすっと笑ったエナンが、ミーナの側に座り直した。

「あれほど怯おびえていたものがな」

「今だって怖いです。でも、麻ま痺ひしてきたんです」

　二度ほどしくじり、どうにか釦を穴に押しこんだ。

　近くで見るエナンは、心が凍こおりそうなほど美しかった。もし彼が人の世に現れ、見み初そめた娘の頰ほおにその長い指で触れたら、彼女はたちまち氷の彫ちよう像ぞうに変わるだろう。

　そして、エナンの面おも差ざしは、どこかレイヴェンに似ていた。

「そのお姿は借りものなのでしょう？」

「誰かの身体を奪ったわけではないが、そう言えるな。まあ、そなたらと話すための仮の姿だ」

「レイヴェンをお手本にされたの？」

　ルシャインは不思議そうな顔をした。ややして意味を察したのか、軽くかぶりを振った。

「似せたわけではない。ルシャインが似ている」

　そうか、知らないかとエナンがつぶやいて、教える。

「ルシャインはわたしの息子むすこだ。おまえの知るルシャインはそうだな、何十人も先の息子になる」

　目を瞠みはったミーナは言葉を失った。グメーラの初代伯がエナンの血に連つらなる者だったなんて――。

「だからなんですね。あなたがグメーラと〈盟めい約やく〉を交かわしたのは」

　ミーナは納得した。ジャイナル復活の〈器〉にレイヴェンたちが目されているのも、レイヴェンに臣しん下かの礼をとる妖魔がいるのも同じ理由なのだろう。

「あなたは人の娘を愛されたのね」

「ルシャインの母をか？　そうだ」

　そして娘もエナンを愛した。『妖魔を受け入れた。愛した。子までなした』とレイヴェンに聞いたことがある。

　胸の前にかかる髪を背に払ったエナンは、ゆっくりともの憂うげに瞬まばたいた。

「その話を聞きたいか」

「聞かせてくださいますなら」

　ミーナの心は逸はやった。エナン自みずからが、当時を明かすというのだ。

「べつに、語るほどのことでもないのだがな――」

　遠い眼差しをしたエナンが、暗くなりかけた外を見み遣やって話し始める。

「あの女神との戦いくさののち、まだ、そなたらの世とわれらの世が近かった頃だ。わたしはしばしばグメーラを訪おとずれていた。いつか、グメーラを取り戻すつもりがあった。聖女の最後の地だからな」

　そうだったのかとミーナは思った。彼らにしてみれば、グメーラはジャイナル復活の約束の土地でもある。

「あの彫像は、その目印に置かれたのですか」

「あれを置いたのは、キリヤナだ」

　女神？　ミーナは目を瞠った。本当かと訊ねるようにエナンを見てしまう。

「むろん女神とて死を悼いたむ。ましてや、誰よりも慈いつくしんだ娘だ。〈闇の聖女〉になったからと、憎にくんだり忘れたりはできないだろう。いや、あれはマライナが〈光の乙女〉だと思いたいがためのものなのかもしれん。白い石は、そうとも取れる」

　われらならば黒い石で作った、とエナンは言った。〈闇の聖女〉の象しよう徴ちようとしてだ。

「その頃はもう、グメーラは人の土地でしょう？　見咎められなかったのですか」

「このように姿を変えていたからな、神々は黙もく認にんした。キリヤナが隠れ、バヌルもそれどころではなかったのかもしれない」

　ジャイナル亡き後エナンが妖魔を率ひきいたように、軍神バヌルはキリヤナの代行を務つとめたとされている。

「とにかく、それでルシャインの母に会った。あれは、聖女の彫像に花を供そなえに来る人の娘の一人だった」

「マライナにお花を……」

「魔神の妃となったのにか？　それでも、聖女は愛された。あの頃の人はみな、マライナの思い出を愛したのだろう」

「ルシャインさまのお母さまも？」

「そうだ。あれは、わたしをそこに眠る聖女の子だとは知らずに言った。マライナは遺のこしたお子さまに会いたいに違いない、と」

　思えば妙な娘だった、とエナンがかすかに笑う。けれど、それが彼を惹きつけたのだろうとミーナは思った。

「ご自分がその子供だと明かされたんですか？」

「ずっとのちにな。まあ、その頃にはもう知っていたそうだ。腹に子もいた」

　親しくなるにつれ、彼女は察していったのだろう。相手が人ではないと。

　まだ、神と人の間や、妖魔と人の間に子が生まれることもあった時代だ。とはいえ、それを知ったとき、彼女はどんな気持ちだったのだろう。

　エナンはミーナの疑問を見み透すかすように答えた。どこか誇ほこらしげに。

「あなたが誰であろうと、わたしの愛した人であることに変わりはない」

「そう仰られたんですか」

「言った。あんまり迷いがなくて、ちょっと呆れた」

「エナンさま――」

「子供は人として育てると聞いたときは、もっと呆れた。だが結局、言うとおりにしたがな。あれは人だ。子供はともかく、ここでの暮くらしには耐えられまい」

「それでグメーラに？」

「長じたルシャインの意志でもあったからな。あれは聖女の墓を守りたいと願った。神々にもそう願い出た。マライナの関かかわることゆえ、否いなやもなく聞き届けられたらしい。で、こちらに話が回ってきた、バヌルから」

　神の名が知人のような口ぶりで出てくると、千年の時を飛び越えたような錯さつ覚かくがする。

「バヌルさまはなんと仰ったのですか」

「マライナの思い出に免めんじ、双そう方ほう、グメーラを取り合うようなことはせず、ルシャインに任まかせようではないかと」

　ミーナはあっと思った。

「それもあったからこその〈盟約〉なんですね」

「そうなるな。じつのところ、休戦が必要でもあったしな。向こうはキリヤナを、われらはジャイナルを失ったあとだ」

　そしてどちらもマライナを失った。すべてのものに愛された女神の娘を。

「われらは神々の提案を受け入れ、ルシャインの城を建てた。ああ、そういえば、〈盟約〉の交わされたときは、そなたらの仲間が立ち会ったぞ。光の使徒としてな」

　エナンが、ミーナの僧服を指さし示した。当時、パラデールは「神殿」という形ですでに存在している。

　ミーナは深くうなずいた。グメーラの秘めてきた真実は、こういうことだったのだ。

　マライナを巡めぐる、神と妖魔と〈人〉との契約。

「でもそれが、伯爵家を血のくびきに繋いだんですね」

　非ひ難なんするミーナの口調に、エナンは淡々と答えた。

「仕方があるまい。ルシャインは〈人〉として生きる道を選んだ。妖魔の血は人には濃すぎる。これは、神の血だとしても同じことだ。そなたは、神の血を受け継ついだ者の末まつ路ろを聞いたことがないか？」

「あります」

　教団の書庫に、その手の伝説は山やま積づみになっている。

「ならば、わかるであろう？　果はてしなく時をかけ、薄まるのを待つよりほかはない」

「苦しみながらですか？　何世代、何十世代にも渡って？」

「そうだ。われらに救う手はない。おそらく神にもな」

　その言葉にミーナは打ちのめされた。秘ひ蹟せきがあると考えたのは間違いだったのだ。

　表情を曇らせてうつむくと、エナンが怪け訝げんそうに訊いた。

「どうしたミーナ」

「どうにかしてあげられないんでしょうか」

「ルシャインをか？　思い悩むことなどあるまい。ルシャインは再び選んだのだからな」

　目を上げるミーナに、エナンは答えた。

「そなたを連れてここに来たのは、戻るつもりがないからだ。魔神が復活する。〈盟約〉も終わりを告げる。そういうことだ」

「噓よ」

「噓ではない。ルシャインは選んだからこそ、わたしを頼った。そなたをさらうためにな」

　ひっぱたかれたように、ミーナは身を竦すくめた。だから、エナンは「先に戻った」と言ったのか――？

「じゃあ、あなたがあそこにいたのは」

「偶ぐう然ぜんのはずがないだろう？」

　エナンがおかしそうに言った。くだらないことを信じていたのか、と言うように。

　窓の外で、息いき絶たえるように光が消えた。薄明の刻ときが終わったのだ。

　闇の中、ミーナの姿が浮かびあがる。女神の光を滲ませたミーナに、エナンが忌々いましげに眉を寄せた。

「灯り代わりに便利とも言えるが……、よくぞそこまでキラキラするものだ」

　彼は立ち上がって距離をおいた。手や胸の、赤く疼く痕あとには耐えられるようだが、やはり嫌けん悪おするものには変わりないらしい。

　滑すべるように部屋に入ってきた小柄な妖魔が、燭台に火をつけて回った。炎は緑玉石のような色をしていた。ここでは火の色まで違うのだ。

　妖魔がエナンにすり寄り、なにごとかをささやいた。応じたエナンに小腰をかがめ、音もなく部屋を出てゆく。

「では、わたしも行くとしようか。訊ねたいことがあれば、いつでも参るよう」

「どこへですか」

　呆然としていたミーナは我に返って訊ねた。「わたしのもとへ」とエナンが言う。

「誰かを適当につかまえて、案内を命じればよい。わたしがどこにいようと、そなたを連れて行ってくれる」

「あなたのお部屋は？」

　エナンは長い髪を揺すった。笑ったようだ。

「言っても覚えられまい。ではな、ミーナ」

　扉のところでエナンは振り返った。扉は、ひとりでに開いてエナンの退室を待つ。

「おそらく、そなたがいちばん会いたい者と交こう替たいする」

　彼は暗い廊下に消えた。扉は閉まらず、別の者が入ってくる。

『いちばん会いたい』という言葉にミーナは身構えていた。寝台の端はしから滑り下りる。

　鮮あざやかな緑の炎が、彼を照らした。

　レイヴェン・ルシャイン。その人を。
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「レイヴェン！」

　ミーナは考えるよりも早く駆かけ出していた。長い外がい套とうに身を包つつんだレイヴェンに飛びつくようにして、頰ほおを平手打ちにする。

　乾かわいた音が部屋に響ひびいた。もう一度振り上げたミーナの手首を、レイヴェンが摑つかむ。

「叩たたかせてやるのは一度だけだ、マライナ」

「ミーナよ！」

　レイヴェンの手を振りほどこうとして、ミーナの声は甲かん高だかくなった。振りほどけずに、カッとして足を出す。

　向こうずねを蹴けったつもりが、蹴れずに終わった。ぴたりと身を寄せたレイヴェンに、動きを封じられてしまう。

「離して！　離しなさいよレイヴェン！」

「は。好きこのんで痛い思いをする趣しゆ味みはない」

「痛い思いなんて当然でしょう!?　わかってるでしょレイヴェン。あなたは、またわたしを騙だましたのよ！」

　どうりで、いきなり地下の話なんかするはずだ。どうりで連つれていこうとするはずだ。

　あのときはわからなかったが、今になって思えば強引すぎた。そして、見抜けなかったからこそ余計に怒りも悔くやしさも膨ふくらむ。

「もう二度と、ああいうことはしないと信じてたのに！」

「正直に話して、うなずいてもらえるとは思わなかったからな」

「悪いとは思わないの？」

「思ったから叩かせてやった。だが、どのみち結果は変わらん。俺は、俺の思うとおりにした。それだけだ」

「レイヴェン！」

　ミーナは突き飛ばそうとしてレイヴェンと揉もみ合った。びくともしない。力の差に、泣きたいような気持ちがこみ上げる。

「ここは〈魔の大陸〉なのよ。エナンの宮きゆう殿でんなのよ」

「ミーナ。承しよう知ちで連れてきた。当然だ」

「どうしてよ！」

　叫さけぶと、レイヴェンが見み下おろした。

「わかっていることを、わざわざ訊きくな」

「一人になるためなのね」

　確かめたのが、レイヴェンの怒りに触ふれたようだ。瞳ひとみをカッと何かがよぎった。

「今となっちゃ、身を守るためでもあるがな。あのままでいたら、俺は殺される」

　ミーナは言葉に詰まった。それはそのとおりだ。

「だけど、こちらにいたらナリスフレイさまが――」

　レイヴェンは悲しそうな顔をしてみせた。

「兄貴にはすまないと思っている」

　先日、そっくりのセリフをミーナはナリスフレイから聞いた……。

「あなたも、したいようにするっていうこと？」

「兄貴を見習ってな」

　返事には痛つう烈れつな皮肉が込められていて、ミーナは唇くちびるを嚙かんだ。

「グメーラには戻らないつもりなの？」

「戻って、やつの思いどおりに死ねって？」

「違うわ、そうじゃない。でも」

「もういい、聞きたくない。何もかも『駄だ目め』だなんて知ったことか」

「レイヴェン」

「黙れミーナ。口を塞ふさいでやってもいいんだぞ」

　レイヴェンが脅おどしながら顔を近づけた。ミーナは今度こそ彼を突き飛ばして、その腕から逃のがれる。

　思いきり睨にらみつけて、歯を食くいしばった。頭の中がぐちゃぐちゃだった。レイヴェンはミーナを裏切り、彼女をさらわせた。悪びれもせず、グメーラにも戻らないという。

「どうしちゃったのレイヴェン。あなた、前はそんなじゃなかった。妖よう魔まと戦うって決めたじゃない。キーラさんにだって頼んだんでしょう？　自分を繋つなぎ止めてくれって」

　レイヴェンは、恋人でもあったキーラの死の枕まくらで、彼女に遺ゆい言ごんとしてそれを言わせたのだという。彼女の言葉なら守れるからと、自分を縛しばりつけさせたのだ。

『決して妖魔にはならないで、レイヴェン。大丈夫よ、大丈夫。あなたならできる』

　レイヴェンは薄笑いの表情で答えた。

「そんなこともあったな」

「どうでもいいことになったっていうの？」

「状じよう況きようが変わったと言え。あの頃の俺には夜があった。夜しかなかったがな。だが、今はどうだ？　もっと悪い。夜すら取り上げられそうになっている」

「――それは」

「ほらみろ、言葉が続かん。理由は他にもある。おまえが現れた。俺の願いを叶かなえる〈闇の聖女〉がな」

「レイヴェン。わたしは〈闇の聖女〉じゃないわ」

「だったら〈光の乙女おとめ〉のつもりか」

「いいえ。わたしはわたしよ。ミーナ。ただのパラデールの司祭ヴアーリーよ」

　きれいごとではなく、そう思っていた。教団の望む〈光の乙女〉でも、妖魔に望まれる〈闇の聖女〉でもない。

　そう思いたい。

「それにしちゃ、ずいぶんキラキラしてやがる」

　レイヴェンがミーナを眺ながめ回した。挑いどむような気持ちになって、ミーナは髪を解ときほぐす。

　輝かがやきが滝たきのように広がった。眩まぶしそうに目を細めたレイヴェンが、腕を組む。

「ああ、見事だな。だが、そのうちそれも闇に染そまる」

「染まらないわ！」

「好きなだけ言ってろ。今度は俺も容よう赦しやしない」

「やってごらん」

　勝ち気な言葉が口から飛び出した。ミーナは顎あごを上げて繰くり返した。

「ぜったい、あなたの思うとおりにはならない。なってやらない」

　レイヴェンの姿が影のように揺ゆらいだ。次の瞬間、彼はミーナのおとがいを摑んで上うわ向むかせていた。

「聞き飽あきたぞミーナ」

「飽きても、なくても、わたしはこれを許すわけにはいかないのよ」

「はっ、司祭だからか？」

「そうよ！」

　怒ど鳴なったミーナの耳元に、レイヴェンは口を寄せた。

「諦あきらめろ。おまえにも、誰にも、何か一つしか選べない」

　選ぶと言いかけて喉のどが塞がる。何もできていないのが現実だ。

　無力感が身体からだいっぱいに広がる。ミーナは目を閉じて喉を鳴らし、感情を呑のみこんだ。

「ミーナ。俺は戦争になるぞと言ったはずだ」

　そう言って、レイヴェンは彼女から一歩離れた。

「おまえは俺を選ぶしかない。できないというなら、勝手に抗あらがってろ。何をしたところで、どうせおまえは闇に染まる。ここは夜の国だ」

「わたしは〈闇の聖女〉にはならないわ！」

　叫さけんだミーナに彼は背を向けた。歩き去ろうとするその足を止めさせたくて、ミーナは言葉を投げつける。

「たとえ望むとおりにしたって、すぐ一人じゃなくなるわ。あなたはジャイナルに乗っ取られるのよ！」

　レイヴェンは止まらなかった。ぴくりと身体を震ふるわせることもない。

「知ったことか。これも前に言ったはずだ」

　一瞬の希望のために、すべてを差し出すのも厭いとわない。レイヴェンは以前、その覚かく悟ごを見せている。

「しばらく頭を冷ひやしていろ。当たっても、泣いても、わめいてもかまわん」

　レイヴェンは、肩かた越ごしにミーナを振り返って言った。

「どうせ、逃げられやしない」

　扉が開き、閉まった。怒りに任まかせて追いかけたマライナは、僧そう服ふくの帯おびを椅い子すの肘ひじに引っかけて転ころびかける。

「待ちなさいよ！　レイヴェン！」

　椅子を突き放して廊ろう下かに出た。

　鬼火のような灯あかりの点ともる廊下に、彼の姿はなかった。

　泣けばいいのかわめけばいいのか、ミーナにはわからなかった。

　もう待たないと、レイヴェンは決めたのだ。ナリスフレイのように歩き始めた。ただし、兄とは正反対の方向へ。




　ミーナは続く数日を一人きりで過ごした。

「頭を冷やせ」と言い置いていったレイヴェンは、あれきり姿を見せていない。ひとりぼっちにして怯おびえさせるつもりだったのか、対決を先さき延のばしにしたかったのか。どちらにしろ、ミーナを放っておいた。

　エナンは一度ミーナと食事をしに、というよりミーナが食べるのを眺めに来たが、それも二日前になる。

　ミーナがこの部屋で目を覚さましてから丸三日が経たとうとしていた。少なくとも、彼女はそう数えていた。ここでは日が昇のぼらず、日が沈まない。わずかな薄はく明めいだけが日数のよりどころなのだが――、もし寝過ごして気づかなかったとすれば、さらに数日が過ぎているのだろう。

　ミーナは窓まど辺べに立っていた。大きな張りだし窓の外には、広々としたバルコニーがついている。窓は開いていたが、出てみる気にはなれなかった。外は常に夜に呑みこまれている。

　薄明の刻ときに目を凝こらした結果、どうやらこの城は高い場所、丘か崖がけの上にあるようだった。けれど、その下に町があるのか、そもそも家があるのかまでは判然としない。

　眼下の景色はいつも靄もやに包まれていた。闇の中から灯りが漏れてくることもない。

　城内も似たようなもので、どこもかしこも薄暗かった。もともと、妖魔たちは灯りをほとんど必要としないようなのだ。部屋や廊下に用意された燭しよく台だいは、もてなしや装そう飾しよくのためのものであるらしい。

　窓ガラスには、輝くミーナの姿が映っていた。光源として便利なのと、気持ちを強く持つための意味から、髪は解き下おろしたままだ。

　さすがに忌々いましかったのか、僧服はエナンに取り上げられてしまった。代わりに与えられた服はどれも黒く、しかもドレスだった。長い裾すそに蹴け躓つまずきそうになるたび、ミーナは悪態をついている。

「下着まで黒いんだから、徹てつ底ていしてるわよね……」

　もしかしたら衣い装しようで闇に染めるつもりなのかもしれない。疑いはあったが、裸はだかでいるわけにはいかなかった。それに、あれを見られるわけにもいかなかった。

　妖魔たちは一つ、知らないことがある。それがミーナを守る切り札になる可能性があった。

「キリヤナ。どうか守って……」

　つぶやいたミーナは、握にぎり合わせた拳こぶしを胸の下に押しつけた。ごく小さく祈りの聖句を唱となえると、髪から芽め吹ぶいた光が宙にさっと舞う。

「ギー、フィーン。ごめんね」

　今頃、どれほど心配しているかと思うと胸が痛かった。どこに連れて行かれたかわからず、やみくもに探しているかもしれない。

　このキラキラが届けばいいのに。ミーナは歯がゆかった。もちろん無理だ。グメーラとここは海と厚い雲でへだてられている。女神の力の及およぶ土地でもない。それにたとえ全力で歌い、強い光が降ふり注そそいだのがグメーラから見えたとしても、ミーナの行方ゆくえと結びつけられるかどうか。

　逃げることだって考えたけれど、とミーナは思う。それもなかなかできそうにない。

　ミーナだって試してはみたのだ。部屋には鍵かぎすらかかっておらず、見張りもいなかったから、廊下に忍び出るのはたやすかった。が、外へ繋がる扉へは一度も辿たどり着けていない。

　部屋を教えても覚えられないと言った意味がこれでわかった。エナンの宮殿は途と方ほうもなく広い。でなければ、迷うように仕向けるあやかしに満ちているのだ。

　ミーナが宮殿のどこかで疲れ果はてるたび、妖魔が迎むかえに来た。数度繰り返すと、妖魔は嫌いやになったようだ。エナンに訴うつたえたのか、今は扉の外に番兵が置かれ、ミーナが出かけると黙って後をついてくる。

　見張りは時々替わったが、彼らは話しかけてこようとはしなかった。食事や着替えを運んでくる者もそうだ。ミーナを煩わずらわせるなと命めいじられているのだろう。キラキラを嫌けん悪おする気持ちや、怖おそれる気持ちもあるらしい。それは、こちらを見る目つきでわかる。

　当分はそのほうがありがたかった。怖れているうちは、近づいてこない。

　彼らにはエナンやレイヴェンの命は絶対のようだが、先走る者がいたっておかしくない。妖魔たちにとって、マライナとジャイナルの復活は悲ひ願がんなのだから。

　絶対ごめんだ。ミーナは他の誰かになんてなりたくないし、身体を明け渡すつもりもない。

「レイヴェン……」

　そのことを考えるたび、必ずレイヴェンが思い浮かんだ。彼に応じるわけにはいかない。応じたくもない。けれど今も、助けたい気持ちに変わりはない。

　ミーナはまだ諦めていなかった。まだあがいている。

　だから、とミーナは神経を研とぎすました。自分の信じることのために、行動を起こそう――。

　大気のうねりを感じ、部屋をあとにする。廊下には、ほっそりとした青年の姿の妖魔と、半はん人じん半はん獣じゆうの者が立っていた。互いに、またうろつくのかと言わんばかりの視線を交かわす。

「お願いしたいことがあるんだけれど」

　ミーナから彼らに話しかけたのも、これが初めてだった。妖魔たちは揃そろって怪け訝げんな顔をする。

「エナンさまが、用があるときは誰かに案内させるように言っていたのだけれど」

「承うけたまわっております」と青年が丁てい寧ねいに答えた。もう一人が訊たずねる。

「お連れいたしましょうか」

「ええ、お願い」

「かしこまりました」

「ただし、レイヴェンのところへ」

「マライナさま――」

　驚いた妖魔が口ごもった。ミーナは彼らにも「ミーナだ」と訂てい正せいする。

「あの人もこの宮殿にいるのでしょう？　わたしが会いたいのは彼なの」

「は。ですが」

「連れてくるなと言われているわけ？」

「いえ――」

　彼らは外を気にするそぶりをした。ミーナはあえて知らん顔し、さっさと歩き始める。

「そ。ならいいわ。自分で探すから」

「お待ちください！」

　妖魔たちが慌あわてて追ってきた。あてずっぽうに歩き回っては帰れなくなるミーナに、ほとほと嫌いや気けがさしているに違いない。

「わかりました、ご案内いたします」

「ありがとう」

　ミーナはにっこりした。鄭てい重ちように扱あつかえと言われているだろうから、ちょっとだだをこねれば通るだろうと思ったとおりだ。

　妖魔たちは渋々しぶミーナを案内した。廊下の角を五つ曲まがり、階段を三度上のぼり下おりした時点でミーナは帰り道がわからなくなった。このあときっとレイヴェンに部屋を追い出されるだろうから、そうしたら誰かをつかまえて連れ帰ってもらわねばならないだろう。

　彼らは飾り紋もん様ようのついた扉の前で立ち止まった。扉は黒く、飾りは星のような銀色に輝いていた。火を吹く怪物や蛙かえるを吐き出す鳥と蔓つる草くさを組み合わせたそれは、グメーラ城の地下墓ぼ地ちのものとよく似ている。

「待って」

　扉を叩たたこうとするのをミーナは制した。「ここがレイヴェンの部屋なのか」と問うとうなずきが返る。

「ありがとう。もういいわ。あとは一人で行けるから」

「ですがマライナさま」

「ミーナ。次に間違えたら、光の聖句をおみまいします」

　意地悪く脅すと妖魔は震え上がった。彼らはほんの小者なのだろう。帰れという仕し草ぐさに従って廊下を逃げ去る。

　呼吸を整えたミーナは扉に手をかけた。かちりと手ごたえがあり、扉は音もなく開く。

　中に滑すべりこんで、後ろ手に閉めた。すぐにもう一つ扉があり、そちらも開ける。

　できるだけ音を殺したつもりだったが、それでも誰すい何かがあった。

「誰だ？」

　レイヴェンの声だ。衝つい立たてで姿は見えないが、奥にいるらしい。

　彼がやってくる気配はなく、代わりの者が現れる様子もなかった。ミーナは衝立を回りこんだ。黒いドレスの生き地じが、耳ざわりのいい衣きぬずれの音をさせる。

　レイヴェンは長椅子に横たわっていた。突然押しかけてきたミーナに目を剝むいたが、身体にまとわりつくような黒い衣装に目を細めた。

「ほう、悪くないな」

「僧服はエナンに没ぼつ収しゆうされたわ」

「だろうな。あんな不ふ愉ゆ快かいなもんはとっくに灰になっているだろう」

「気に入っていたのに」

　しまっておくはずがないとわかっていたが、惜おしかった。襟えりや袖そで口ぐちに施ほどこされた金の刺し繡しゆうは美しく、膝ひざの辺りにくる〈女神の鏡かがみ〉の紋もん章しようも好きだったのに。

「ミーナ、服を見せびらかしに来たのか？」

　そう言いながら、レイヴェンはようやく起きあがった。隠かくそうとしたが、両手首から伸びた鎖くさりが見え、重い音を立てる。

「閉じこめられているの？」

　ミーナはびっくりして駆け寄った。枷かせに繋がれた手を取ろうとするが、レイヴェンにはねつけられる。

「ほうっておけ。たいしたことじゃない」

「でも――」とつぶやきながらミーナは確信した。やっぱり。彼女の想像は間違っていなかったのだ。

「で、なんだ？」

　中ちゆう途と半はん端ぱに黙ったミーナを急せかすようにレイヴェンが訊いた。そう、急かすだろう。追い払いたいはずだ。

　ミーナのほうが居い座すわりたかった。だから、何気ないふうを装よそおって答える。

「そうよ。この格好を見せに来たの。どう？」

　くるりと回って、裾に足をとられて尻しりもちをつきそうになる。

　レイヴェンが呆あきれ顔をした。

「下へ手たな噓うそはよせ。どうせ、つんのめるたびに『ちくしょう』とか言ってたんだろう？」

「悪かったわね」

　お見通しなのが悔しかった。つかの間、以前の関係に戻れたような気がしてレイヴェンが懐なつかしくなる。

「帰りましょう」

　呆ぼう然ぜんとするレイヴェンの前で膝をつき、今度こそその手を握りしめた。両手で包みこむ。

「帰りましょうグメーラへ。お願い。今ならまだ間に合うわ」

「帰ってどうする」

　驚きから立ち直ったレイヴェンが訊いた。表情が苦痛と怒りに歪ゆがむ。

「俺にグメーラで、フレイに殺されろって言うのか？　ミーナ、なんべんこの話を繰り返せば気がすむ」

「殺させたりしない。ナリスフレイさまは説得するわ。礼れい拝はいに出なくたって、いい領主さまになれるわ。そうでしょう？」

「おまえ、やってみたんじゃなかったのか？　聞かなかったんだろう？」

「聞いてもらうわ。もう一度話してみる。だから」

「諦めるんだな。俺に『うん』と言わせるために、できもしない約束を並べたてるな」

「レイヴェン！」

「わめくな！」

　ミーナは怒鳴り返された。きゅっと口を結んでレイヴェンを見つめる。

　レイヴェンは苛いら立だちを押し殺すようにして言葉を継ついだ。

「頼むから認めてくれ。これ以上俺を苦しめるな。俺たち――、俺と兄貴は元には戻れない。昼と夜を二人でわけあう時代は終わったんだ」

「昼も夜も、どちらか一人のものになるというの」

「というより、〈昼〉になるか〈夜〉になるかだ。ヤツが勝てば〈夜〉のくびきから外はずれる。あいつに妖魔の血は流れてないんだからな、ただの人だ」

「あなたが勝てば〈昼〉のくびきが外れるのね。あなたはルシャインと呼ばれるほど力が強いから」

　知っているくせにと鼻を鳴らしたレイヴェンにミーナは訊いた。

「それでいいの？　あなたはここに住んで妖魔になって、やっぱり〈昼〉を手放すのよ」

「だったら俺の血を抜いてくれマライナ。清めてみせろ！」

　痛いところを突いたらしく、レイヴェンが吼ほえた。

「こうじゃない道があるなら教えてくれ。俺を導いてみろよ司祭さまヴアーリー。みんなを納得させてみろ！　妖魔も、おまえたちパラデールも！」

「納得させたいわよ！」

　負けずに声を張りあげた途と端たん、涙がこみあげた。弱みをみせるものかとこらえる。

「わたしの何かを引き換えにできるなら、喜んでする。あなたをジャイナルの〈器うつわ〉なんかにしたくない。あなたが消えるのなんて見たくない」

　考えるだけで怖い。自分を喪うしなうのと同じくらい怖い。

「そうなりゃ世界は破は滅めつだからな。そうだろ司祭さま」

「知ったことじゃないわそんなの！」

　ミーナははっと口を押さえたが、やがて腹をくくって認めた。

「本当は、こんなこと口にしちゃいけないのよ。それに半分は勢い。ちゃんと、務つとめを果たさなくちゃって思ってる。放り出したりはできない」

　でもね、とミーナは手に力を込めた。

「知るものかって思うのも噓じゃないの。レイヴェン、あなたがいなくなるなんて絶対に嫌」

　レイヴェンは震えるミーナを無言で見下ろしていた。やがて小声で返してくる。

「気にするようなことか？　俺が消えるときは、おまえも消えてる」

「二人ともいないんだからかまわない？　いいえ。あなたがあなたでなくなるなんて、耐えられない」

　ためらったが、感情がミーナを押し流し、告白させる。

「レイヴェン、あなたが好きなの。世間の意味とは違うかもしれないけれど、大切なの」

　誰かに対して、こんな気持ちになったことなんてない。

　レイヴェンが呆あつ気けにとられた。「ミーナ」と声を揺らす。

　けれど彼は苦笑した。皮肉っぽく決めつけた。

「どうせ、兄貴もなんだろ？」

「そうよ――」

　ミーナはうつむいた。だからどうにもならない。どちらもかけがえがない。

「ナリスフレイさまのことは尊敬してるわ。あの方は支えてくれるし、支えになりたいと思ってる」

「だけど俺も――か。振り出しに戻ったな」

　嘲あざ笑わらうようにレイヴェンが言った。ミーナの手を、もう片方の手で引きはがす。

「正直、うんざりだ。出口の見えない話を続けて何になる」

　ミーナの手を払った。床の鉄てつ輪わにくぐらせた鎖が鳴る。

「出ていけ。どんなにしたって、俺はおまえの思いどおりにはならん」

「思いどおり？」

「違うか？　おまえはただの欲よく張ばりだ。両方ほしい。いい加減にしろ」

　疲れたようにレイヴェンが言った。

「俺は、俺だけを見ないやつに用はない。いいや、俺だけを望むようにしてやる」

「力ずくで？」

「だったらどうした？　おまえは〈闇の聖女〉になるためにここにいる」

「どうしてわからないの！　わたしが〈闇の聖女〉になったら、すべてがおしまいなのよ」

「そうだな、そういう予言だ」

「馬鹿！」とミーナは怒鳴りつけた。予言なんかどうだっていい！

「あなたのことよ。〈器〉になってしまったら、どんなチャンスだってなくなるのよ！」

　レイヴェンがレイヴェンでいられる時間は短い。ミーナはそう思っている。なぜなら、ミーナをのっとって甦よみがえろうとしているマライナは、ジャイナルだけがほしいのだ。

　レイヴェンが短く、荒々しく笑った。

「はっ。チャンスがないのはグメーラにいたって同じだ。堂々巡めぐりだぞ司祭さま。だから話は終わりだ。俺は俺のしたいようにする」

　出ていけというそぶりをされ、断言された。結局、結局こうなるのだ。

　ミーナは悲しかった。さだめの流れを止められないなら、ミーナも言うしかない。

「わたしだって同じよ。あなたの望むようにはできない」

「だろうな。今は喋しやべりたい気分じゃないんだ。あとで、いくらだって脅してやる」

　レイヴェンが長椅子に横になる。一眠りするように目を閉じた。

　ミーナは窓に目をやった。分ぶ厚あつい布が覆おおっていたが、それを感じることはできる。

「先延ばしにするのはなぜ？」

　わざと彼女は訊いた。レイヴェンはうるさげな顔をしたが、答えない。

「今はまずいのよね？　そうでしょレイヴェン、外が明るいわ」

　薄明。夜の国の、一日の区切りの時じ刻こくだ。レイヴェンが無視を決めこもうとする、その耳元にミーナはささやく。

「ナリスフレイさまが来てるんでしょう？」

　この国で、もっとも昼に近い刻限だった。昼はナリスフレイの領分になる。

「そこまで来てるんでしょうレイヴェン。あなたと替わろうとしているのを、押さえつけているんでしょう？」

「なんでわかった？」

　不ふ機き嫌げんに片目だけ開けたレイヴェンが訊いた。やっぱり。もしやと思い、この時間を狙ねらったのは、当たっていた。

「この間、あなたは薄明が終わった途端に来たわ。べつに、エナンさまと同席したってよかったのに、そうしなかったのはなぜだろうと思ったの。それに、エナンさまは『先に戻った』とも言ったわ。あなたがあとから来たのは、昼をどこかでやりすごしたため、よね？」

「くそっ」

　カンのよさにレイヴェンが吐き捨てる。けれどミーナだって、だてに彼らとつきあってきたわけではない。

「今、ここでナリスフレイさまが出てきたら困るものね。だから、念のため自分を繋いだんでしょう？」

　レイヴェンは兄に替わった瞬間、妖魔の力を失う。避さけたいと思うのは当然だろう。

「おまえ。それでこの時刻を狙ったのか」

　ごまかす意味はない。ミーナはうなずいた。

「ちっ」

　舌打ちしたレイヴェンが、けれど意地の悪い笑みを浮かべる。

「あいにくだな。やつにどんなに会いたかろうと、出てこんぞ」

「どうかしら」

　賭かけてみる価値はあると思ったからこそ、ミーナはこのときを選んだ。

　レイヴェンの顔色が変わる。彼ははね起きた。

「歌うつもりじゃないだろうなミーナ。やつらに八やつ裂ざきにされるぞ！」

「かもしれないわね。――安心して。そんなこと思っていないから」

　危険すぎるのは承知だ。だいたい、ここでどれほどの効果があるかもわからない。

　だから、別の方法を取るのだ。

　ミーナは大きく開いたドレスの胸元にすばやく手を差し入れた。注意深く隠してきたものを握りしめる。

　もう一つの〈女神の鏡〉だ。聖職者のそれではなく、母キリヤナの残したお守り。

　エナンはこれに気づかなかった。ミーナのキラキラを、彼女自身の力だと思ったのだ。

　もちろんそれもある。けれど、メダルが長年吸いこんだ祈りの力でもある。

　お母さん、キリヤナ。――力を。

　ミーナは凍こおりつくレイヴェンに飛びついた。メダルごと触れる。小さく毒づいたレイヴェンの目が、焦しよう点てんを失う。

　ゆっくりと彼が戻ってくる。小さく呻うめいてかぶりを振り、それから目を瞬しばたたいた。

「司祭？　わたしはどうしていたんだ……？」
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　ミーナは安あん堵どのあまりナリスフレイにもたれかかった。遠えん雷らいが聞こえた。陽ひの昇のぼらないここでも雷は鳴るのだと、ミーナは場違いな感想を持つ。

「司祭ヴアーリー！」

　驚きながらも受け止めようとしたナリスフレイの動きを鎖くさりが縛いましめる。ナリスフレイは手て枷かせにぎょっとし、それから違い和わ感かんも覚えたのか目を瞠みはる。

「それに、その服！　――ああくそ」

　らしからぬ悪態をついた。鎖を鳴らしながら眉み間けんを揉もむ。

「何か飲まされたのか……？　灯あかりが緑色に見える」

「緑なの」

「え？」

「そういう場所なんです。ここには女神の力は届きませんから」

　ミーナは顔を上げた。ナリスフレイから離れて立ち上がる。

「驚かせてごめんなさい。でも、あなたに会えたら気がゆるんで」

「司祭がほっとするほど、長く経たっているのか？　今はいつなんだ？」

「わたしが数え始めてからは三日くらいです。でも、その前にどのくらい眠っていたのかわからないから、正確とは言えません」

　ナリスフレイが片かた眉まゆを上げた。ミーナは眠っていた理由を口にする。

「エナンにさらわれたんです、わたし」

「エナン!?　まさか災わざわいの――？　それじゃ司祭、ここは」

「ええ。〈魔の大陸〉です。エナンの宮きゆう殿でん」

「なんてことだ」

　全身の力を奪われたように、ナリスフレイは背もたれに身体からだをあずけた。夢だと信じたい顔でミーナを見上げる。

「だからレイヴが繋つながれているのか……？」

「いいえ。鎖はレイヴェンがつけました。あなたが出てきたときのために」

「なんてことだ」

　繰くり返したナリスフレイは目を閉じてうなだれた。くぐもった声で詫わびる。

「すまない」

「ナリスフレイさま？」

「こうなったのはわたしのせいだ。わたしが急いだから、レイヴにも急がせたんだ」

「仰おつしやらないでください。それを言うならわたしが、お二人に期待なんかさせなければ……」

「いや、違う。急いだからには、徹てつ底ていするべきだった。司教ヴアルプトに言われたよ。今、レイヴに自由を与えるべきではないと」

「フィーン、そんなことを言ったんですか」

　話したのは礼れい拝はいのときだろうと察しがついた。

「彼女は見通していたんだろうな。わたしはあえて聞こえないフリをした。レイヴがここまでやるとは思わなかったし、あなたにもこれ以上嫌きらわれたくなくて」

　目を丸くしたミーナに、顔を上げたナリスフレイは困ったように言った。

「すごい剣けん幕まくで怒ど鳴なりこんできたじゃないか。賛成してもらえるとは思ってなかったけれど、顔も合わせてくれなくなるとはね。……効きいたよ」

「それは。レイヴェンが苦しむとわかってる礼拝は、どうしても執とり行えなくて」

「司祭の気持ちは知ってるよ。初めから、あなたはレイヴの力になろうとしていた。わたしも承しよう知ちで踏ふみ切ったんだ。だったら、手をゆるめてはいけなかった。どれほどあなたに嫌われても、知らん顔をしなければならなかったんだ」

「ファランドさんが、似たことを仰ってました」

「そうか。それで？」

「自分にはできなかった、って。だから、キーラさんを許したんだそうです」

「ファランドは、父親みたいなところがあったからね。わたしもなついてたよ」

　伯はく爵しやく兄きよう弟だいと実の父との交流は深くない。先代伯爵は妖よう魔まの血に押し潰つぶされ、矛む盾じゆんした言動を取ってはそれを理解できずに嘆なげいていた。

　沈ちん黙もくが部屋におりた。口をつぐんだナリスフレイが気持ちを切り換える。

「いつまでも過ぎたことを言っていても仕方がないか。司祭、それで、あなたがここにいるのはどうして？」

「ナリスフレイさまにお会いしたくて。あのままだと消えてしまうんじゃないかと心配だったんです」

　ミーナは手を広げてメダルを見せた。〈女神の鏡かがみ〉は淡あわい光を放っている。

「それ、いつものじゃないね」

「母のメダルです。懐ふところに入れてたこれを使って、キラキラであなたを呼んだんです。いつものは持ってませんでした。さらわれたときに取り上げられたのかも」

「じゃあ切り札じゃないか。それをわたしなんかのために。いや、そうだね、ありがとう」

　叱しかりかけたナリスフレイは言葉をあらためた。ふうっと大きな息をつく。

「本当を言うと、ちょっとほっとしている。目が醒さめているのに起きられない、ずっとそんな気持ちだった。夢を見ているんだろうと思って、早く起きようともがいてたのは夢じゃなかったのかもしれない。もしかすると、わたしが消えるときはそんなふうなのだろうね。必死に目覚めようとして、目覚められずに忘れられてゆく」

「ナリスフレイさま！」

「ごめん。まだどこかで夢を見ているみたいで」

　頼りなげに差しのべられた手をミーナは取った。ぎゅっと握にぎりしめる。

「その服、司祭じゃないみたいだ」

　眩まぶしそうな顔をされ、ミーナは恥ずかしくなった。ここまで胸元のあいた服を着るのは初めてなのだ。

「似合ってるよ。あなたは嫌いやがるかもしれないが、その服で髪を下おろしていると、わたしにはなんだか、マライナと共にいるような気がする。千年の昔、あの方がここに来たときはこうだったんだろう、って」

「さらわれてきた当時のマライナですか？　ああ、そうですね。まだ髪は黒くなかったはずですから。っていうよりも、もっとキラキラだったんじゃないでしょうか」

　光の女神の娘だ。陽の射ささない夜の国を、まばゆく照らしたことだろう。

「歴史は繰り返す」

　ナリスフレイが感かん慨がい深ぶかそうに漏もらす。きょとんとしたミーナに説明を足した。

「いや、さだめは繰り返す、かな。予言は、神話の世界の出来事をなぞるように進んでいるように感じるんだ。マライナもミーナも、さらわれてここに来た」

　女神の娘として生まれ、妖魔の王に出会い、夜の国へ。

「マライナは、闇を選んだ。ミーナはどうするつもりだろう」

　訊たずねられ、ミーナは唇くちびるを嚙かみしめた。流れは止められない。もう止まらない。それでも心を決められない。

「レイヴを思い切れない？」

　情けない思いでミーナはうなずいた。

「矛盾してるんです。だってわたしは、レイヴェンの望みには添えないから。なのに喪うしないたくないって、そればかり思って」

「わたしも同じ気持ちだ。こんな所にまで来ていて、あいつを憎にくんだりできない」

　ミーナもできなかった。幾いく度ど騙だまされても。

「頭ではわかってるんです。とにかくどうにかして、わたし一人でもここから逃げ出さないと。わたしが〈闇の聖女〉になったら、すべてがおしまいですから」

「レイヴェンを置いても？」

　訊ねられてミーナは言葉を詰まらせた。はげしく瞬しばたたいた。

「置いて行きたくなんかありません。だけど、レイヴェンはもう戻らないって。ここで妖魔になるつもりなんです。『魔ま王おう伯はく』じゃなく『魔王』に」

　声が震ふるえた。先を続けられなくなる。

「司祭」

「ごめんなさい、大丈夫です。泣いたりしませんから。ただ、自分がふがいなくて。ちゃんと説得できなくて、結局売り言葉に買い言葉になってしまって――」

　苦い思いがこみ上げた。

　ナリスフレイがミーナの手を強く引いた。腕の中に倒れこんだミーナを抱きすくめる。

「ナリスフレイさま？」

「すまない、あいつのために……」

　詫びる声が滲にじみ、ミーナはぎゅっと目を瞑つぶった。彼も身を切られる思いをしている。












　ミーナはナリスフレイの背に腕を回した。気持ちをわかちあえるのは互いしかいない。

　二人は、しばらくそのまま寄り添っていた。また雷が鳴っている。

「一緒に逃げよう」

　やがてナリスフレイが言った。

「二人で戻るんだ、グメーラへ。陽の昇る土地へ」

　耳元でささやかれ、ミーナは身じろぎする。目が合うと、彼は言った。

「今度こそ、戦いになる。『魔王伯』の居場所なんかなくなるけれど、こらえてくれ」

　レイヴェンを断たち切る。そう言うのだ。けれど、そういうことだ。妖魔たちはミーナを追って来る。戦せん端たんが開かれるのは免まぬがれない。

　ミーナは涙を溢あふれさせた。あがいて、あがいて、最後はこうなるなんて。

「いやです――」

　つぶやくのがやっとで、あとは嗚お咽えつを呑のみこんだ。

「どうしてナリスフレイさままでそんなことを。レイヴェンにチャンスはないんですか。ここにいても、グメーラにいても駄だ目めだなんてひどすぎます」

「わたしだって、言いたくて言っているわけじゃない！」

　ナリスフレイが声を大きくし、我に返って詫びた。

「すまない。けれどレイヴがレイヴの、あなたがあなたの望む道に進むように、わたしもそうするしかないんだ……」

　グメーラを守る。ミーナを守る。そのためなら、どんなつらい思いをしてもいい。

「ナリスフレイさま。わたしたちどうすれば――」

　ミーナはナリスフレイにしがみついた。絶望。そんな言葉しか思いつかない。

「だから、逃げるんだ。とりあえず、この国にいていいことなんて一つもない」

「ですけど、ここからどうやって出ればいいのか。宮殿は迷路みたいに広くて、外を見ても周まわりの様子がよくわかりませんし。それにナリスフレイさま、あなたが出ていられるのは薄はく明めいの間だけだと思います。たぶん、ほんの四し半はん刻ときだけ」

　グメーラに辿たどり着く前に、彼はレイヴェンに替わるだろう。もしかすると、宮殿から出もしないうちに。

　ナリスフレイが黙りこんだ。四半刻。あまりにも短すぎる。

「死ぬしかないのか」

　聞かせるでもないつぶやきにミーナは耳を疑った。がば、と身体を離す。

「ナリスフレイさま!?」

「諦あきらめたわけじゃない。選せん択たくの一つとしての話だ」

「そんな選択、あるわけないでしょう！」

「残念だがあるんだ。わたしはレイヴをやつらには渡せない。ジャイナルにはさせられない」

「だから死ぬって言うんですか？　間違ってますそんなの」

「正しいと思ってはいないよ。けれど他に方法がないのならば」

　ナリスフレイとレイヴェン、二人共に。

「どうして、そうなるんですか」

　ミーナは椅い子すから滑すべり落ち、床に膝ひざをついた。両手で顔を覆おおう。

「こんなにつらいさだめがあっていいの？　女神よ、慈じ悲ひはないんですか！」

　誰よりも苦しんできた二人なのに。差しのべられる救いはないのだろうか。

「だったら、わたしが死ぬわ！　それが一番先です。わたしがいなければ、マライナは甦よみがえれないのだもの。わたしが死にます」

「あなたは駄目だ、司祭。あなたのキラキラが、この先グメーラには必要となる」

「あなただってそうでしょう！　グメーラ伯は誰？」

　ミーナは肩にかかったナリスフレイの手を払った。無む性しように悔くやしくなって、彼の膝を拳こぶしで叩たたく。手首を、ナリスフレイがそっと押さえつける。

「司祭。やつらと本気で戦うなら、むしろわたしより、教団のほうが優すぐれている」

「ナリスフレイさま！」

「冗談で言ってるんじゃない。じつは、すでに手は打ってあったんだ。教団本庁に派は兵へいを要よう請せいした」

「そんな」

「司教は賛成してくれたよ。教きよう皇こう猊げい下かへ、手紙を書いてくださったはずだ」

「あっ」

　ミーナは、フィーンが封書を出しに行ったのを思い出した。あれがそうだったのだ。

「ですけど。そうなったらグメーラは」

「どのみち、戦いになれば〈盟めい約やく〉は終わる。伯爵家の役目がなくなるのも承知のうえだ」

　領主廃はい業ぎよう。いつか、冗談で出た言葉が思い浮かんだ。あのときすでに、彼はこれを想定していたのだろうか。

「もう嫌です」

　ミーナはドレスの膝のあたりを握りしめた。

「こんなの、もう嫌です。誰も喪いたくないのに、逆方向へばかり！」

「それでも、司祭。進むしかないんだ」

「わたしはそこまで前向きにはなれません。無理です」

「無理でも行くしかない。わたしはそうする。神の駒こまになるために生まれたわけじゃないと思いたいから。最後まで、人として生き、人として生を終える」

　ミーナは顔を上げた。ナリスフレイを見つめる。

　彼は端たん然ぜんとしていた。心の中では泣いているはずなのに。

「どうして、そんなに靱つよくいられるの」

「悔しいから」

　言いきったナリスフレイが、静かに続けた。

「わたしはわたしだから。たとえ身体は半分でも」

「わたしだってわたしです。だけど」

　声を詰まらせるミーナに、彼は微笑ほほえんだ。

「諦めたわけじゃないと言っただろう、司祭。わたしは、できるところまではやってみるつもりだ」

　まず逃げる手を考える。叶かなえば、全力でここを離れる。

　ミーナはますます絶望的になった。訊ねる声が甲かん高だかくなる。

「どうやって？　海を越える力だって、わたしたちにはないのに！」

　そのとき、ミーナに応こたえるように雷が空を裂さいて落ちた！

　凄すさまじい音にミーナたちは縮み上がる。ガラスがビリビリと震え、だしぬけに割れた。すべての窓が砕くだけ、日ひ除よけの覆いが風をはらんでまくれ上がる。

　雨が吹きこみ、燭しよく台だいの炎がじゅっと音を立てて煙けむりに変わった。いくつかは床に転ころがり落ちて消える。

　バルコニーに誰かが降おり立った。すらりとした人影。鎧よろいの輝かがやき。漆しつ黒こくの膚はだに炎の髪をした、あれは精せい霊れいだ――！

「雷精ラバト！　ギー！」

　ミーナの声にラバトがやってきた。違う、ギーじゃないとミーナは気づく。

　よく似ているのは、兄弟だからだろう。ラバトは軍神バヌルの息子むすこたちで、ギーはその一人だ。

　彼が手を一振りすると、表で稲いな妻ずまがひらめいた。また別のラバトが駆かけこんでくる。ミーナにはわかる、彼がギーだ。

「来てくれたの」

　彼は応えなかった。精霊と人の間では会話が成り立たないのだ。彼は素す早ばやくミーナを抱き上げた。もう一人が、ナリスフレイの手枷を外はずす。

　ラバトの手の中で小さな稲妻がはじけた。呻うめいたナリスフレイがくずおれる。

　彼がレイヴェンと替わらないようにだ。薄明は短い。

　抱かかえられたナリスフレイと共に、ミーナは外へ出た。息を呑む。

　揃そろいの鎧に身を包んだラバトたちがそこにはいた。手にした剣に雷がまとわりつき、彼らにはバスコイが、本物のバスコイが従っている。

　女神の軍勢。ふっとそんな言葉が浮かんだ。彼らは道を空あけ、ミーナたちを通す。

　エナンの宮殿が騒さわがしくなり始めた。

　ギーに抱かれたミーナは風に乗った。彼らは雷鳴に包まれ、夜の国をあとにする――。
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　ミーナは昏くらい場所にいた。辺りには靄もやがかかっていて様子がわからない。

　不安に思って見回していると、すうっと滑すべるように誰かが近づいてきた。まるで影のようにひそやかだ。音はない。

　その人は女性で、地を掃はくほど長い髪を肩かたに垂たらしていた。黒髪。目は翡ひ翠すいの緑で、面おも差ざしにどこかミーナに似たものがある。

「マライナ……？」

　つぶやくと相手はかすかにうなずいたようだった。それでミーナは、ここがどこなのかを知った気がした。

「夢なのね。あなたに会うって、そういうことだわ」

　マライナは神代の世に命を落とし、再来するための〈器うつわ〉を待っている。だから実体はないはずなのだ。こんな見た目をしているかも、本当はさだかではない。

「夢とうつつは裏表のようなもの。どちらでも変わりはないでしょう」

「やっぱり夢なのね。あなたとわたしが話せるわけがないもの」

　雷精ラバトのときのギーとだって、会話は成り立たない。女神の娘とであれば、尚なお更さらだ。一度、身体からだを乗っ取られかけたときも、いくら話しかけたって通じなかった。

「あるいは夢だから話せるのよ。世の理ことわりもここまでは手が届かないから」

　夜の国みたいだとミーナは思った。あそこにも、女神キリヤナの手は届かない。

「どうしてなの」

　マライナに訊きかれたミーナは面めん食くらった。なにがどうして？

「どうして、あなたは邪じや魔まばかりするの？　あと少しというところまで来ると、必ず駄だ目めにしてしまう」

　文句を言われた。きっとこれも夢だからだろう。

「なぜ抗あらがうの？　あなたはわたしになるようさだめられた娘なのに」

「受け入れろとおっしゃるんですか。わたしがわたしであることを捨てて」

「それがさだめなのだもの」

　あまりにも簡単に言われて腹が立った。怒ど鳴なってもいいだろうかとふと考える。女神の娘には不ふ敬けいな気もしたが、ええい、かまわない。話すために、彼女はここにいるのだから。

「だったら、わたしを感情のない子としてお作りになればよかったんです。時期が来れば、おとなしくあなたになったでしょうから。寂さびしいと思ったり、誰かに必要とされて嬉しかったり、誰かを助けたいなんて思わないようにすればよかったんです」

「あなたがどう生まれるかは、わたしの決められることではなかったのよ。わたしはこの日が来るのを待っていただけ。ただそれだけなのだから」

「悪いけれど『この日』なんて来ません。わたしは絶対にあなたにならない。〈器〉にはなりません」

「あなたはわたしなのよミーナ。わたしになるために生まれたの」

「だから従えっていうんですか？　あなたが？　キリヤナ女神に逆らって、魔ま神じんの妃きさきになった方が？」

　言葉がきつくなる。理り不ふ尽じんだと思うせいだ。マライナは思うとおり生きたくせに、ミーナには許さないと言うのだ。

「あなた、怖いの？」

　マライナがミーナの顔を覗のぞきこむ。まるで鏡かがみを見ているようでぞっとした。違うのは、髪の色。それでも、ミーナとマライナはすっぽり重ね合わせられそうで、重ね合わせればわずかなズレもなくぴったりと収おさまるのだ。

　自分は〈器〉なのだと、あらためて知らされたように感じる。女神の娘の容いれもの。

「怖いです。怖くないはずがないでしょう」

　ミーナは嚙かみつくように答えた。元げん凶きようである彼女ほど、訴うつたえるのにふさわしい相手はいないだろう。

「わたしがわたしでなくなるって言われて、怖がらない人がいたら教えてください。あなたが目め覚ざめたら魔神も甦よみがえるって言われて、平気でいられる人がいたら教えてください」

「かわいそうな子。そんなにかまえなくっていいのよ」

　マライナの眼まな差ざしが同情の色を帯おびる。

「あなたはわたしなのだもの。すぐになんでもなくなるわ」

「消えてしまうってことですか」

「残るでしょう？」

「身体のことを言ってるんじゃないわ。わたしは、わたしだったものはどこへ行ってしまうんですか!?」

「答えられない。わたしは知らないことなの」

「知る気もないんでしょう？　違いますか？　マライナ、もしあなたが消えると言われたらどうなのですか？　怖いと思い、そうなるさだめの娘に同情してはくださらないの？」

　マライナが口をつぐんだ。どう答えればいいかを考えあぐねているようだった。

　もしかすると、そういう疑問をぶつけた人間はミーナが初めてなのかもしれない。人は神に従うのが当たり前で――、そういう時代にマライナは生きていた。

「マライナ、お訊きしたいことがあります。もしあなたがわたしに入ったら、ジャイナルも甦るんですよね」

「ええ。わたしはそれをずっと待っているの」

「あなたの望みは知ってます。訊きたいのは、ジャイナルがどう甦るかです」

「あの方の身体は戦いくさで深く傷つきました。だからあの方も、時が用意した〈器〉に宿るの」

　教団の見立ては正しかったのだ。がんと殴なぐられた気がしたが、ミーナは確かめずにはいられなかった。

「ルシャインの血に連つらなる者にですか」

「そう。あれはあの方の〈器〉。わたしの夫そのもの」

「違います」

「今はね。でも、そうなるのだと時が決めたの」

「だから、わたしと時期を同じくして生まれたというんですか？」

　マライナがミーナを見つめた。かすかに首を傾かしげるようにする。

「わかっているのに訊くのね？」

「やめて」

　ミーナは血の気を引かせた。自分とそっくりの女神の娘の足元に跪ひざまずく。

「お願いです。どうかあの二人は見み逃のがしてあげてください。ジャイナルの〈器〉にはしないでください。他の方法を考えて」

　遮さえぎられるまいと早口でまくし立てた。マライナに願うなら、今ここでしかない。

「わたしを差し出せと言うならそうします。消えてもかまいません。でも、ナリスフレイさまとレイヴェンには手を出さないで。ずっと苦しい思いをされてきたんです。押しつけられたさだめのせいで、どれほどつらかったか」

「あなただって同じではないの」と声が降ってきた。ミーナは幾いく度ども首を振った。

「わたしは幸せでした。恵まれてました。本庁で育ち、教きよう皇こうさまやフィーンやギーがいつも側にいて、歌えばキラキラが取りまいて……。でもあの二人は違うんです。人目を避さけてきました。話せる人だってほとんどいなくて。特にレイヴェンはひとりぼっちだったんです」

「レイヴェン？　ああ、ルシャインのほうね」

「そうよ、ジャイナルになるほうよ。お願い。このまま彼から身体を取り上げないでください、どうしてもお取りになるというなら、二人に新しい〈器〉を渡してください。二人それぞれに！」

　もしマライナが承しよう諾だくするなら、命を差し出てもいいとミーナは思った。それで二人が自由になるなら、なれるならば、代価をこの身で贖あがなおう。

　ところが、膝ひざをついて目の高さを合わせたマライナは言った。

「できればいいわね。母にお祈りなさい」

「マライナ！」

「わたしには叶かなえてあげられない。わたしにはなんの力もないのだから」

「そんな」

「驚くことかしら？　それともあなたたちは知らないのかしら？　わたしが何一つ司つかさどるもののない、ただの『女神の娘』だということを」

　ミーナは自じ嘲ちようの響ひびきを聞き取った。知っていたが疑問に思ったことはなかった。誰からも愛される女神の娘、それで納得していたのだ。

「奇き跡せきを起こせるのならば、それは母よ。みなの前から姿を消してしまったあの方だけ」

「つまり、無理ってことですか。女神はもう千年も現れていないんです」

「お祈りなさい。祈りが届けば叶えてくれるかもしれないわ」

「では、待ってくださいませんか。わたし、祈ります。女神のもとに声が届くよう祈りますから」

「いいえミーナ」

　マライナが断固とした眼差しになった。

「わたしはもう待てない。この千年、気の遠くなるほど恋こがれる想いに耐えたのよ」

「せめて一年だけ！　お願いします、マライナ。次の春が巡めぐるまででいいですから」

「ごめんなさい。いやよ」

　マライナは頑かたくなに言い張った。

「今は、わたしに許された大切な一瞬なの。これを逃のがして、あの方を失うなんてできない」

「わたしは逃げません。どこへも行かないと約束します。だから祈らせてください」

「祈りたければそうなさい。わたしは待ちません。じきエナンが軍を向かわせるでしょう。わたしの息子むすこが、あなたとあの方を連つれに」

「レイヴェンはまだジャイナルではないわ！」

　ミーナは抗こう議ぎしたが、マライナにはどうでもいいようだった。初めから、彼女は彼かの二人を〈器〉としてしか見ていない。

「それに息子というなら、レイヴェンたちだってそうでしょう？　代々のグメーラ伯は、あなたとジャイナルの〈息子〉です。遠い遠い時代の息子です」

「そうね」

　マライナは認めたがそれだけだった。いくら血のつながりがあろうと、割さく時間はないというのだ。

「どうしてですか!?」

　ミーナは声を荒らげた。

「あなたは、一度はすべてを手に入れました。そうでしょう？　なのに、あなたの遠い息子にはそれが許されないのですか。ほんの少しでいいんです、一つだけでいいから望みを叶えさせてあげてください」

「それはできないわ。わたしには力がないし、せっかく巡ってきた時を台無しにしたくないの。現にこうして、あなたに足を引っ張られてる。お母さまの陰いん謀ぼうね」

「女神は関係ありません。わたしはわたしの気持ちでお願いしているんです！」

「そう？　そうなのかもしれないわね。でも、わたしの答えは同じよ。残念だけど」

「マライナ！」

「お祈りなさい、ミーナ。それを止めはしないから。あなたの声が母に届くといいわね。わたしであるあなたの声を、母が聞いてくだされば」

　昔に思いを馳はせるようなマライナを、ミーナは責せめた。

「一緒に祈ってはくださらないのね」

　マライナがゆっくりと目を瞠みはった。両の拳こぶしを握にぎったミーナは、怒りを彼女にぶつけた。

「願いを聞いてくださるのは女神しかいないと仰おつしやるのに、祈ってはくださらないのね。あの二人を自由にしてくださったら、わたしは喜んであなたのものになると言っても駄目なのね」

「母は、わたしの願いなど聞かないでしょう」

　目を逸そらすマライナに、ミーナは追い縋すがるように訊たずねた。

「試したんですか？　なにもなさっていないでしょう？　それでいて諦あきらめるの？　ジャイナルは千年だって待ち続けているのに」

「だからこそ、今を逃せないと言っているのがわからないの!?」

　言葉を叩たたきつけられた。ミーナは首を縮めたが、腹に力を入れて応こたえた。

「わかりません。このままでは、わたしの返事も変えられません。あなたにはならない。わたしはわたしのままでいます。本当はそうしたいもの！」

「ミーナ」

「死んでやるわ」

　切り札を口にするとマライナが青ざめた。この脅おどしは効果があるのだ。

「嫌いやなら取り引きよ。あなたは、わたしという〈器〉もあの二人も失いたくないはずよ。わたしもです」

　マライナが「なぜわからないの」というように顔を歪ゆがめる。

「聞いてちょうだい、今だけなのよ。あなたが承しよう知ちさえしてくれれば、わたしは甦れるの」

　やっぱりわたしなのかとミーナは思った。ミーナの選せん択たくが、世界の行ゆく末すえを選ぶ。

　どうだっていいから二人を助けてと言いたかった。それとも〈光の乙女おとめ〉のままい続けると女神に誓ちかえばいいのだろうか。厳しい修しゆう練れんに身を置くと誓えば、祈りは聞こえるだろうか。ミーナ自身の何かを差し出すと言えば――。

「結局、こうなのね。わたしの望みは必ず邪魔されるの」

　マライナが立ち上がった。その姿が揺ゆらぐ。

「マライナ？　待って」

　ミーナは捕つかまえようとしたが、手は女神の娘を擦すり抜けた。そう、実体じゃないからだ。

「母に伝えてちょうだい。わたしはそれでも思うとおりに生きるわって」

「わたしは女神の使いじゃありません。それに答えだってまだ――」

「言ったわ。時間なんてないのよ、と」

「助けてはくださらないんですね」

「そんな余裕はないもの」

「だったら、わたしも言うわ。あなたの好きにはさせない。あの二人はわたしが守ります」

　驚き顔になったマライナがくすっと笑った。

「その方法もないのに？」




　ミーナは自分の金切り声で目を覚ました。飛び起きた拍ひよう子しに額ひたいから濡ぬらした布が落ち、そのぽとりという音で布の存在に気づく。

　寝かされていたようだ。見み慣なれた部屋は、グメーラ城のミーナの私室だ。

　室内は明るい光に満たされていた。昼だ。懐なつかしい陽ひ射ざしが、けれど今は目にしみる。

「うなされていたよ」

「よかった。気がついた、ミーナ」

「フィーン……」

　屈かがんで箱形寝台の中をのぞくフィーンたちに、まだ夢見心地ごこちでミーナは言った。「首を絞しめてやろうかと思った」とつぶやく。

「って、わたしの？」

「いいえ、マライナのよ。夢を見たの。夢だったと思うんだけれど――」

　そう言いきれない手ごたえのようなものが身体に残っていた。

「マライナに会ったのか」

　寝台の側板にとまっていたギーが訊いた。ミーナは額に貼はりつく髪を拭ぬぐってうなずく。

「おかしいわよね。女神の娘と人間が言葉を交かわせるわけがないもの」

「いや、夢でならおかしくない」

　ギーが言った。夢は昔から、神と人が語らう場だったのだという。

「あいつ、なんだって？」

「そうね。もう少しだったのにどうして邪魔するのとか、おとなしく従えとか」

「おまえはなんて答えたんだ？」

「基本的に『嫌だ』って。取り引きを持ちかけてみたんだけど、うまくいかなかったわ」

「取り引き!?」

　ギーの声がはね上がった。もともとぎょろりとした目をひん剝むく。

「怒らないでよギー。わたし、半分は夢かと思ってたんだから。確かめたの、わたしたちの推すい測そくが合っているのかどうか。正しかった。ナリスフレイさまとレイヴェンは、ジャイナルの〈器〉なの。時が用意したそうよ。わたしに合わせて、ってことみたい」

　フィーンがなんとも言えない顔をして口を結んだ。

「他の方法を頼んでみたの。駄目ならあの二人に別々の身体を与えて自由にしてほしいって。……それができるのは女神だけだそうよ。母に祈りなさい、姿を隠かくしたままだけど、あなたの声が届けばいいわね、って」

「おまえ。マライナとどんな取り引きをしたんだ」

　ギーの声が硬かたくなる。安心させようとミーナは首を振った。

「二人が自由になるなら、わたしを差し出してもいいって。だけど、たぶん失敗だったわ。一年でいいから祈る時間をって言ったけど、聞いてもらえなかったから。死んでやるって脅してもみたんだけど」

「ミーナ！」

　声を揃そろえられ、ミーナはばつが悪くなった。

「脅しただけよ。そのせいか、色々、嫌なことを言われちゃった。あなたはわたしなのだから、母が願いを聞くはずない、とか。絶対に助けないっていうから、わたしが彼らを守ってみせるって答えたら、方法もないくせにって笑われて」

「ああ、それで叫さけんでたのか」

　合点したフィーンに、ミーナは舌を出してみせた。

「罵ののしったつもりだったの。マライナに聞こえたかはわからないけど」

　ギーが寝台に倒れ伏した。ごつごつした感触がミーナには懐かしい。

「どうしておまえはそういう無茶ばかりするんだ」

「だから、夢だと思ってたんだってば。それに、女神の娘なら頼む価値はあるかなって」

　ミーナはため息をついた。目を伏せ、両手を握にぎり合わせる。

「わたし、祈ってみようと思って」

「キリヤナにか!?」

「そう。奇き跡せきが起きるかもしれないから、狙ねらってみないとでしょう？」

「本気なの？」

　フィーンの言葉に、こくんと首を縦に振る。

「あんまり、時間はないかもしれない。マライナが、エナンは軍を起こすって言ったから。わたしもそうだと思う。ほっといてくれるわけがないもの」

　あのとき、妖よう魔またちはバラバラと宮きゆう殿でんから飛び出してきた。だが最後まで追ってこなかったのは、ミーナたちの行き先が知れていたからだ。

「妖魔軍はきっと来るわ。だけど、許された時間はゼロじゃないでしょう？」

　確かめると、フィーンは「おそらく」といったうなずき方をした。

「しかし、どうなんだバスコイ」

「うん？」

「マライナの言葉は正しいのか？　キリヤナ女神が聞き届けてくだされば、伯はく爵しやく兄きよう弟だいは――」

「ああ」

　渋しぶい表情でギーが認めた。ミーナの顔が喜びに輝かがやくのを見て、苦い声で続ける。

「叶うだろう。女神が昔のままならな」

「ギー？　それって」

「キリヤナは隠れたままだ。あの戦いくさの傷は癒いえていない」

「要するに、余計な願いを聞くだけの力はないってことか」

　素す早ばやく察するフィーンに、ミーナは食い下がるように言った。

「だって。女神はわたしたちを守ってくださってるじゃない」

「光としてな。それで精せい一いつ杯ぱいってことだ」

「そんな」

　最後の扉が閉ざされた気がした。身体から力が抜け、ミーナは寝台にもたれた。

「なあ、バスコイ。おまえ、女神に会えたりしないのか？」

　宙の一点を見つめていたフィーンが口を開き、ギーが慌あわてた。

「馬ば鹿か言うな、会えるもんか。バヌルにだって不可能なんだぞ」

　軍神バヌルは女神の右腕だとされている。

「あれ以来、キリヤナの姿を見た者はいないんだ。もしかしたら、女神はとっくにいないのかもしれない」

「ギー、やめてよ！」

　ミーナは耳を塞ふさいだ。そんなこと、考えたくもない。

　けれど、これで振り出しだった。祈っても届かない。奇跡は起きない。

「諦める気なんてないわよ、わたし」

　強がったが、言葉は虚むなしく響いた。何もできないなんて思いたくない。だのに、ミーナはまるで人形みたいだ。

「悔くやしい」とつぶやきが漏もれた。さだめに屈したくない。希望はあると信じたいのに――！

　部屋の扉にノックがあった。フィーンが応じると、遠えん慮りよがちにファランドが入ってくる。

「ああ、司祭ヴアーリー。気がつかれましたか」

　身を起こしているミーナに驚き、家か令れいは体調を訊ねる。大丈夫だというミーナの答えに安あん堵どした様子を見せ、彼はフィーンに言った。

「至急、砦とりでのほうにお越し願えますか。結けつ界かいのことで、みなさまが司教ヴアルプトのご意見を伺うかがいたいと」

「砦？」

　ミーナの声がはね上がった。そんなもの、グメーラにはなかった。

「うん。昨日、駐ちゆう屯とん地ちから僧兵が着いたから」とフィーンが答える。

　ミーナは身体をこわばらせた。ナリスフレイが教皇に頼んだという戦闘職の派は兵へいだ――。

「そういえば、あれからどのくらい経たつの」

「あなたがいなくなってから十日かな。戻ってきたのは一昨日おとといの夜」

「じゃあ、まる一日以上眠っちゃってたのね」

　風に乗り、靄を切り裂さくように進んだのは覚えている。寒くて凍こおりつきそうで、必死に暖を取ろうとしている間に意識を失ってしまったのだろう。

「でも、それにしても早すぎるわ」

　ミーナは指を折り折り数えた。思っていたよりも長く夜の国にいたらしいが、あの手紙はやっと本庁へ着き、ケイジャ教皇が開いたばかりといった頃合いのはずだ。

「ババさまが至急手を回して、一番近い駐屯地の兵をこちらに向かわせたんだそうだ。おいおい、本庁の部隊も着くだろうけど、それじゃあ間に合わないだろうからって」

　グメーラに一番近い駐屯地は、聖都とグメーラのちょうど中間辺りにある。

「彼らは北の断だん崖がいに砦を作ってる。っていうか、急ごしらえの兵舎と石せき塁るいだけれどね」

　北の断崖。〈魔の断崖〉とも呼ばれるあそこが、妖魔を迎むかえ撃うつ前線となるのだ。

「ナリスフレイさまは？」

「お元気です。司祭より早く、昨日の昼のうちに目を覚さまされて、今は砦におります」

　ファランドが答えた。忙しさがふくれあがったのか、顔色が心なしか優すぐれない。

「じゃあ、あちらで指し揮きを取ってらっしゃるの」

「当然です。あの方がグメーラ伯ですから」

　素そっ気けない言い方はファランドの特とく徴ちようだ。ミーナも気にしないのだが、表情に翳かげがよぎったのは見み咎とがめた。

「ファランドさん？」

「司教、お願いいたします」

　ファランドはミーナを無視する形で言った。彼の苦痛を読み取ったように、フィーンが横から代弁した。

「閣かつ下かは、――今け朝さの礼れい拝はいのあとで演説をなさったんだ」

「エンゼツ？」

　飲みこめない食べもののように、言葉がひっかかった。演説？　村人に？

「フィーン。ナリスフレイさまはなんて？」

「共に戦おう、と」

　フィーンは詳くわしく話して聞かせた。ナリスフレイはこれまでのグメーラの歴史を振り返り、自分や先せん祖ぞの取ってきた行動を詫わび、妖魔との決別を宣せん言げんし、グメーラに新しい、どんな小さな怪かい異いもない時代を約束し、そのための協力を呼びかけたのだという。

「閣下の態度はご立派だったと思う。閣下は人々にグメーラから逃げ出す自由を与え、戦いのすんだあとに戻る許しも与えた。三つ向こうの村でさっそく出て行った家族がいるらしいけど、財産は取り上げたりせずに、きちんと伯爵家が管理するそうだ」

「――」

　ミーナは愕がく然ぜんとした。とうとう、ナリスフレイが動きだした。

「それじゃあ、レイヴェンは」

　言いにくそうにフィーンが答えた。

「夜は鎖くさりに繋がれている。地ち下か牢ろうにね」

「地下牢!?」

　どれほど険けん悪あくな時期でも、ナリスフレイは、弟を私室に軟なん禁きんしていたのに。

「僧兵の見張りがついてる。言っておくけど、あなたでも会うことはできないよ」

「フィーン！」

　ミーナは悲鳴をあげた。地下牢。じめついた薄暗い場所にレイヴェンがいるなんて。

「あなたは、それでいいと思っているの？　ナリスフレイさまに賛成なの？」

「いいや。正直つらいよ。でも閣下の決断は評価しているし、こうなった以上は、途中で手をゆるめてはいけないとも思っている」

　レイヴェンが苦しんでも、消えてもだ。

「どうにか……どうにかならないの……」

　うわごとのようにミーナはつぶやいた。それには誰も応えず、フィーンが机の引き出しを開けた。聖職者用のメダルをミーナに渡す。

「地下に落ちてた。鎖が切れていたから直したよ。一目分短くなっちゃったけど」

「ありがとう」

　ミーナは機械的に手を差し出し、受け取った。ぎこちなく継つぎ直した鎖に視線を落とす。

〈女神の鏡〉はパラデール教の信徒である証あかしだ。聖職者にとっては、会士になったときに立てた誓いの象しよう徴ちようでもある。

　純じゆん潔けつと生しよう涯がいをキリヤナ女神に捧ささげ、民を広く愛し、教え導く。

　こんなもの！　という思いがこみ上げた。ミーナはメダルをきつく摑つかんだ。思いきり床に叩きつけたかった。

「キラキラで、光が集まって、だからなんなの……」

　誰にともなくミーナは訊いた。祈ったときの高こう揚よう感かん。光に包まれるあの感覚。

　そんなもの、なんの役にも立ちはしない！

　手を振り上げ、そこで止まった。震ふるえる拳を胸元に引き寄せ、ミーナは歯を食くいしばる。

　もう、打つ手はないのだろうか。なすすべもなく、見ているしかないのか。

　手を伸ばしたフィーンが、ミーナの髪を子供にするようにくしゃっと撫なでた。手のひらを頭に置いたまま「行ってくる」と言い置き、ファランドと共に出てゆく。

　あとに残されたミーナは、ギーの気き遣づかわしげな視線を浴あびながら黙りこくっていた。ここでおしまい？　冗談じゃない。けれどおしまいなのだ。

「ギー」

　やがてミーナは言った。不安そうに眉まゆを上げたお目付役に訊ねてみる。

「わたしが死ねば、マライナは復活できないのよね？」

「ミーナ！」

　バスコイが絶ぜつ叫きようした。縋りつく彼と目を合わせないまま、ミーナは強引に続ける。

「だったら、欠けつ格かくしても同じかしら。わたしが〈光の乙女〉でなくなったら――」

「〈闇の聖女〉になるってのか！」

「やあね、違うわよ。そうじゃなくて、〈光の乙女〉の資格をなくしたらって意味で」

「おまっ。おまえ、なに考えてるんだ！」

「予言を食い止めたら、時間が稼かせげるのかなって考えたのよ。マライナがいなければ、ジャイナルも甦らない。それって、根源はわたしってことでしょう？　だからわたしが〈器〉を壊せば、あともひとりでに続かなくなるだろうって」

　名案でしょと微笑ほほえんでみせようとして、失敗した。震えが走り、止まらなくなる。

「馬鹿が。ガタガタ震えながら、そんなこと言うな」

　泣くような声を出され、ミーナは引きずられた。何度も唾つばを飲みこむ。

「だって。わたしが引き換えにできるものって、それくらいしかないじゃない」

「おまえ。そんなにヤツが好きなのか」

　涙まじりの呆あきれ声を、ミーナは「ナリスフレイさまもよ」と訂てい正せいする。

「二人とも大切なの。わがままだって言われても、欲よく張ばりだって言われても、おかしいんじゃないかって言われてもかまわない」

　ナリスフレイが、レイヴェンがフィーンが、そしてマライナが譲ゆずれないように、これだけはミーナも譲れない。

「まだ戦うってんだな」

「自分でもうんざりするほどネチネチした性格なの」

　諦めたようなギーに、今度こそミーナは笑ってみせた。それだけが取とり柄えと言ってもいい。

　波のように押し寄せる感情からは、あえて意識を逸らした。方法が見つからないなら、見つけるしかない。

　そうでしょう？

「おまえの気持ちはわかったよ。けどな、ミーナ。自や棄けになったりしないと約束してくれるか」

「そう訊くってことは、効果があるの？」

「ないって言いたいとこだが、どうだかな。そんな変てこりんな考えを聞いたことねえし、確率としちゃ半々って気はする。予言を食い止めるって意味じゃな」

「欠格すれば、〈光の乙女〉でもなくなるけれど、〈闇の聖女〉にもならない？」

「かもな。だが、逆に〈光の乙女〉を降おりたって、〈器〉が壊れたことにはならなかった場合、おまえは即座に〈闇の聖女〉だ」

　光の守しゆ護ごがなくなったミーナを、マライナは逃のがさないだろう。

「それに、もしマライナを阻はばめたとしてだ。そのあとはどうする？　誰が伯爵兄弟のために祈ってやるんだ？」

　盲もう点てんをつかれた。そうだ。ミーナがキラキラを失えば、祈りはこれまでのようには届かなくなる。

「そうよね」

　困難ばかりだという思いが頭をかすめた。なにもかもがうまく行く道がない。

「司教とも相談しろよな」

　ギーの口から珍しい言葉が飛び出した。彼らは仲が悪いわけではないが、良くもない。

　目を丸くすると、怪物バスコイがしぶしぶながら認めた。

「やつは、俺の次におまえの味方だからな」

「ギーもそれで反対しないの？」

「したいさ。けど、したところでおまえの気持ちは変わらねえんだろ？　それに、俺はおまえがおまえならなんだっていいよ。本当はキラキラでいてほしいけどな。違ってもおまえだろ」

「ありがとう……」

　ギーの言葉が胸にしみこんだ。ミーナはわざと冗じよう談だんぽく肩をすくめる。

「こんなこと、教団の人に聞かれたら大目玉を食いそうね」

「勝手にさせりゃいいんだ。おまえをさらわれて、間に合ってくれって必死にエナンの城に行ったのは、やつらじゃなくて俺だ」

　彼はそこで言葉を切り、重い息を吐いてから先を継いだ。

「まさか、二度もこんな思いをするなんてな。おまえとマライナで」

　マライナはジャイナルに、ミーナはレイヴェンにさらわれた。

「マライナのときも、あなたがお目付役だったの？」

「目付っていうか、警けい護ごだ。もちろん、その一人って意味だけどな」

「当時も追ったの？」

「ああ。でも駄目だった。まんまとジャイナルにやられたよ。行方ゆくえは探せず、マライナはずいぶん経ってから俺を呼びだしたんだ、……会いたいって」

「俺たちは仲が良かったんだ」とギーは言った。他の誰よりもな、と。

「そのときはもう、あいつは真っ黒な髪をしてやがった。キリヤナへの伝言を頼まれたよ。もうわたしのことは諦めてくれ、って」

「ジャイナルを受け入れ、〈闇の聖女〉になってしまったから？」

「そうだ。それも自みずからの意志でな」

「自らの意志？　だって、ギー。ジャイナルはマライナを」

　力ずくで汚したという部分は濁にごしたが、ギーには充分伝わった。彼は否ひ定ていした。

「たしかに、最初はそうしようとしたらしい。けど、そのときは成せてないんだ。よそでは聞かせられないが、わかるだろ？　聖典は必ずしも真実を伝えてるとは限らない」

　秘典の存在を知る今、ミーナは納得できた。ジャイナルのことも合が点てんがいく。

「そういえば、エナンが、かぶれた手を見せてくれたわ。ジャイナルはマライナを相手にしたのだからもっと傷ついただろうって」

　そして、そうだ。エナンは「闇に染そめたあとでものにした」と言っていたっけ――。

「だから、マライナがやつの妃になったのは、本当に自分の意志でなんだ。闇に染められたのも、承知だった。あいつは、ジャイナルの企たくらみを知っててはねのけなかった」

「騙だまされたんじゃないのね」

「ちがう。マライナはあいつに惚ほれちまった」

「初めは、魔王に世界を破滅させるって脅され、泣いていたのにね。――ずっと前に夢で見たのよ」

　不ふ思し議ぎそうな顔をしたギーに説明した。そういうこともあったかもな、とギーが応じる。

「脅したにしろ、実際はジャイナルも一目惚れだったんだ。さらったあとも、やつはマライナを大事にした。なんでもしてやったらしい。それでほだされちまったんだろう。敵将だってことなんか、関係なくなって」

「そうみたいね。わたしに降りてきたときのマライナは、これでいいと決めたのにジャイナルを奪われたって思ってたから」

　マライナにも葛かつ藤とうはあったのかもしれない。けれど彼女は魔神を受け入れた。

「あいつは、キリヤナのもとに戻らないつもりだった。それを俺ならわかってくれると思ったんだろうな。けど俺はわからなかった。あのキラキラが、大好きだったキラキラが消えちまって、目の前が真っ暗になった」

　マライナの変化がまるで昨日のことだったように、ギーは目を瞑つぶった。

「マライナは俺を信じて託たくした。けど俺はあいつを取り戻したくてたまらなかった。別れたあと、尾つけて、ジャイナルの本陣がどこにあるかを突きとめた。とって返して、バヌルに進言してバヌルが起たった」

　先せん鋒ぽうを務つとめたギーと顔を合わせ、マライナは血を吐くように叫んだという。

　裏切り者、と。

「あとは、知ってのとおりだ。マライナは逝いっちまった」

　語り終え、ギーがうつむく。彼が口をつぐんできたのは、このことだったのだ。

「でもそれは、仕方がなかったのよ。あなたはバヌルの息子で女神のしもべなのだし、妖魔と戦っていたのだもの」

「大たい義ぎとしてはな。だからって、俺がマライナを裏切った事実は消えない。あいつが、俺の目の前で死んだってことも消えない」

　声が苦い。ギーは慈いつくしみ守ってきたはずのマライナの死で、自分を責め続けてきたのだ。

　千年もの間。

「ねえ。だからギーはその姿を選んだの？　裏切りものの怪物バスコイを」

　ギーが悲しそうに見上げた。肯こう定ていなのだ。ばかね、とミーナはつぶやく。

「ばかじゃねえや。俺は今度もおまえを連れてきちまったろ」

「だから『ばかね』なのよ。あれは正しかったわ。それに、わたしがわたしならいいって言ってくれたばかりじゃない」

「もうあんな思いはしたくないからな」

「しないわ。させない」

　ミーナはギーをぎゅっと抱きしめた。それから、無意識に脇に置いていた〈女神の鏡〉を手に取り弄もてあそぶ。

「考える時間があるといいんだけれど」

「このことをか」

「ええ。でも妖魔が攻めてきたら、そうはいかないだろうから」

　ミーナの歌は最大の武器だ。人々にとっては最大の守りでもある。

　戦いたくはない。レイヴェンをこれ以上苦しめたくもない。それでも攻撃が始まったら？　エナンは村人を襲おそえと命めいじるかもしれない。そうなったら？

　メダルを手にしたまま、ミーナは長いことためらった。やがて鎖を、ゆっくりと首にかける。胸元になじみの重たさが戻ってきた。

「わたし、まだ司祭だから」

　問われなかったが、ミーナは答えた。こんなものと思い、あんなことを言ったけれど、教団で降ふり注そそぐ光と歌のもとで育ったこと、教わったことは簡単には消えない。

「ああ。そういえば、本当は今ごろ〈春祝祭〉だったのよね」

　ふっと気づいた。ギーによれば四日後だという。

　残念だが、グメーラ初の盛せい大だいな祭典は中止だろう。今やそれどころではなくなっている。

「次の祭りは夏至祭だな」

　そのころまでには笑顔が戻るといいとミーナは思った。すべての人の顔に。

　もう少し、あと少しだけ頑張ってみよう。流されず、諦めずにすむように。




　――そして四日後。奇くしくも春祝祭の夜に、妖魔の攻撃が始まった。
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　三夜の間、グメーラ側は妖よう魔まの攻こう撃げきを耐えきった。海岸に沿そって築きずかれた結けつ界かいは光の幕まくを張り、妖魔の侵しん入にゆうをかたくなに阻はばんだ。

　しかしこの戦いは、守りに徹てつした戦いだった。本庁からの援えん軍ぐんが着くまでは兵の数が足りず、こちらから仕掛けることはできない。妖魔がぶつける力を結界で食い止め、負ふ傷しようを覚かく悟ごでかいくぐろうとするものを討うち取るしかない。

　戦いは当然、常に夜だった。日の出までこらえたあと、僧兵は結界を補ほ修しゆうし、できる限りの光を集めて次の夜に備そなえる。それを繰くり返す。

　四日目の夜、ミーナはグメーラ城の地下にいた。北館の霊れい廟びようだ。

　ここに来る前、ミーナは中庭を挟はさんだ正面に位置する南館の同じ場所にいた。つまり、地下に。南館の地下には、レイヴェンの繋つながれた牢ろうがある。

　レイヴェンに会わせて。グメーラに戻ってからずっと、ミーナは見張りの僧兵に頼んでいた。叶かなえられたことは、一度もなかった。たとえば「フィーンの至急の用だ」とか、いくつか噓うそもついてみた。すべて見破られ、はねつけられている。

「どんな理由だとしても会わせるな」とナリスフレイが厳げん命めいしたせいだ。彼はもう再会したミーナに謝らなかった。「わかってくれ」とさえ言うこともなく、グメーラの将としての仕事をこなした。

　そして今日、自みずから獄ごくへ向かう前に彼はミーナに会いに来た。袖そでにたっぷりレースのついたシャツで手首を隠かくし、「できるだけ早く砦とりでへ行ってほしい」と頼むために。

　ミーナは戦闘職ではない。剣を手にしたこともない。役に立つとすれば、防ぼう御ぎよ力りよくを高めるために歌うことでだ。ナリスフレイたちは、これ以上消しよう耗もうする前に形勢を変えるつもりなのだという。まだ力を出しきらず、戦闘を長引かせて疲れるのを狙ねらっているエナンの軍の戦力を、ミーナの歌で下さげたいのだ。

　とうとうきた、とミーナは思った。これで時間切れだ。

　ミーナは手しゆ燭しよくの灯あかりを傍かたわらに、マライナの墓ぼ像ぞうの前に跪ひざまずいていた。「お願い」とつぶやくと、息が、白くかぼそく立ちのぼる。

「出てきてマライナ。もう一度、わたしに教えてください」

　ここに彼女がいるわけではないと知っていたが、ここで願うしかなかった。他にあてもなかったし、マライナ最さい期ごの場所でもある。

　あがけるのは今夜限り。そんな気がしていた。朝になればナリスフレイが戻ってくる。彼は「わかりました」と答えたくせにミーナが城から動かなかったことを知るだろう。まさか僧兵に無理やり引きずっていかせはしまいが、策さくを講じるはずだ。

　それにミーナ自身も、このままではいられなかった。

　妖魔たちはまだ上陸を果はたしていない。領内に怪かい異いも起こっていない。けれど、北の砦で妖魔と人の力がぶつかりあう波動は、城にも届いている。塔とうへ登れば、北の夜空に光の幕が立ちのぼり、激しい火花が散るたびに揺ゆれるのが見える。

あれが破られたら妖魔がなだれこむのだと思うと、胃の腑ふを摑つかまれるような恐怖を覚えた。村人が怯おびえているのも承しよう知ちだ。彼らは夜になると女子供を司し祭さい館かんに預あずけ、幾いくつかの家に集まってこれに耐えている。

　グメーラに残ると決めた彼らを守るのはミーナたちの役目だった。フィーンが戦闘職扱いで砦に詰めている以上、ミーナの仕事だと言ってもよかった。

　ナリスフレイの演説後、三割ほどの人が難を逃のがれてグメーラをあとにした。だが、城下の村は全員が踏ふみとどまった。最も「魔ま王おう伯はく」に悩まされたはずの村人たちが、ナリスフレイと運命を共にすると決意したのだ。

「きっと、よそよりわたしらのほうが慣なれているんですよ」とヴェラたちは笑う。腹をくくって、却かえってさばさばしていた。その彼らを、妖魔が踏みにじるなんて嫌いやだ。

　グメーラを守るなら、ミーナは歌うべきだ。レイヴェンを守るなら、キリヤナに祈り続けるか、欠けつ格かくに賭かけるしかない。

「お願いよ、マライナ。あれがただの夢じゃなかったなら、それを示してください」

　繰り返しささやきかけたが、墓像に変化はなかった。辺りを見回し、目を凝こらしてみてもマライナの姿が浮かぶことはない。

「だけど近くにいるんでしょう？」

　ミーナは声を張りあげた。乗っ取るつもりで、闇に染そまるのを待っているはずだ。

「わたしがほしいのよね？　取り引きしたいんじゃないの？　ちがいますか？」

　訊たずねた声はこだまして消えた。ふいと揺れた手燭の炎も、元どおりに、じりじりと一筋の煙けむりを出しながら静かに燃える。

　澄すました耳の奥がキンと痛んだ。何も聞こえない。誰も現れない。

「女神よ」と呼ばわったミーナは、胸元のメダルを握にぎりしめる。

「聞こえておいでなら、どうか道をお示しください」

　幾いく度ど問うても応こたえはなかった。だが、聖歌の数小節を歌うと、あえかな光が宙にこぼれる。

「女神よ！　光をくださるならどうか答えて！　お力をお貸しください！」

　ミーナは天てん井じようを見上げた。女神を呼びおろすような気持ちを込める。




　光そそぎ、雪解けの喜びに胸膨ふくらませ

　われらここに集つどい、女神の恵み祝う




〈喜びの歌〉を歌った。奇き跡せきを願い、閉じていた目を開けた。

　だが霊廟はひっそりとしていた。光の残ざん滓しが溶とけてゆく。

　ミーナは歌を変えた。〈讃たたえよ女神を〉。〈恵み深き光よ〉。

　同じだった。地下だからか、頼りなくキラキラが生まれては消えるだけだ。

　どんなに待っても変化はなかった。女神が、何かを示し唆さする気配もない。

　ギーの言うように駄だ目めなのだろうか。女神には届かないのか――。

「あなたが選んだのでしょう？」

　ミーナは床に手を突いた。ざらつくそこで拳こぶしを握る。

「わたしのお母さんを選び出して、わたしを産ませたのは女神ではないのですか。あなたはわたしに、〈女神の娘〉として再び決めろと予言で仰おつしやったのに。わたしの声は聞いてくださらないのですか。わたしの決断は聞いてくださらないのですか！」

　声が湿った空気を打った。ミーナは訴うつたえた。

「あなたのお力が必要なんです。ナリスフレイさまとレイヴェンを自由にしてあげて」

　背後で乾かわいた音がした。笑い声だと気づいたミーナは、手燭を摑んではっと振り返る。

「誰？」

　目を凝らしたがよくわからなかった。ミーナはこわごわ立ち上がり、灯りをかざしてみる。

「どこを照らしてる？」

　呆あきれた口調にミーナは手燭を取り落としそうになる。聞き間違えるはずがない。

「レイヴェン!?」

　胸が轟とどろいた。だって彼は、南館の地下牢に繋がれているはずだ。

　やみくもに、声の聞こえたほうへ歩いた。その姿を探す。

「レイヴェン！」

「蹴けるなよ」

　懐なつかしい声がした。ごく近く。ほぼ真下にだ。

　灯りを動かすと、レイヴェンが見上げていた。壁にもたれて座っている。ナリスフレイのままの服装だ。












　レイヴェン、痩やせた。灯りのせいか、昼間より強調されて見え、ミーナは声を詰まらせる。その場にしゃがみこんで手を取った。やっぱり。手首に包ほう帯たいが巻まかれている。

「前にも言ったな」と彼がつぶやく。ミーナも思い出した。夜、眠れずに城内を散歩していて、ミーナはレイヴェンと出会った。

「ここに来るなんて。鎖くさり、引きちぎったの……？」

「だったら怖いか？　うん？」

　目を覗のぞきこむようにして訊ねられ、ミーナは首を振る。

「ばかね、なんてことするの。痛かったでしょうにって言うだけよ」

「久しぶりに会っても説教か。おまえらしいな。だが、これはヨキだ」

「ファランドさん？　彼が鎖を外はずしたの？」

　だって見張りがと言いかけて、ミーナは言葉を呑のみこんだ。ふいうちか夜食に薬をしこむか、とにかく、何かしたのだ。

「この機会を狙ってたのね。やるじゃない」

　ふっと笑みが漏もれた。いかにもファランドの打ちそうな手だ。

　レイヴェンが浅く呼吸した。痛みをこらえるやり方だ。

「いつからここにいたの」

「おまえの歌の途中」

「馬鹿！　そんなことをしたら、身体からだが」

「とっくにガタガタだ。まだ心配すんのか？」

「するわよ。当然でしょう？」

　レイヴェンの目が苦笑する。

「俺は、おまえを二度も騙だましたんだぞ」

「それでもするわよ――」

　恨うらんでないのかと訊きかれてうなずいた。愚おろかだと言われてもいい。彼を嫌きらいになれない。

「因いん果がだな、聖職者ってのは。それで、この期ごに及およんで女神に祈ってたのか」

「そうじゃないわ」

　ミーナはレイヴェンの皮肉に首を振った。

「前に話したことがあるでしょ。わたし、見捨てるって言うのができないって」

「おまえがハハオヤに捨てられたからだろ。それは聞いた。だけど、おまえのハハオヤは、捨てたくてしたわけじゃない」

　さだめがそうさせたのだと、今ではミーナも知っている。

「でも、今も変わらないの。人は変わってゆくけど、そのままのところもあるのよ。わたしは、ここがそう。きっと死ぬまでそうなのは、たぶん怖いからよ」

　心の奥にあったものを、初めて口にした。意外な言葉だったのか、レイヴェンが静かに片かた眉まゆを上げる。

「また、この手を振り払われたらって思うとたまらなくて。本当は、わたしは生まれたばかりでそんなことできなかったのにね。でも、わたしが手を離さなければ、相手もそうしてくれるんじゃないかって思って」

「はっ。だから騙されるんだ」

「それでも、心の声に責せめられることはないから。そのほうが大事だもの」

　ミーナはレイヴェンの手を、両手でそっと包つつみ直した。

「会いたかったの、レイヴェン。何回も会いに行ったのよ」

「知ってる。キンキン声が中まで聞こえてたからな」

「答えてくれればよかったのに」

「答える？　ああ、そうかもな。扉越しに、話もできたのかもな」

　考えつきもしなかったようだ。ミーナは泣き笑いの顔で言った。

「レイヴェン。あなたこそ、わたしを恨んでるんでしょう」

　レイヴェンはどっちつかずの顔をした、答えをはぐらかすように訊ねる。

「ヨキに聞いた。バスコイだってな」

「ええ。ギーが仲間たちを連つれてきたの。あの薄はく明めいの刻ときに」

「その英えい雄ゆうはどうした？」

「司祭館よ。ヴェラやフィリカや、村のみんなを守ってる」

　ギーは側を離れないと頑張ったが、非常事態だからと説得し、そうしてもらった。

「やつのことは秘密じゃなくなったのか」

「ええ。バスコイは――吉きつ兆ちようだから」

　恐おそろしげな顔に慣れられずにいるが、バスコイの存在は彼らを勇気づけている。

　吉兆、とレイヴェンが皮肉げな笑みを浮かべた。

「これで知られていないのは、俺だけか」

　ジャイナルに連つらなる伯はく爵しやく家けの末まつ裔えい。凶兆とも呼べる――。

　ミーナは曖あい昧まいな顔をする。レイヴェンもさらに言い募つのろうとはせず、話題を変えた。

「で。どうなんだ？　俺は自由になれるのか、司祭さまヴアーリー」

　ミーナは喉のどを鳴らした。言葉が出てこない。

　敏びん感かんに察したレイヴェンが、前髪をくしゃっとかき回した。苦い声を漏らす。

「だろうな……」

　やりきれない思いが、笑みとなってこみ上げた。黒い瞳ひとみが揺れ、怒りを宿す。

　鈍にぶい音をさせて、レイヴェンはもたれている壁に拳を叩たたきつけた。二度、三度と数を重ね、ミーナは腕に飛びついた。

「やめて！」

　ぎらつく眼まな差ざしを受け止める。腹の底が冷えた。勇気がいった。

　レイヴェンは食い入るようにミーナを見つめ、ふいに力を抜いた。怒りが燃え尽つき、哀かなしみの色が覆おおいつくす。

「諦あきらめないで、お願い」

　ミーナは言った。なんとか、レイヴェンの顔を上げさせようとする。

「わたしはまだ諦めてないわ。マライナが言ったの。女神ならあなたたちを救えるって。ギーも可能だって言ったわ。だから」

　レイヴェンが首を振る。虚うつろな表情なんて、彼らしくない！

「しつこいって言ってちょうだい。いい加減にしろって。そうしたらわたしも、ネチネチした性格なのって言うから」

「おしまいだ、ミーナ」

　レイヴェンが遮さえぎった。困ったように目を合わせる。

「だったら、どうしてさっき黙った？　今のままじゃ、俺を自由になんかできないんだろう？」

　責めている声ではなかった。疲れたような、涸かれたような声で、聞いた途と端たん、ミーナの両目から涙が吹きこぼれる。

「ごめんなさい――」

　ミーナは顔を覆った。みっともない。止めようとしたが、あとからあとから嗚お咽えつが漏もれる。

「ごめんなさい。もう少し待って。わたし祈るから。絶対に、キリヤナに声を届かせてみせるから……！」

〈女神の娘〉に生まれついたというのなら、そのくらい、そのくらいできるはずだ。

「女神が、聞いてくれさえすればいいの。そうすれば奇跡が起こるから。そうすれば、あなたの望みも叶うのよ」

「もういいミーナ」

「よくないわ。よくないでしょう？　祈ればいいの。歌うのは得意だから、お願い任まかせて」

「もういい」

　強く言われ、両りよう肩かたを摑まれて揺さぶられた。

「おまえの声が、キラキラが届かないならそれが答えだ」

「だったら欠格するわ！　今すぐ〈器うつわ〉を壊す。マライナの再さい来らいを防ふせげるかもしれないもの。マライナが甦よみがえらなければ、ジャイナルもあなたを奪ったりできない！」

　ミーナはレイヴェンの腕を振りほどいて叫んだ。レイヴェンが顔をこわばらせる。

「〈器〉を壊す？　おまえまさか」

「そうよ！　聖職者の資格を失なくすの。確率は五ご分ぶだってギーが」

「そんなことをしたら、おまえ、キラキラはどうなる」

「なくしていいわ。わたしを引き換えにできるなら喜んでするって言ったでしょう？　光なんていらない。集めなくたっていいわ。たった一つの望みを叶えられないなら、いらない！」

　わあっとミーナは声をあげて突っ伏した。自分がふがいない。悔くやしくてならない。

　予言された娘。マライナの〈器〉。歌で光を集め、雨のように降ふらせ、なによりも大事な人を救えない。

「おまえ。どうしてそこまで」

　毒気を抜かれたように訊くレイヴェンに、ミーナはわめき返した。

「だから、好きだって言ったでしょ。あなたと一緒にいたいの。ナリスフレイさまとあなたと、どちらも失いたくないのよ」

　夢は残ざん酷こくだとミーナは思った。脳のう裏りでは、簡単に思い描ける。ミーナとレイヴェンとナリスフレイ。三人が手を取り合い、真夏の、鮮あざやかなグメーラの野を歩く……。

　レイヴェンが身じろぎした。足を投げ出したようだ。こつんと音がしたのは、頭を壁に預け、天井を見上げたからだろう。

「なあ。――俺はなんなんだ？」

　レイヴェンが訊いた。繰り返し自分に問うたに違いない、嘲あざ笑わらうような調子で。

「俺は初めからいないのか？　周まわりが思っているように、ただの兄貴の〈影〉なのか？　ナリスフレイの〈夜の顔〉。目が醒さめれば消える悪い夢」

　羅ら列れつして口をつぐむ。

「いいえ」とうつぶせたままミーナは言った。声がくぐもる。

　予期していたのか、レイヴェンが笑って否ひ定ていした。

「夢なんだろ？　そのほうがいい。俺の感じている何もかもが幻まぼろしなんだ」

「いいえ」とミーナは繰り返した。身を起こすミーナに、彼はなおも訊ねる。

「どうして、俺はいるんだろうな。ルシャイン。そう呼ばれる力なんか持って」

　予言。ジャイナルの〈器〉。言葉が浮かんだがミーナは声に出せなかった。

「なあ。俺は、何ひとつ手に入れられないさだめなのか？　昼を知らない。一人にもなれない。妖魔になったところで、いずれ魔神に奪われるって言う。ああ、おまえを責めてるんじゃない」

　再びミーナの目に涙が盛もり上がり、レイヴェンは付け足した。汗ばんだ彼女の額ひたいから、貼はりついた髪の毛を払いのける。

「永遠なんか望んじゃいない」

　ミーナを見つめたままレイヴェンが言った。

「たった一瞬でいいんだ。それすら許されないなんてな」

「だから、待ってって言ってるのよ……」

　ミーナの声が潤うるむと、レイヴェンは泣くなというように口を引き結んでみせた。

「そんな時間は残っちゃいない」

「レイヴェン？」

「もうとっくから、ほとんど感覚がしやしない。半分、身体が凍こおっているみたいにな」

「礼れい拝はいのせい？　なのにどうして、わたしの歌なんか聞いたの！」

　ミーナはレイヴェンのシャツの襟えり元もとから鎖が覗のぞいているのに気づいた。有う無むを言わさず引っぱり出してはっとする。

「これ！　お母さんのメダル」

　エナンの宮きゆう殿でんでなくしたとばかり思っていた。おそらくナリスフレイが拾い、持ち帰ったのだ。そして、レイヴェンの強力な枷かせにした。

「いいんだ、切るな」

　力任せに引っぱろうとするミーナをレイヴェンが制した。

「今さら取ったところで変わらん。ならばいっそ、このままつけさせろ」

「あなたの大嫌いな〈女神の鏡かがみ〉よ」

「けど、おまえのだ。まあ、ハハオヤのだけどな」

「そんなに具合が悪いの」

　感かん傷しよう的てきなレイヴェンが怖かった。こんなこと言う人じゃないのに。

「じゃなけりゃ、とっくに逃げてエナンに合流した」

「来てるのがわかるの？」

「そりゃ、感じるからな」

　妖魔はレイヴェンの血を呼ぶ。

「ヨキにはわかったみたいだ。俺に逃げるだけの力がないって」

「レイヴェン」

「おまえのところへ行けって、ついて来もせずに放したのはそういうことだ。ヤツは馬ば鹿かじゃない」

「ファランドさんは、わたしなら助けられるって思ったの？」

「違うだろ。別れを言えって意味だ」

「いやよ！」

　絶ぜつ叫きようにレイヴェンが顔を顰しかめる。うんざりした声を出す。

「キラキラ。怒ど鳴なるな」

「だって」

「だってじゃない。こうなって当然だ。俺は敗まけた」

「――」

「おまえをさらったのに、すぐに闇に染めなかったのは俺だ」

　時間はいくらでもある。レイヴェンはそう言ったのではなかっただろうか。

「おまえにはお目付役がついてる。バスコイが来る危険はあった」

「ギーが来るかもって思ってたの？　だったらどうして。力ずくは気が引けたの？」

「おまえを何度も騙したのにか？」

　冗談だろうという口ぶりになったレイヴェンが苦笑を滲にじませる。

「少しの間、おまえを残していたかった」

　闇に染めれば、ミーナはミーナではなくなってしまう。

「すでに、そこで敗けだ。おまえをマライナの〈器〉にするのに、おまえの意思なんかいらないんだからな」

　意識を失っているうちに術を施ほどこし、効きくまでの間繋いでおくこともできたはずだ。

「あとのことなんか知るかって言ってたじゃない」

「言ったのにな……」

　レイヴェンが遠い目をした。それが答えだった。できなかったのだ。

「どうして、レイヴェン」

　口をつぐんだレイヴェンが、ふと視線を逸そらす。長い沈黙を挟はさみ、彼は言った。

「おまえを失いたくなかった」

　ミーナが視線を捉とらえようとすると、レイヴェンは首を振った。彼女を見ずに続ける。

「おまえを消したくないからじゃない。――怖かった。おまえがマライナになれば、俺はジャイナルになる。俺が俺でいられるのは、ほんの一瞬かもしれない」

　無意味に、レイヴェンは手を握っては開いた。親指から折ってゆき、小指から開く。

「俺は永遠は望んじゃいない。一瞬でいい。だがな、本当に一瞬なのか？」

　目ま瞬ばたきの間。きっと、望みが叶ったと感じるひまさえない。

「結局、俺には何が残る？　おまえを消し、兄貴を消し、俺も消えるだけだ。俺は誰にも知られず、何ひとつ残さずジャイナルに奪とられる」

　むなしすぎる。その気持ちがレイヴェンをためらわせた。

　かける言葉が見つからず、ミーナはうつむいた。手燭の蠟ろう燭そくがじり、と焦こげた音を立てる。

「……キーラが会いに来たんだ」

　唐とう突とつな言葉にミーナは目を丸くした。魂たましいが、とレイヴェンがつけ加える。

「死んだやつが会いに来ると、そいつの死期も近いっていうだろ」

「知らないわそんなの」

　初めて聞いた。

「じゃあ、この辺の言い伝えなんだろうな。あいつ、俺が兄貴やおまえを罵ののしるたびに首を振るんだ。泣きそうな顔をしてな。なんてヤツだと思ったよ。おまえまで、俺の敵なのかって」

「違うと思うわ」

「じゃあきっと、あのキーラは俺が見せてたんだろう。俺の中の何かが、俺を咎とがめて」

「キーラさんとの約束を破ったから？」

「ああ。俺は妖魔になろうとした」

「ならなかったわ」

「自分に敗けたからな。とんだ臆おく病びよう者ものだ」

　自じ嘲ちようしてみせ、レイヴェンは言葉を継つぐ。

「ミーナ。俺はただ、俺でいたかっただけなんだ。兄貴の影じゃなく、誰かの〈器〉でもなく、俺になりたかった」

「ええ」

　その気持ちは、痛いほどわかる。

　レイヴェンが手を伸ばした。解とき下おろされたミーナの髪を指で一ひと房ふさすくう。

「頼みを聞いてくれるか」

「聞くわ」

　レイヴェンはためらった。ややして顔を上げ、言った。

「俺を、助けてくれるか」

「当たり前でしょう」

「俺を、俺でいさせてくれるか」

「そのつもりよ」

　無力さにこみ上げる涙を、レイヴェンの言葉が止めた。

「俺のために歌ってくれるか？」

　ミーナは目を瞠みはった。レイヴェンのために歌う？　けれど。

「そんなことをしたら、あなたが」

「かもな」

「レイヴェン！」

「落ち着けキラキラ。俺を殺せって言ってるんじゃない」

　それを聞き、ミーナはやっとのことで自分を抑おさえた。続きを促うながす。

「ミーナ。俺と、エナンの前に立って歌え」

　ミーナは呆ぼう然ぜんとした。レイヴェンを見つめる。

「あなた、戦うの――？」

　レイヴェンがうなずいた。かつて、彼は同じ決断をして妖魔の臣しん下かと決別した。だが望みを叶える誘ゆう惑わくに負け、ミーナを闇に染めようとし、夜の国に連れ去りさえした。

　それを、もう一度。人の側に立つというのだ。

「俺はやつらの道具でも、女神の道具でもない。俺は俺だ。そうなりたかった。俺にできることはなんだ、ミーナ？　一つだけある。それがこれだ」

　妖魔の血をもって、妖魔に挑いどむこと。

「やつらを追い払えば、そのことは残る」

　記録に。あるいは人々の記き憶おくに。

　全身が痺しびれ、ミーナは動けなくなる。記憶には残るかもしれない。けれどレイヴェン自身はどうなるのか――。

「ミーナ。冗じよう談だんや自や棄けで言ってるんじゃない。俺にはもうあとがない。そうわかるから頼んでいるんだ」

　レイヴェンは真剣だった。探さぐるような、噓だと言わせたいようなミーナの眼差しにもどかしそうに言う。

「どうしたら信じる？　ルシャインの名を捨てたと言えばいいのか？　誰かに誓ちかうか？」

　いいえとミーナは首を振った。誓わなくてもいい。信じる。

　けれど「歌う」とは言えなかった。この状態では、レイヴェンは耐えきれないかもしれない。そして一方ではわかっていた。耐えきれないなら、ミーナがキリヤナに祈るのだって危険だ。

　張り詰めた顔をするミーナに、レイヴェンが笑おうとした。

「『うん』て言えよ司祭さま。すべては無理でも、……せめて俺の魂だけは救ってくれ」

　作りかけた笑顔が途中で歪ゆがむ。レイヴェンが下を向いた。

　一度だけ、殺しきれなかった嗚咽が漏もれる。

　ミーナはのろのろと動いた。膝ひざ立ちになり、レイヴェンの頭をそっと掻かき抱いだく。金の髪が広がった。聖布のようにレイヴェンを包みこむ。

　同じようなことがあったと、ミーナはぼんやり思い出す。闇に染まりかけたときも、ミーナはこんなふうにした。象しよう徴ちようしているようでもあった。あのときのミーナの髪は黒く、今は春の陽ひ射ざしのように輝いている。

「一緒に行くわ、レイヴェン」

　荒れ狂う感情を呑のみこんでミーナは言った。せめて魂を。それがレイヴェンの望みならば、叶えよう。彼には時間がない。

　ミーナには奇跡を起こすだけの力がない。

「あなたが、あなたとしてできることをするなら、わたしも、わたしとしてそうする。エナンと戦うわ。退しりぞけましょう。あなたとグメーラを守るために」

　ミーナの中にひそかな決意が生まれる。そして、これが終わったらわたしは――。

　二人は離れ、静かに見つめ合った。

「レイヴェン。洗礼を受けたい？」

　ミーナにはその権限がある。訊ねると、きょとんとしたレイヴェンが苦笑した。

「いや。そこまで急に、女神の使徒にはなれない」

「そうよね」

　聖職者としては無理にでも洗礼を受けさせるべきだろうが、ミーナにそのつもりはなかった。使徒であるかどうかなんてささいなことだ。

「立てよ、キラキラ」

　レイヴェンがミーナを引っぱり起こす。

「着替えたら、出るぞ。おまえは顔も洗ってこい」

「そんなにひどい？」

「怖おそろしいくらいな」

「もう」とミーナはレイヴェンを押しのけ、レイヴェンが笑う。二人は霊廟をあとにした。古い木の扉が、息をひそめるように閉まる。

　階段を上がると、ファランドが立っていた。見張りのつもりだったのか、案じていたかのどちらかだろう。

「ヨキ。馬車の支し度たくをしろ。砦に向かう」

　命じられたファランドがはっとした。ミーナとレイヴェンの顔を見比べる。

　ミーナは何も言わなかった。レイヴェンもだ。

　それでも察したファランドは、夜のあるじに深く頭こうべを垂たれた。

「かしこまりました」
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　光の結けつ界かいが凄すさまじい火花を散らした。塀へいが打ち倒されるような音が地を揺ゆるがす。

「ミーナ！」

　砦とりでにレイヴェンと共に現れたミーナに、フィーンが驚いて駆かけ寄った。彼女が着ているのは鎧よろいではなく僧そう服ふくだったが、腰には剣を帯おびている。

　ミーナの張り詰めた表情と、静かな笑みを浮かべたレイヴェンにフィーンが絶句した。石せき塁るいの側で兵を指し揮きしていた隊長もやって来る。

「伯はく爵しやく閣かつ下か？」

「いや、レイヴェンです。そうだな伯爵弟」

　フィーンは夜の色を身に纏まとったレイヴェンに訊きいた。視線が片耳のピアスを捉とらえ、また、胸元で輝かがやく〈女神の鏡かがみ〉に訝いぶかしげに留まる。

「伯爵弟？　ですが――」

　隊長は言葉を濁にごした。彼らは、レイヴェンがなんであるかを知っているのだ。

「伯爵弟。なにをする気です」

　レイヴェンの身体からだは氷のような冷気に包つつまれていた。ただならぬものを感じて、フィーンの声が硬かたくなった。

「おまえらの指揮だ。昼間は兄貴がやっていたろう」

「そうだが――」

　口ごもったフィーンがミーナを見み遣やる。ミーナは、あとを引き取るように説明した。

「一緒に戦うのよフィーン。グメーラ『魔ま王おう伯はく』はジャイナルにはならない」

　フィーンがレイヴェンに目を瞠みはった。真意を見抜こうとする。

「本気なのか」

「だったらどうした？　議論している間などないだろう。ミーナ、位置につけ」

「ええ。どういう手はずなの、フィーン」

「ええと……、じゃなくて待って。いいのか、二人とも」

　確かめるフィーンに、ミーナたちは揃そろってうなずく。

「ああ」

「そのつもりで来たの」

「それが、あなたたちの選せん択たくなんだね」

　もう一度訊いたフィーンが、再びのうなずきを受ける。

「わかった。隊長、作戦を変更しましょう。ミーナを攻撃歌の首しゆ座ざにつけたい」

　大弓を肩かたにかけた隊長がミーナに言った。

「やれますか司祭ヴアーリー。あなたの補ほ佐さを司教ヴアルプトが務つとめ、合がつ唱しようを僧兵の半数ほどが受け持つことになりますが」

「やれます」

　攻撃に使う聖歌は積つみ重かさねる順序、回数、部分で強さが変わる。実戦として使うのは初めてだが、理論は知っている。感覚としてもわかる。

「フィーン。あなたが補佐なら、思いきり振っても大丈夫よね」

振るというのは、打ち合わせなしに歌を変えてゆくことだ。その場に応じて自在に操あやつる分力は増すが、声が乱れれば自分たちが傷つきかねない。

「大丈夫に決まってるでしょ。ミーナ、わたしをなんだと思ってるの」

「ものぐさ司教さま」

　軽口にフィーンは肩をすくめた。初めてにやりとする。

「あなたのことならわかるからね。無茶振りでも、なんでも存分にどうぞ」

　ミーナは空を見上げた。厚い雲が覆おおっているが、その上では女神の化身が皓々こうと輝いている。

　するとそのとき、ギーが風を切って飛んできた。

「ミーナアアア！」

　受け止めたミーナは、勢いに危あやうくひっくり返りそうになる。

「ギー！　あなた司し祭さい館かんを守ってたんじゃ」

「ヤな予感がしたんだよ。来てみればこれだ。なんでおまえがいる！」

「わめくなバスコイ。ちょうどいい、おまえがミーナを守れ。間違っても傷くらわすなよ」

　レイヴェンに命じられたギーが絶句した。説明を求めてミーナやフィーンを見るが、とても一口では答えられない。

「もっとバスコイかラバトを調ちよう達たつできないのか、ギー」

　フィーンなどはそんなことを言った。簡単じゃねえんだよ、とギーが返す。

「キリヤナ復活までは、バヌル軍は自由に動けない。色々あるんだって察しろ。ミーナ助けにいったときだって、無理言って頼みこんだんだ」

「だったらおまえが一人で百人分の働きをするんだな。おっと、一匹で百匹か」

　すまして言ったレイヴェンがミーナの腰を抱き寄せた。高く積みあげた石塁の上に立つ。

　バスコイの手を借り、フィーンもが隣に下おり立った。

　あわい金色の光の結界の向こうにエナンの軍勢が見えた。黒雲が彼らの足元を固め、荒れる海を挟はさんでこちらと睨にらみあっている。

　時々、なにかが青白く光っては飛んでくる。闇の砲ほう弾だんとでも言えばいいのだろうか。それはことごとく結界に阻はばまれた。火花を散らして海に落ちる。

　どおっと風が吹きつけ、ミーナの髪が翼つばさのように広がった。

　敵陣から男が進み出てくる。黒い甲かつ冑ちゆうの――エナンだ。

「ルシャイン！」

　エナンが呼んだ。初めからレイヴェンに気づいていたのだ。声などとても届かないはずの距きよ離りを、その声は難なく越えてくる。

　エナンの両目は禍々まがしい黄色に輝いていた。「おいでなすった」とレイヴェンがつぶやく。

「結局それがそなたの答えか」

「どうやら、そうなったらしい」

　レイヴェンの声も届いたようだ。エナンの目がぎらつく。

「わたしの遠い息子むすこよ。そなたは〈器うつわ〉のさだめに抗あらがうというのか」

「あんまり、できのいい息子じゃないんでな。魔ま神じんになるより、このほうが性しように合っている」

「そなたが唆そそのかしたのか、ミーナ」

　エナンの言葉がミーナに向けられた。

「いいえ。彼が自分で決めたの」

　ミーナは否ひ定ていし、まっすぐにエナンを見た。

「わたしもよ。決してマライナにはなりません」

「聞いたか。そういうことだ」

　レイヴェンがふと身体をひねり、フィーンの腰から剣を外はずした。早はや業わざだった。追われるより早く石塁から跳とび、結界の向こう側に抜ける。断だん崖がいの先で地面が続いているように立っていられるのは、妖よう魔まの力があるからだ。

「レイヴェン！　くそ！」

　フィーンが叫さけんだが、彼は振り返らなかった。抜き合わせたエナンに、レイヴェンは斬きりかかる。

　触ふれ合った刃やいばから、双そう方ほうを弾はじき飛ばすような音がした。ぎいん、と低い嫌いやな音だ。

　ミーナは我に返った。レイヴェンを守らないと。

　フィーンを軽く小突き、ミーナは大きく息を吸いこんだ。

〈花の春よ〉から歌い始める。戦いの歌ではないから、僧兵たちが驚くのがわかった。だが、時期としてはちょうど今だ。長い冬を抜け、再び巡めぐり来た春をことほぐのだから。

　ミーナには聞こえる。この歌が大地や草木を目め覚ざめさせる音が。北の最さい果はてにある厳しいグメーラでも同じだ。土がゆるみ、植物の芽めが動く。息い吹ぶこうとするそれらの力が、細かな光となる。

　足りない陽ひの力を補おぎない、守りを固める意味があった。ミーナを中心に、地面が銀砂をまいたようなうっすらとした煌きらめきに覆われる。

　エナンの剣がレイヴェンの外がい套とうを切り払った。ミーナはすぐさま〈光こう臨りん聖せい歌か〉に転じる。

　分ぶ厚あつい雲の内側から光が滲にじみ始めた。グメーラと妖魔の陣じん営えいに降ふり注そそぐ。

　妖魔の陣営が乱れた気がした。エナンがたじろぐ。彼はこちらに顔を振り向けた。ミーナを見つけて片手を突き出す。

　逬ほとばしった力が結界を抜けてきた！　ギーがミーナを引き倒す。

　かろうじて逸それたそれは、兵舎の手前の岩場を抉えぐった。固い岩が砕くだけ、氷の波は紋もんが投と網あみのように周囲に広がる。

　レイヴェンがエナンを剣で押し戻した。ミーナはその動きを読んだ。力を溜ためるために、同じフレーズを繰くり返し、ここぞとばかりに放つ。光の稲いな妻ずまだ。

　声を荒らげたエナンが飛びすさる。当たりこそしなかったが、余よ波はにか動きを止めた。前まえ屈かがみになりかかるのを、胸を押さえて踏ふみとどまる。

　レイヴェンもだった。彼は痺しびれを振り払うように頭を振った。立ち直るのは彼のほうが早い。「ミーナ！」と絶ぜつ叫きようする。

　もう一度。そう言うのだ。言われたミーナのほうが怯ひるんだが、すっとフィーンが寄り添う。

　ここでやめてはいけないのだ。ミーナは聖歌に集中した。エナンの陣から妖魔たちが飛び出してくる。怒りの声をあげて宙へ飛ぶ。ミーナに剣を振り下おろそうとする。

「撃うて！」

　隊長の号令で、僧兵たちのつがえる矢が妖魔を狙ねらった。放たれた矢は金の軌き跡せきを描えがいて飛ぶ。こちらの主力は弓と槍やりだ。

　彼らを守らなくてはならない。ミーナは祈り、大気に耳をすませた。月の降り注ぐ音を聞く。その恵みを吸いこみ、体内を一巡りさせて歌声に乗せる。

　フィーンの声がどこまでもついてくる。ミーナの声を守り、さらなる高みに押し上げる。

　雲が、月を遮さえぎっていたはずの雲が輝きを帯びる。空がうっすらと白しらんだ。淡あわい光がグメーラを照らす。妖魔たちの動きが鈍にぶった。エナンが方向を転じた。レイヴェンの相手をやめ、ミーナに向かってくる。

「させるか阿あ呆ほう！」

　ギーが本ほん性しようのラバトに返る。彼は稲妻を手にエナンへ跳んだ。エナンが斬り結ぶ。払う。

　ラバトがはね飛ばされた。だがレイヴェンが迫せまっている。横よこ薙なぎにした剣が、エナンの腕をかすめた。甲冑に光が逬った。エナンが振り返る。

　ミーナは最強の聖歌〈祝しゆく降こう歌か〉へと移っていた。集まる光が濃くなる。

　左腕をだらりとさせたエナンが、レイヴェンとの間合いを詰める。雷が牽けん制せいした。ギーがレイヴェンを庇かばったのだ。

「ミーナ！」

　額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべたレイヴェンが促うながした。わかっている。なのに彼の顔を見て勢いが衰おとろえた。どれほどつらい思いをしているか。

　レイヴェンが目をぎらつかせてミーナを見る。考えてはいけないのだ。気き遣づかってはいけない。

　感情を締しめ出すのは難しかった。けれど何千回と聖歌をなぞった口は、言葉を紡つむぐ。フィーンの声がそれを連つれてゆく。逃がさない。

　心が引き裂さかれそうだった。痛みがミーナの胸を満たす。それでもやらなければならないこともあるのだと、頭の片かた隅すみで自分が言っている。




　祝え　光を

　祝え　恵みを

　祝え　祝え　祝え　ああ女神よ――




　ミーナの声が高らかに伸びた。雲が瞬またたいて夜を押しのける。

　その一瞬をレイヴェンは逃さなかった。エナンの鎧を突く。

　胸当てが砕けた。だが刃の捕とらえたのは肩口だ。レイヴェンは刃を押しこみ、エナンの動きを止める。自分の身体を押しつけたまま、胸元のメダルの鎖くさりを引きちぎった。

　剣を引き抜いた傷口にねじこんだ！

「ミーナの代わりに持っていけ！」

　左腕を光が包み、エナンがはじき飛ばされた。ミーナは空を見上げる。マライナ？　黒髪の聖女の幻まぼろしが、灰色の空で揺らめいたように思った。

　けれど今は見ている場合じゃない。輝きの余よ韻いんを引き取って、ミーナは最後の一節を歌いおさめた。




　あなたは　今　われらのもとに




　さあっと光が走った。エナンが妖魔たちに助け起こされるのが光の向こうに見えた。

　岸がん壁ぺきの結界が消える。夜が闇を取り戻すと、妖魔の軍勢は消えていた。北の海には霧きりが立ちこめ、先を見通せない。

「退ひいたのね――」

　ミーナはフィーンにもたれかかった。身体中が痺れている。とても一人では身体を支えていられない。

「伯爵弟の作戦勝ちだな」

　応じたフィーンの声はかすれていた。触れた手を握にぎり合ったが、どちらも冷たい。

「キリヤナ司祭のメダルを使ったのは賢かった。あれは女神のものだとも言えるからね」

「だけど、倒してはいないのよね……」

「相手はエナンだ。そこいらの妖魔とは格が違う」

　雷精ラバトの姿のギーが戻ってきた。漆しつ黒こくの腕にレイヴェンを抱かかえている。

「レイヴェン！」

　腰を浮かせたミーナの膝ひざに、ラバトは気を失ったレイヴェンを下ろした。素す早ばやくフィーンが首筋に指をあてる。

「大丈夫、脈みやくはある」

「ああ、女神よ」

　ミーナはどっと息をはいた。レイヴェンは生きている。

「よく保もったよな」

　怪物バスコイに戻ったギーが言った。フィーンが渡された剣を鞘さやにおさめる。

「まったく、すごい無茶をする。あいつ、死ぬつもりだったのか？」

「わからないわ。俺は俺のまま、できることをするって言ったの」

　ミーナは横たわるレイヴェンの髪にそっと鼻を寄せて目を閉じた。

「レイヴェン。あなたはやり遂とげたわ。お願い、必ず戻ってきて」




　グメーラは朝を迎むかえ、再び夜を迎えた。レイヴェンは眠り続け、ナリスフレイも目覚めなかった。

　三日が過ぎ、五日が過ぎた。ミーナは片時もレイヴェンの枕まくら元もとを離れず付き添そった。不安がこみ上げるたびに祈った。女神よ、どうかこのままレイヴェンを連れて行かないで――。

『俺はなんなんだ』と訊いたレイヴェンの言葉が繰り返し甦よみがえる。もし彼が目覚めなかったら、ミーナは女神を生しよう涯がい憎にくむだろう。

　できることならなんでもする。ミーナは女神に願った。ミーナの命を取りたいのなら、取ればいい。だけどレイヴェンは許してください。

　聞き届けてもらえるよう、ミーナは髪をばっさりと切った。女神に捧ささげた。肩のところで切り揃えたが、丸まる刈がりになったってよかった。

　椅い子すに腰かけたミーナは、箱形寝台の側板に両りよう肘ひじをつき、握った拳こぶしを額に押しあてていた。北館にあるレイヴェンの私室の窓から、西日が射さしている。太陽は沈もうとしていた。

　本格的な春に向け、日は延び始めていた。

　だが、また夜が来る。

　これほど、夜を心待ちにしたことはない。日が沈むたび、ミーナは寝顔を覗のぞきこんだ。目を開けないだろうかと期待した。

　今夜こそ。ミーナは胸の裡うちでつぶやく。今夜こそ。

　固く握った両手に、温かいものがそっと触れた。

「……司祭ヴアーリー？」

　声をかけられ、はっと顔を上げた。寝台の彼が目を開けている。

　息を呑のんだミーナは口を開きかけた。信じられず、なのに確信を持って言った。

「レイヴェンね――」

　彼の顔に、ゆっくりと笑みが広がる。

「わざと『司祭』って言ったのにな」

　そう呼ぶのはナリスフレイだった。レイヴェンはミーナかマライナかキラキラだ。

「試すようなことするなんて」

　安あん堵どのあまり、布団を叩たたいた。笑顔は彼のもので、だからこそ混乱した。

「何が起きたの？　まだ日没前よ」

「！」

　レイヴェンがはね起きた。押しとどめようとするミーナを彼は制す。

　目を瞠ったレイヴェンが寝台からまろび出た。窓まど辺べへ吸い寄せられる。

　窓ガラスに両手をついた。空を焦こがす橙だいだい色いろの光が、紅と黄のあわいに、染そめられた雲の向こうに沈みながらレイヴェンを照らす。

　レイヴェンが身を震ふるわせた。

「俺は今、太陽を見ているのか……」

「そうだ」とミーナは応じた。夢じゃないのかと訊かれて否定する。

　ああ、とレイヴェンがつぶやいた。その頰ほおを涙が伝う。

　彼は初めて陽を見たのだ。前回、ミーナを闇に染めたとき、太陽は厚い雲に鎖とざされていた。

　ミーナは〈女神の鏡〉に触れた。これは奇き跡せきだ。奇跡でなくてなんだろうか。

　薪まきがはぜるような煌めきを見せたのを最後に、太陽は大地に吸いこまれた。空はまだ燃えていたが、ふっと夜が甦る。

　レイヴェンが拳を作った。額を窓ガラスに押しつける。

　声をかけられずに、ミーナは彼の背を見つめた。腹の底からのようなため息を聞く。

「女神の慈じ悲ひか」

　鼻を詰まらせたレイヴェンが低く笑った。

「ほんとうに一瞬だなんてな――」

　最高の冗じよう談だんだという口調だった。ミーナはレイヴェンの隣に並んだ。

「具ぐ合あいはいいの？」

「こっちも女神さまのお情けだろう。だるさも、頭痛も綺き麗れいさっぱり消えた」

　レイヴェンに影のようにつきまとっていた妖魔の気配もどこにもなかった。

「よかった。当分起きあがれないだろうって思ってたから」

「それが、噓うそみたいな身体の軽さだ。噓なのかもな」

「なに言ってるのよ。あなたはきっと変わったんだわ」

　たとえ一瞬でも、入れ替わりの決まりごとが破られたのだ。

「これからはナリスフレイさまと相談して――」と言いかけて、ミーナは言葉を止めた。見つめているレイヴェンの眼まな差ざしが、はっとするほど遠い。

「レイヴェン？」

　手を取ったミーナに、彼は答えなかった。なに、とミーナは独りごとを言った。レイヴェンの表情は、死にゆく者のそれだ。

「ミーナ。最後におまえに会えて、あれが見れたのは、善行に対する女神の褒ほう美びだろう」

「いやだ、やめて」

　耳を塞ふさごうとする手をレイヴェンが押さえる。そっとミーナを抱き寄せた。

「すまん」

「噓よ待って。そんなはずない。だって、妖魔の気が消えてるのよレイヴェン。あなたもナリスフレイさまみたいに」

「なるってことは、もう俺じゃないだろ？」

「やめてよ！」

　ミーナは彼を突き放した。顔を覗きこむ。昼を知るという望みを叶かなえたのに。

　叶えたばかりなのに――。

　レイヴェンの目が熱く濁った。彼は告白した。

「全然、生きている気がしない」

「生きてるわよ。あなたはここにいる。ほら、わたしに触れてるでしょう！」

　もう一度手を取り、鎖さ骨こつの辺りに押しつけた。レイヴェンが曖あい昧まいな顔をする。

「かもな」

　かもな？　きっと聞き間違いだ。レイヴェンは戻ってきた。目を覚ましたのだ。あれほどの光を浴あびたけれど。

　自分に言い聞かせる声を、別のミーナが否定した。だからレイヴェンは消えかかっている。

「お願い。レイヴェン噓だと言って。行かないって言って」

「ああ、噓だ」

「！　泣き顔で言わないでよ！」

　ミーナは怒ど鳴なった。レイヴェンが平静を装よそおう。

「討うち死にしなかったんだ。日が沈むのも見た。充分だ」

「そんなはずないでしょ。やっとじゃない。これからよ。あなたは疲れているだけ。休めばよくなるわ。今までと違うことが始まるのよ！」

「だといいな」とレイヴェンが言い、ミーナの頰に口づけた。

「じゃあな。キラキラ」

　それだけでミーナから離れようとする。出会ったとき、彼はなにをしただろうか。騙だまして近づき、からかうために唇くちびるを奪ったではないか！

　考えるより早く、ミーナは背伸びをしていた。レイヴェンに摑つかまり、唇を彼のそれに押しつける。












　驚いて身じろぎしたレイヴェンに、ミーナは挑いどむように言った。

「叩かれるのが怖くなったの？　そんなの許さないわ、最後だって言うくせに！」

「あのなあ、司祭」

「だめよ」

　声はだだをこねるように響ひびいた。ミーナはささやいた。

「行っちゃだめ。だめ、だめ、行かせない」

　縋すがりつくミーナをレイヴェンが振りほどいた。言葉を叩きつける。

「俺が行きたくて行くと思っているのか！」

「だったら行かないで！　お願い。キリヤナさま、レイヴェンを連れて行かないで！」

　ミーナはどうしても引き止めたかった。残したかった。レイヴェンのためにできる、とか、してあげられる、などということは考えていなかった。ミーナが彼を離したくなかった。

　行かせたくない。

「だから、髪を切ったのか」

　レイヴェンに訊たずねられ、うなずく。

「キリヤナに捧げたのよ。あなたに会いたくて」

　レイヴェンの肘をきつく摑んだ。そうしていないと、彼が羽はばたき去るかのように。

「ミーナ」

　痛ましそうな、愛いとおしそうな眼差しが、肩の、髪を切り揃えたあたりに注そそがれる。

　レイヴェンの中で感情がせめぎ合うのがわかった。彼が何を望んでいるのかもわかる。

　ミーナはレイヴェンの口づけを受けた。おずおずと触れるようだったそれが、次第に激しくなった。もつれ合うようにして長椅子に倒れこむ。

「いいのか？」とレイヴェンが顔を上げて訊いた。これ以上進めば、ミーナは破門になる。

　いいのだとミーナはうなずいた。どのみち聖職者を降りるつもりだった。キラキラを封じるつもりだった。〈闇の聖女〉にはならない。けれど〈光の乙女おとめ〉でなくていい。

「知ったことじゃないわ。わたしがそうしたいの。あなたを知りたい」

　レイヴェンがふと懐なつかしそうな顔をした。

「覚えてるか、おまえ。還げん俗ぞくするはめになったら、保ほ証しようしろって俺に言ったの」

「あなたがふざけたとき？　言ったわね。あなたは伯爵弟夫人はどうかって訊いた」

「その申し出は、まだ有効か？」

　冗談のように彼は訊ねた。だからミーナも冗談のように返す。

「有効よ。明日、結けつ婚こん式しきを挙あげてもらいますから」

　明日が来るなら。その言葉を呑みこみ、レイヴェンが答える。

「そうだな」

「そうよ」

　微笑ほほえんだミーナの唇をレイヴェンが奪った。彼は口づけを繰り返しながら、ミーナの髪を梳すいた。一ひと房ふさを指で絡からめて弄もてあそぼうとし、長さが足りずに髪が指を擦すり抜ける。彼が「くそ」と言った気がした。空耳かもしれない。手が後頭部を滑すべり、首を支え、唇がミーナの耳たぶを捕らえる。

　首筋をなぞられた。僧服の襟えりの釦ボタンが外される。上衣の、丈たけの短いマントが身体の下でよじれた。レイヴェンの手が、メダルの鎖にひっかかる。ミーナは自分から頭を巡らせて首から引き抜くようにした。指を開き、床に滑らせて落とす。

　ちゃりん。それを、ミーナは背はい徳とくの音として聞いた――。

　いつの間にか、西の空の夕焼けは消えていた。藍色の空に星が一つ瞬いている。

　暖だん炉ろの炎が二人を照らした。レイヴェンが、一つに結んだ髪をうるさげに払う。

　途中で彼はミーナを寝台に運はこんだ。二人の服が、踏みにじられた花びらのように長椅子に残る。

　レイヴェンは優しかった。壊れもののようにミーナを扱あつかった。それでいて、どんな小さな反応も見み逃のがすまいとした。彼は慣なれていて、なめらかで、ミーナよりもミーナを知っていた。

　ミーナは戸と惑まどいの連続だった。立ちすくむような心を身体が追い越してしまっている。幾いく度どか小さな声が漏もれた。

　やがてレイヴェンが入ってきた。息づかいが耳元に聞こえる。レイヴェンの目、レイヴェンの手、レイヴェンの声。ミーナはすべてを覚えようとした。刻きざもうとした。

　レイヴェンも同じだった。その指が、唇が身体中をなぞる。

「レイヴェン」

　ミーナは繰り返し名を呼んだ。背にしがみつく。ずっとこうしていたら、彼は消えないだろうか。奪とらないで、と声なくつぶやく。女神よ、レイヴェンを奪らないで。

「ミーナ」とレイヴェンが言う。泣くような小声だ。

「やっぱり、おまえはキラキラしてる」

　レイヴェンが背中をたわめた。ミーナの、閉じた瞼まぶたの奥に光が見える。

　遙はるか遠く、なぜか鎮ちん魂こん歌かが聞こえた。




　目を醒さますと、辺りは暗かった。空気がしんと冷えている。

　暖炉の薪は燃え尽つきかけ、燠おきになっていた。テーブルと長椅子の輪りん郭かくがぼんやり浮かぶ。

「レイヴェン……？」

　彼の姿を探した。隣にはいなくてはっと身を起こす。

　シーツをたぐり寄せて寝台から顔を出す。彼は窓辺に立っていた。身み仕じ舞まいを整え、暗い空を眺ながめている。

　彼は振り向いた。ミーナに詫わびる。

「すまない司祭」

　ミーナは心しん臓ぞうに杭くいを打ちこまれたように感じた。この声は違う。

「ナリスフレイさま――」

　そうだと答え、近づいてきた彼の目は真まっ赤かだった。それを見て、ミーナの喉が塞がる。だってまだ夜だ。夜はナリスフレイの領りよう域いきではない。

「噓よね」

　無意味なつぶやきに、ナリスフレイが首を振る。

　噓だ。言い募つのろうとして声が出ない。まだ残っているのに。レイヴェンの感覚が残っているのに。

「すまない」

　ナリスフレイが繰り返し、ミーナの肩を毛布で覆った。彼にもわかっている。否いな、彼が一番よくわかっている。

　これからは、昼も夜も独ひとり占じめになるのだと。

　ミーナは唇を結んだまま首を振り、ナリスフレイの肩に頭をもたせかける。

「わが子よ、天への道を辿たどれ。帰り着け、わが子よ、母の胸に」

　無意識に鎮魂歌の聖句を辿った。初めて、一筋、頰に涙が伝う。
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　眩まぶしい陽ひ射ざしのもと、石いし工くたちが振るう鑿のみの音が小気味よく響ひびく。

　ミーナは着々と築きずかれてゆく砦とりでを見上げていた。今度こそ、間に合わせの石せき塁るいではなく本物の砦だ。

「すごい。大急ぎの大急ぎね」

「そりゃ、早いに越こしたことはないからね。いつ何時、エナンが攻めてくるかわからない」

「当分来ないんじゃなかったの？」

「とは思うけど。まあ、大だい城じよう塞さいだから、早くしないとまた冬になるでしょ」

　冬の間、風の荒れ狂うグメーラでの工事は滞とどこおりがちになる。

　隣に立つフィーンが肩かたをすくめて続けた。

「なんて。城塞が冬までに建つわけがないけれどね。再さ来らい年ねんかその次の年までかかるだろうな。それでも上出来ってところだよ」

「再来年か、その次。グメーラはずいぶん変わるでしょうね」

　今だって変わった、とミーナは思う。本庁からの援えん軍ぐんが到とう着ちやくし、一気に人が増えた。近在から宿舎を建てるための職人が呼ばれ、逃げ出した人々もほとんどが戻った。

　あれから半年――。

　ミーナは未いまだ、最後の夜を痛みを伴ともなわずに振り返ることができない。レイヴェンの「死」は、心に埋うめられない穴を穿うがった。二度と笑えないだろう。そう思ったこともある。けれど違った。一日が過ぎるごとに、痛みは少しずつ剝はがれてゆく。

「レイヴェンのことか？」

　ミーナの肩にとまったギーが訊きいた。ミーナはうなずく。

「最近、ずっと思い出していることが少なくなってきて、寂さびしいかなって」

「それでいいんだと思うよ。時が癒いやすって言うのは、噓うそじゃない」

「うん。でも今でも会いたくてたまらないときもあるの。ぶり返すと、つらいわね」

　あれきり、レイヴェンは二度と戻らなかった。今は昼も夜もナリスフレイだ。

　レイヴェンが消えたことで「予言は果はたされた」とパラデールは判断した。〈光の乙女おとめ〉は今度こそ、妖よう魔まの側につかなかったのだ、と。

　マライナもジャイナルも復活しないだろうという。少なくとも、遙はるかに時が移ろい、新たな女神の娘が生まれるまでは。

　そうでなければ困る。ミーナたちは大きな犠ぎ牲せいを払ったのだから。

「二人ともここにいたのか」

　グメーラ伯ナリスフレイがやって来た。彼が図面を広げた親方と話しこんでしまったため、ミーナたちは退たい屈くつして側を離れたのだ。

「急に黙っていなくならないでくれ、司祭ヴアーリー――じゃなくて奥方さま」

　昔の癖くせが抜けきれず、ナリスフレイが顔を顰しかめた。ミーナは、この春夫となった人に片かた眉まゆを上げてみせる。

　伯はく爵しやく夫ふ人じん。ミーナはそう呼ばれるようになった。まだ、全然慣なれられない。ドレスにもだ。

「わたしたち向こうへ行きますって言いましたよ、旦だん那なさま。話に夢中で、聞いてらっしゃらなかったのはあなたでしょう」

「う――、それはすまない」

「いいえ。どういたしまして」

　澄すまして答え、ミーナはくすくす笑った。ほら、こんなふうに笑うこともできる。

　純じゆん潔けつの誓ちかいを破ったミーナは還げん俗ぞくした。本来、大罪を犯おかした聖職者は罪人の烙らく印いんを押されて修練院の片隅で余よ生せいを過ごす。そうならなかったのは、教きよう皇こうの特別な計はからいがあったからだ。彼女はケイジャ教皇の手でただ人に返され、そのままナリスフレイの妻となった。

　一つにはこの子のため、とミーナは腹に手をあてた。

　そしてもう一つは、互いのためだった。予言との戦いを終えてレイヴェンを失ったミーナたちは、支えを必要としていた。

　グメーラはかつてのような閉ざされた土地ではない。妖魔との戦いの、最前線基地となった。大だい規き模ぼな駐ちゆう留りゆう軍ぐんが留とどまることとなり、行き交かう人や物も増えた。

〈盟めい約やく〉の消えたあともナリスフレイが伯爵位を許されたのは、新しい人々と昔からの人々の橋渡しのためだ。彼はこのあともグメーラを治おさめてゆくことになる。パラデール教と協力して。

　フィーンも終身の領区司教ヴアルプトを任じられた。妹の抜けた穴は姉が埋めるようにとの、ケイジャ教皇の命令ゆえだ。

「そろそろ服の上からでもふくらみが目立ち始めてきたね」

　フィーンが言った。もう五カ月だもの、とミーナは答える。

　この子は、あの夜に授さずかったレイヴェンの子だ。彼はこんな形で、ミーナに証あかしを遺のこした。

　とはいえ村人は、ナリスフレイの子だと思っている。ミーナが還俗することになり、一時期、伯爵は評判を落とした。ひどいことにならなかったのは、現教皇自みずからがパゼル枢すう機き卿きようらを連つれてグメーラ入りし、ミーナを還俗させ、二人を結婚させたからだ。

　幸せにおなり。ケイジャ教皇は祖そ母ぼの顔で言った。母娘二代がこれか、とパゼル枢機卿は因いん果がを感じる苦い顔をした。

　さだめは回るのだと、時々ミーナも思う。けれど、同じ所に戻るわけではないのだ。少しずつ形を違たがえてゆく。未来へと進んでゆく。

　いつか、子供にだけは真実を聞かせてやりたい。グメーラ最後の「魔ま王おう伯はく」レイヴェン。彼がどれほど大切な人だったかを。

「ところで閣かつ下か。あなたの奥方は、子供が息子むすこだったら名前をレイにするそうですが、悪あく趣しゆ味みだと思いませんか？」

「どこが悪趣味なのよ。二文字もらうだけじゃない」

　すべてでもよかったのだが、考えた末にやめた。この子は彼の身代わりではない。

「わたしは三文字にしようかと思っていたんだが――」

　悪趣味と言われて、ナリスフレイがこめかみを掻かいた。レイヴはレイヴェンの愛称だったのだから、さらに趣味が悪いことになる。

「いや、お二人がいいなら、わたしはもう言いません」

「つうか、女だったら？」

「絶対、女神絡がらみじゃない名前」

　ギーに訊かれ、ミーナと夫は声を揃そろえた。ナリスフレイがここだけの話だとつけ加える。

「ファランドはキーラにしたがっているようですが、キーラはキリヤナの略ですから」

「気分はすっかり祖じ父いさんかよ」

　ギーが呆あきれるがそのとおりだ。

「で、そのファランドじいさんは？」

「馬車で出かけてますよ」

　きょとんとしたフィーンが「あー」と間の抜けた声を出した。

「そうか。今日着くのか」

　どうりで、と納得して手のひらに拳こぶしを打ちつける。

「やけにあなたがそわそわしてると思えば、キリヤナ司祭か」

「正しくは元司祭だけど、当たり前じゃない。だってフィーン。わたし、母に十八年ぶりで会うのよ、というか、十九年ぶりに」

　誕たん生じよう日びを迎むかえたことを思い出して訂てい正せいした。

　予言が果たされ、教皇たちがミーナの母は生きていると秘密を明かした。キリヤナは生後間もないミーナを本庁に置いたとき、本能的に身の危険を感じて一度は逃げたのだそうだ。だが教団の追っ手に捕とらえられ、辺へん境きようの僧院に押しこめられていたという。

　いざというとき、ミーナとの取り引き材料にするためだった。それを聞いたミーナは憤いきどおりを覚えた。が、わかってもいた。教団は、なによりもジャイナル復活の阻そ止しを優先せねばならなかったのだ。

　ミーナは、解放されたキリヤナに手紙を書いた。もし、嫌いやじゃなければグメーラで暮くらさないか、と。

　返事はなかなか届かなかった。が先日、ようやく喜んで、という返事が来たばかりだった。

　ファランドは近領までやって来たキリヤナを迎えに行ったのだ。それくらいさせてくれと、彼が言いだしたのだから人生は不思議だとミーナは思う。

　だが、ありがとうと、あのときファランドはつぶやいた。あなたはレイヴを救ったんです。

　そして、その言葉がミーナを救った。そうだといい。そう信じたい。

「母、やっぱり目を回すかしらね」

　別れたとき赤ん坊だった娘がこんなに大きくなっていて、腹まで大きくなっているのだ。

　さすがに気が引けて、手紙ではそこまで書けなかった。

「お喜びになるよ。いや、なってほしい」

　ナリスフレイも多少不安があるらしい。

　ギーがしらばくれている。こんなとき、毒どく舌ぜつの一つや二つ吐きそうなものなのにだ。

「ちょっとギー」

　ミーナはバスコイを脇に引っぱっていった。小声で確かめる。

「やっぱりあなたにわたしのことを頼んだキリヤナって、お母さんなのね」

「なんでそう思う？」

「その澄まし顔。会って来たんでしょ？　もしかして、説得してくれたの？」

　ギーが目を瞬しばたたいた。ごまかそうか迷った顔をしながら認める。

「おまえが許してくれないと思ってたらしいからさ。ばーかって言ってきてやったんだ」

「ありがとう。大好きよギー」

　抱きしめると嫌がられた。照れくさいらしくそっぽを向かれる。

「ていうかだから、なんで『やっぱり』なんだって訊いてんだよ」

「うーん。勘かん？」

　うまく説明できそうになかったが、ミーナはやってみた。

「ジャイナルと相あい討うちになって以来、女神はお姿を現していないでしょう？　それに、神さまたちはもう、昔ほどわたしたちの近くにはいないみたいだと思って」

　誓せい約やくがあるとはいえ、神々はミーナにほとんど手を差しのべなかった。親身になったのは、ラバトの中でも、おそらくはぐれもののギーだけと言ってもいい。

　ギーも仲間のもとには戻らずにグメーラで暮らすという。ひそかに、生まれてくる子のお守もりをするつもりらしい。ファランドと役目の取り合いになるだろう。

「俺は、おまえの母親に呼ばれて人の世に来たんだ。どうかおまえを護まもってやってくれって」

　ミーナは目を瞠みはった。長い間の胸のつかえが取れる。

　ナリスフレイたちが二人の後ろに来ていた。

「バスコイとの内ない緒しよ話ばなしはあとにしたらどうかな、わが奥方さま」

「へっ。妬やいてるのかおまえ？」

「残念だが、わたしを悶々もんとさせられるのは、レイヴだけだ」

「もういないヤツに嫉しつ妬とか」

「いけないかい？　あいつは、なんでもわたしより先に取っている」

　ミーナは赤くなった。フィーンが追い討ちをかけるように言う。

「次は、閣下ご自身の子を産んでもらうんだね」

「フィーン！」

「もちろんそのつもりだ」

「ナリスフレイさま！」

　ミーナは叫さけんだ。恥ずかしいので、二人に背を向けてずかずか歩きだす。

　レイヴェン、とミーナはふとしたときに彼に話しかける。今、彼はどこにいるのだろう。人の魂たましいは女神のもとに召めされるとパラデール教は説とく。女神の御み許もとにいるのならば、ミーナの歌も届くだろうか。

　ミーナにはまだ、キラキラが残っていた。歌いに歌ってほんの一ひと握にぎり、光が散る程度だけれど。

　いつかは、それも消えてゆくだろう。その予感はあった。それはそれでいい。

　あれほど手放したくなかったキラキラに、今はそんなふうに思う。

　祈りは、それだけですでに輝かがやきなのだ。大切なのは、幸せを願いたい人がいること。

　レイヴェン。もちろん彼だけじゃない。ナリスフレイ、ギー、フィーン、ファランド。

　そしてグメーラ。

　ギーが気まぐれに空に羽はばたき上がった。追いついたナリスフレイが、ミーナの腕に触れて訊たずねる。

「そんなに恥ずかしいことかい？」

　ささやかれ、ミーナは「もう」と夫の腕を叩たたいた。恥ずかしいに決まっているではないか。

「だけどミーナ。安心してくれていいよ。この子も、わたしの子だからね」

　レイヴェンの子であると同時に、と彼は言うのだ。

　その気持ちがミーナにはありがたかった。ナリスフレイは複雑だったに違いないのに、ミーナたちを受け入れてくれた。一度として、「結局レイヴェンを選んだのか」とミーナを詰なじることもなく。

『ミーナ。わたしたちはゆっくり家族になっていこう。どんな困難も、一つずつ乗り越えて』

　婚こん儀ぎの夜、そう言ってくれたナリスフレイの言葉を、ミーナは生しよう涯がい忘れない。

「ナリスフレイさま」

　呼びかけたくせに、ミーナは言葉に詰まった。感謝と、ずっと側にいたいという気持ちが喉のどまで出かかっているのに。

　ナリスフレイが微笑ほほえんだ。ミーナの頭を抱き寄せ、髪を撫なでる。

「わかってる。わたしもだ。愛してるよ、奥方さま」

　二人はそっと寄り添いあった。風が吹き、ミーナのドレスの裾すそを乱す。

　と、ミーナの視界の隅すみに馬車が映うつった。手た綱づなを取っているのはファランドだ。

　ミーナは息を呑のむ。乗っている人を見た。女性だ。地味な服を着て髪をまとめている。

　目が合った。そう思った途と端たん馬車が停まった。もどかしそうに女性が飛び降おりた。

　ここまで、まだ距きよ離りがあるというのに駆かけてくる。

「お母さん！」

　ミーナは叫んで走りだした。ナリスフレイが仰ぎよう天てんする。

「しさ――じゃなくミーナ！　よしなさい！　転ころんだらどうするんだ！」

　丘の中腹でマライナとキリヤナは手を取り合った。かの母娘の成しえなかったことを遂とげる。

　かちり。さだめの輪がまた一つ回った。形を違え、それは再び巡めぐる日を待つ。




　グメーラに風がそよぐ。夏の陽射しをいっぱいに浴あび、一面の黄色い花が揺ゆれた。





終わり
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　ワケあり司し祭さいとニコイチ伯はく爵しやくのことを書き始めてからエンドマークを打つまでに、一年と五カ月ほどが経過しました。

　作中の時間はちょうど一年、夏の終わりに始まったお話が、夏の終わりに閉じます。

　おお、ムリムリこじつけるなら、発売時期も夏の終わりですね。少なくとも作者の暮らしている関東は、残ざん暑しよ厳しい折でございます。

　というわけで、あらためましてこんにちは。響ひびき野の夏か菜なでございます。

　女神の娘の恋歌、最終巻をお届けいたします。




　さて。最終巻ですから、面おも白しろいエピソードあるいは裏話をとさっきからウンウン考えているのですが、真ま面じ目めに探せば探すほど見つからなくて焦あせっております。書き終えて間もないせいか、個人的な感想が「しっかしよく直したよなー」になってしまって、うははは。

　みぃんなミーナのせいなんですけどね。あ、シャレみたい。でも事実です。

　ほんと、作者が兜かぶと脱ぬぐほどめげない子でした。挫くじけない子でした。諦あきらめのいい人（わたし）が書いてるので、なかなかその辺摑つかめなかったりしてね、ってどうでもいい話だな。

　しかし君のイメージは天女というか聖母だったんだけどなぁ、ミーナちゃん。レイヴェンとのシーンを書くときには、いつもピエタ像（サン・ピエトロ寺院のやつ）が念ねん頭とうにありまして、だけどちっともそうならないのは、やはり女神の娘が人間だったからでしょうか。

　そう思うと、等とう身しん大だいのヒロインでしたな。キラキラとか持ってるのに、希け有うな子だ。

　ともあれ、自分の選んだ道ですから彼らには幸せになってほしいです。わたしはここまでしか書きませんが。そう思うと寂さびしいですが、幸せになる予感はあるのでよしとしましょう。




　少しくらいプライベートに触ふれましょうか。とかいっても、クラゲみたいに漂ただよって生きているので、トピックスなんてないんですが。

　これ書いている今現在のことに触れますと、大絶賛夏バテ中です。予定大幅キャンセル。

　麦茶で命を繋つなぐ日々です。誰か日本に、控ひかえめな夏を返してください～！

　何か日本は砂漠化に向かっているそうですが、まじですか。

　ああもうほんと、秋が待ち遠しい、冬が恋しいよう。

　もともと夏が苦手なので、余計にそう思うのかも。外出するたび「溶とける～！」と内心絶叫してます。友人に会うと必ず言いますが、これまた「溶けないから！」と必ず突っ込まれたりして。お約束なやり取りは楽しいです（笑）




　タイトルの「一瞬の光、永遠の輝き」は、たとえ一瞬しか見えなかった光でも、記憶にあり続ける限りは永遠に輝いているのと同じなんだよ、というか、そういうイメージでつけました。ちゃんとそういうお話になってるかな、いないかな。作者としては、なっていることを願ってやみません。

　最後にネタバレを一つ。読む前は避さけたい方は、ここから先はあとでご覧ください。

　結局どちらが生まれたのか、は男の子でした。なので名前は三文字のアレに決定。

　だけど子供の頃は、自分を「ルー」と呼んで聞かなかったので、両親は色々思い出したりしたのでした。

　なんてことが、あるのですよこれから。

　とこっそりバラしたところで、筆を置きたいと思います。

　担当さんとイラストさん、読んでくださったみなさまに感謝をしつつ。

　また次の作品でお目にかかれる日が来ますよう――。





響野夏菜







著者

響野夏菜

Kana Hibikino




11月20日、埼玉生まれ。蠍座、Ｏ型。

『最終巻に寄せて』とお題をいただいたのですが、つい笑いを取りたくなるこの性格はなんとかならないんだろうか。

真面目にまいりますと、執筆時の楽しみはどんなイラストがつくかでした。

椋本さま、長らくおつきあいありがとうございました。ラフは家宝です！




公式ブログ『響野夏菜のそのひぐらし』

http://higurasi-bin.cocolog-nifty.com/







イラスト

椋本夏夜

Kaya Kuramoto




最終巻です。

ミーナは女神の娘の本領発揮って感じで３割増しくらい凜々しく描いてみたつもりなんですがいかがでしょうか。兄と弟はなんとなく攻守逆転な感じ……？

最後までイラストともども楽しんで頂ければ嬉しいです！







電子版　ビーズログ文庫

女め神がみの娘むすめの恋こい歌うた

一いつ瞬しゆんの光ひかり、永えい遠えんの輝かがやき




著者／響ひびき野の夏か菜な

イラスト／椋くら本もと夏か夜や
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